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例　　言

１．本書は 2019 年 4 月 1 日から 2020 年 3 月 31 日までに東京大学埋蔵文化財調査室が実施した、埋
蔵文化財発掘調査およびそれに関わる研究、教育、普及などの諸活動をまとめた東京大学構内遺
跡調査研究年報と東京大学構内遺跡に関わる調査・研究成果である東京大学埋蔵文化財調査室研
究紀要を合冊したものである。

２．上記期間に行った発掘調査のうち、埋蔵文化財が確認できたものについて略報を掲載した。

３．遺構の略号は独立行政法人国立文化財機構奈良文化財研究所で採用している方式を参照し、前に
遺構の性格、後ろに各調査地点ごとに１から通し番号を付与した。前に付した遺構番号の性格の
略称は、個々の報告の凡例を参考にされたい。

４．本書の作成は室員があたり、増田・小林が編集を行った。

５．本書に添付した CD-ROM には、印刷本と同内容の電子版（PDF 形式）を収録している。

６．本書掲載・収録の諸データは、営利を伴わない学術目的の個人論文などの使用を除いて無断転載
を禁止する。

７．発掘調査に伴う図面、出土遺物等は、東京大学埋蔵文化財調査室が、東京大学駒場Ⅰ教養キャン
パス（東京都目黒区駒場 3-8-1）、東京大学駒場Ⅱリサーチキャンパス（東京都目黒区駒場 4-6-1）、
東京大学工学系研究科柿岡教育研究施設（茨城県石岡市柿岡 414）において管理、運用、保管を行っ
ている。
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東京大学構内遺跡の調査

　東京大学は、農学生命科学研究科附属演習林を併せる

と全国 21 都道県におよび、326,809,180㎡を所有（一部

借入）している。このうち本郷（東京都文京区）、駒場

（東京都目黒区）、柏（千葉県柏市）の 3 構内を拠点キャ

ンパスと位置付けている。本郷構内は本郷、弥生、浅野

の 3 キャンパス全体で 559,176㎡、駒場構内はⅠ（教養

学部など）、Ⅱ（リサーチキャンパス）全体で 352,180㎡、

柏構内は 412,291㎡を所有している。また、その他周知

の遺跡として登録され、現在までに試掘を含め調査を実

施した所有地に、研究関連施設では理学系研究科附属植

物園本園、農学生命科学研究科附属技術基盤センター（小

石川樹木園）、総合研究博物館小石川分館が所在する白

山構内（東京都文京区、160,787㎡）、医科学研究所が所

在する白金構内（東京都港区、68,906㎡）、理学系研究

科附属臨海実験所（神奈川県三浦市、68,737㎡）、福利

厚生関連施設では追分インターナショナルハウス（東京

都文京区、1,576㎡）、白金台ロッジ（東京都港区、2,453

㎡）、三鷹国際学生宿舎（東京都三鷹市、29,438㎡）、検

見川総合運動場（千葉県千葉市、273,027㎡）、目白台国

際宿舎（仮称）（東京都文京区、28,509.35㎡ ）がある。

　本郷構内では旧石器時代（ブロック・礫群）、縄文時

代（早期末～前期集落・後晩期包蔵地）、弥生時代（後

期集落）、古墳時代（前～後期集落）、平安時代（集落）、

江戸時代（大名屋敷・武家地・町地・寺社地）、近代に

わたる大規模複合遺跡群で、「文京区 No.47 本郷台遺跡

群」として登録されている。また、その一部（浅野地

区内）は、「文京区 No.28 弥生町遺跡群」として登録さ

れ、1975 年に文学部考古学研究室、理学部人類学教室

が合同調査を行った「向ヶ岡貝塚」（No.28-C 地点）は、

1976 年に国史跡に指定されている。

　駒場構内のうち駒場Ⅱキャンパスは、近年の再開発に

伴い構内の試掘調査を実施しているが、遺跡は確認され

ていない。駒場Ⅰキャンパスは、旧石器時代（ブロック・

礫群）、縄文時代（早期集落）、平安時代、近世（農村）

の遺跡が確認され、キャンパス全体が「目黒区 No.1　

東京大学駒場構内遺跡」として登録されている。

　柏構内（現状所有範囲）は開発前に千葉県教育委員会

による試掘調査が行われたが、遺跡は確認されていない。

　白山構内は、すでに明治初頭、エドワード・S・モー

スによって貝塚の存在が紹介されており、「小石川植物

園内貝塚」として周知されてきた。また、1918 年には

東京府の旧跡として指定された歴史を持つ。現在では

構内全域が縄文時代（前～晩期集落・貝塚）、江戸時代

（大名屋敷・幕府御用地・武家地）の複合遺跡「文京区

No.81 小石川御薬園跡」、その一部が「文京区 No.21 小

石川植物園内貝塚・原町遺跡」として登録されている。

2012 年 9 月 19 日には「小石川植物園（御薬園跡及び養

生所跡）」として、161,588.4㎡が国の史跡名勝に指定さ

れた。

　医科学研究所は、旧石器時代（ブロック）、江戸時代（大

名屋敷）の遺跡が確認され「港区 No.135 遺跡」として

登録されている。

3

東京大学構内遺跡の調査

年報13_02_1 .indd   3 2021/02/06   20:26



本郷

本郷

本郷

本郷

本郷

本郷

本郷
本郷
本郷

本郷

本郷
本郷
本郷

本郷

本郷
本郷

本郷

本郷

本郷

本郷

本郷
本郷

本郷

本郷

本郷
本郷
本郷
本郷

本郷

本郷

本郷

本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷

本郷

本郷

本郷

本郷

本郷

1

2

3

4

5

6

7
8
9

10

11
12
13

14

15
16

17

18

19

20

21
22

23

24

25
26
27
28

29

30

31

32
33
34
35
36
37
38
39

40

41

42

43

44

1983

1984

1985

1984

1984

1986

1987
1987
1989

1990

1991
1992
1992

1992

1992
1993

1993

1993

1993

1993

1993
1994

1994

1994

1994
1994
1994
1995

1995

1995

1995

1994
1996
1996
1993
1993
1994
1994
1994

1995

1996

1996

1996

1996

－

HHB

HGS

HHC

HS7

－

－
－

VMC

HG

－
FAL

FA792

K14

YS
FA793

FE1

SK

HN

TUM

MRI
HF

HW

HIKN

HND
－
－

FPS

ACC

AFC

－

－
EQL
－
－
－
－
－
－

AFL

IML

－

HWK1

HWK2

山上会館［U］

東京大学構内遺跡調査一覧

法学部4号館［法］・文学部3号館［文］

御殿下記念館［G］

医学部附属病院中央診療棟［病中］・
設備管理棟［エネセン］・給水設備棟［給水］・
共同溝［共同溝］

理学部7号館［理D］

文京区湯島4丁目～弥生2丁目地先間
配水管布設替
新タンデム棟［タンデム］
弥生門脇変電施設
農学部家畜病院

医学部附属病院外来診療棟

農学部ガラス室
農学部図書館
農学部7号館Ⅰ期

工学部14号館［工14］

薬学部南館［薬学部新館］
農学部7号館Ⅱ期

工学部1号館

教育学部総合研究棟

看護職員等宿舎1号棟［看護婦宿舎］

総合研究博物館新館

臨床試験棟［MRI－CT棟］
山上会館龍岡門別館

医学部附属病院入院棟A［病棟］

医学部教育研究棟［医研］

医学部附属病院看護師宿舎ゴミ置き場
法文十字路外灯
理学部1号館
薬学部資料館

情報基盤センター変電室1

工学部風工学実験室支障ケーブル地点

ATMネットワーク施設整備

医学部附属病院看護師宿舎電気ケーブル埋設
地震研テレメタリング地震観測施設
野球グランド
経済学部前路面陥没
農学部ガス管埋設
屋外環境整備等　龍岡門～附属病院
医学部附属病院内エアタンク設置
史料編纂所前埋設

工学部風工学実験室

インテリジェント・モデリング・ラボラトリー

医学部附属病院基幹整備に伴う樹木移植

医学部附属病院基幹整備共同溝等

医学部附属病院基幹整備共同溝等

事前

事前

事前

事前

事前

立会

試掘
立会
事前

事前

試掘
事前
事前

事前

事前
事前

事前

事前

事前

事前

事前
事前

事前

事前

事前
立会
立会
事前

事前

事前

立会

立会
事前
立会
立会
立会
立会
立会
立会

事前

事前

立会

事前

事前

1984.3.7～1986.7.17

1984.4.1～1985.3.31

1985.7.29～1987.6.30

1984.10.1～1987.3.31

1985.2.1～10.8

1986.5.12～7.20

1988.2.15～17
1987.12.15～16
1990.1.31～3.14

1990.6.27～1991.2.21

1991.8.12～13
1993.3.9～3.25
1992.10.6～11.16

1992.11.26～1993.2.23

1992.10.21～12.18
1993.11.3～26

1993.12.6～1994.2.10

1993.11.18～12.28

1993.8.4～1994.1.17

1994.2.14～4.8

1994.1.18～3.12
1994.8.17～10.17
1994.4.21～11.16、
1995.1.31～1996.6.6
1994.11.17～1995.4.28、
1997.3.10～4.25、
1998.11.2～12.25、
2002.9.3～12.25
1995.1.30～3.3
1994.9.5
1994.10.3～18
1995.7.24～9.1

1995.7.18～31

1995.8.22～9.22

1995.11.20～24

1995.3.2
1996.4.15～5.2
1996
1993.9.28、1994.5.14
1993.10.15
1994.10.13
1994.12.18
1995.3.10

1996.1.22～3.7

1996.4.15～6.20

1996.4

1996.5.12～5.18

1996.5.27 ～6.27

1500

2500

6000

7700

750

－

28
－

1040

5500

7
408
1170

1785

1300
1000

616

1007

746

600

400
593

6096

2901

45
－
－
540

78

63

－

－
360
－
－
－
－
－
－

252

626

－

20

102

西田・谷・
大貫

大塚

寺島・大貫・
倉林

藤本・小川

羽生

寺島

成瀬・武藤
武藤
武藤
成瀬・堀内・
武藤
堀内
武藤
武藤

成瀬・堀内

堀内・寺島
武藤

武藤

堀内

成瀬

堀内

成瀬
武藤
成瀬・原・
鮫島・大成

堀内・鮫島・
大成

原
成瀬・鮫島
寺島
武藤

鮫島

鮫島

武藤・堀内・
鮫島・原
原
武藤
寺島
成瀬
成瀬
成瀬・原
成瀬
成瀬

鮫島

堀内

成瀬

成瀬

成瀬

『東京大学埋蔵文化財調査室発掘調査報告書4
山上会館・御殿下記念館地点』

『東京大学遺跡調査室発掘調査報告書2
法学部4号館・文学部3号館建設地遺跡』

『東京大学埋蔵文化財調査室発掘調査報告書4
山上会館・御殿下記念館地点』

『東京大学遺跡調査室発掘調査報告書3
医学部附属病院地点』

『東京大学遺跡調査室発掘調査報告書1
理学部7号館地点』

『東京大学構内遺跡調査研究年報』2所収

『東京大学構内遺跡調査研究年報』7所収
近世

『東京大学構内遺跡調査研究年報』1所収
『東京大学埋蔵文化財調査室発掘調査報告書5

医学部附属病院外来診療棟地点』
遺構・遺物なし

『東京大学構内遺跡調査研究年報』4所収
『東京大学構内遺跡調査研究年報』4所収
『東京大学埋蔵文化財調査室発掘調査報告書7

工学部14号館地点』
『東京大学構内遺跡調査研究年報』1所収
『東京大学構内遺跡調査研究年報』4所収
『東京大学埋蔵文化財調査室発掘調査報告書6

工学部1号館地点』

『東京大学埋蔵文化財調査室発掘調査報告書10
教育学部総合研究棟地点・IML地点』

『東京大学構内遺跡調査研究年報』1所収
『東京大学埋蔵文化財調査室発掘調査報告書11

総合研究博物館新館地点』
『東京大学構内遺跡調査研究年報』1所収
『東京大学構内遺跡調査研究年報』4所収

『東京大学埋蔵文化財調査室発掘調査報告書13
医学部附属病院入院棟A地点』所収

『東京大学埋蔵文化財調査室発掘調査報告書14
医学部研教育究棟地点』

『東京大学構内遺跡調査研究年報』1所収
近世
遺構・遺物なし

『東京大学構内遺跡調査研究年報』1所収
『東京大学埋蔵文化財調査室発掘調査報告書9

浅野地区Ⅰ』

『東京大学埋蔵文化財調査室発掘調査報告書9
浅野地区Ⅰ』

近世

遺構・遺物なし
『東京大学構内遺跡調査研究年報』4所収
遺構・遺物なし
近世
近世
近世
遺構・遺物なし
近世

『東京大学埋蔵文化財調査室発掘調査報告書9
浅野地区Ⅰ』

『東京大学埋蔵文化財調査室発掘調査報告書10
教育学部総合研究棟地点・IML地点』

近世
『東京大学埋蔵文化財調査室発掘調査報告書13

医学部附属病院入院棟A地点』所収

『東京大学埋蔵文化財調査室発掘調査報告書13
医学部附属病院入院棟A地点』所収

『東京大学埋蔵文化財調査室発掘調査報告書13
医学部附属病院入院棟A地点』所収本郷 45 1996 HWK3 医学部附属病院基幹整備共同溝等 事前 1996.6.3～6.20 184 大成

本郷 46 1994 － 龍岡門門衛所移築 立会 1994.8.24 － 成瀬 近世

構内

本郷構内調査一覧
番号 年度 略称 調査名［旧略称･名称］ 調査

種別 調査期間 面積
（㎡） 担当者 掲載書名

遺構・遺物の年代

4

年　報　編

年報13_02_1 .indd   4 2021/01/25   1 :5



本郷

本郷
本郷
本郷
本郷
本郷

本郷

本郷

本郷

本郷
本郷

本郷

本郷

本郷

本郷

本郷
本郷
本郷
本郷
本郷

本郷

本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷

本郷

本郷
本郷
本郷
本郷

本郷

本郷
本郷

本郷

本郷
本郷
本郷
本郷
本郷

本郷

本郷

本郷

本郷
本郷
本郷
本郷

本郷

本郷

本郷
本郷
本郷
本郷
本郷

本郷

本郷

47

48
49
50
51
52

53

54

55

56
57

58

59

60

61

62
63
64
65
66

66

67
68
69
70
71
72

73

74
75
76
77

78

79
80

81

82
83
84
85
86

87

88－1

88－2

89
90
91
92

93

94

95
96

97－1
97－2
98

99

100

1996

1996
1997
1997
1997
1997

1998

1999

1999

1999
1999

1999

2000

2000

2001

2001
2001
2001
2002
2002

2004

2002
2002
2002
2002
2004
2004

2004

2008
2005
2005
2005

2006

2006
2006

2007

2007
2007
1984
2007
2008

2008

2008

2009

2008
2009
2009
2009

2009

2009

2009
2009
2009
2010
2010

2010

2010

HWK4

HNⅡ
－
－
－
－

AFⅣ

HES99

HHC299

－
－

YM

KK

HWK6

TS

NSK01
－
－

LS03
YGS02

YGS04

－
INC
－
－

HEQ04
SC1

－

HHN308
KOS05
HVP06

－

HJF06

－
－

HEA07

HKM07
－

NK84
－
－

HTG08

－

－

－
－

HHP09
HGG09

H7I09

HNS09

－
－

HKS09
HKS09

－

HLS10

HK311

医学部附属病院基幹整備共同溝等

看護職員等宿舎3号棟［看護婦宿舎Ⅱ期］
外灯整備1
外灯整備2
外灯整備3
農学部（21世紀館）木質ホール

工学部風環境シミュレーション風洞実験室

総合研究棟［文・経・教・社研］

医学部附属病院第2中央診療棟［2中］

文系4研究所等暫定建物
環境安全センター

医学部附属病院受変電設備棟Ⅱ期

工学部基幹整備共同溝

医学部附属病院基幹整備外構施設等

工学部武田先端知ビル

農学部生命科学総合研究棟
薬学部暫定建物
情報学環暫定建物
法学系総合研究棟
薬学系総合研究棟1期

薬学系総合研究棟2期

地震研究所総合研究棟
インキュベーション施設
地震研仮設建物
工学系総合研究棟
地震研究所総合研究棟
理学部1号館前
クリニカルリサーチセンターA棟Ⅰ期

［疾患生命研究センター］
医学部附属病院看護師宿舎Ⅲ期
工学系総合研究棟立坑
ベンチャープラザ
農学部弥生講堂アネックス

情報学環・福武ホール

農学部コイトトロン温室
工学部もの作り実験工房

経済学研究科学術交流棟

懐徳門
向ヶ丘ファカルティハウス
農学部共同溝
薬学部東法面階段設置
雨水管改修

東京都下水道

耐震対策事業ガス管改修

耐震対策事業ガス管改修

弥生地区屋外ガス配管改修
薬学部研究実験棟
医学部附属病院立体駐車場
学生支援センター

伊藤国際学術研究センター

分生研・農学部総合研究棟

農学生命科学研究科フードサイエンス棟
工学部新3号館建替時待避用仮設建物
基幹整備（流域⑧排水）A区
基幹整備（流域⑧排水）B区
原子動力実験棟

法学部3号館増築

工学部新3号館

事前

事前
立会
立会
立会
試掘

事前

事前

事前

試掘
立会

事前

事前

事前

事前

事前
立会
立会
事前
事前

事前

試掘
事前
立会
立会
事前
事前

試掘

事前
事前
事前
立会

事前

立会
立会

事前

事前
試掘
事前
立会
立会

事前

立会

立会

立会
試掘
事前
事前

事前

事前

立会
試掘
事前
事前
試掘

事前

事前

1996.6.24～6.28

1996.11.5～1997.1.31
1997.4.13～30
1997.4.13～30
1997.4.13～30
1997.7.14～18

1999.1.7～25

1999.5.24～11.2
1999.10.12～2000. 2.25、
2001.7.23～2002.12.19
1999.12.16～17
2000.1.17

2000.2.5～3.31

2000.7.3～ 7.12、10.11～
10.14、2001. 2.21～ 2.28
2000.9.21～11.14
2001.6.4～8.7、
2001.11.28～12.28
2001.9.21～10.19
2002.2.5～6
2002.2.7
2003.2.17～4.18
2002.8.1～2003.2.28
2004.7.26～8.4、
2004.11.17～2005.2.4
2002.5.9～17
2003.3.6～6.7
2002.5.14～16
2003.2.28
2004.8.30～2005.2.28
2004.11.29～12.3

2004.11.29～12.1

2008.4.1～8.1
2005.9.13～14
2006.3.6～5.16
2006.1.12
2006.6.5～12.8、
2007.2.5～23
2007.1.16
2007.2.22
2008.3.17～7.11、9.11～24、
2009.2.2～10
2007.6.20～7.20
2007.10.22～25
1984.7.9～23
2008.3.14
2009.2.2～16
2008.12.7～12.25、
2009.11.27～12.8
2008.11.19、11.20
2009.5.11～13、15、23、31、
6.18、8.27
2008.11.25～12.17
2009.4.16
2009.12.13～2010.2.25
2009.7.21～7.30

2009.7.30～2010.2.12、
5.17～5.31、2011.7.21～26、
9.16～10.28

2010.1.25～3.31、
2010.7.28～8.11
2009.10.22、11.2
2009.12.14～12.17
2010.3.3～3.19
2010.11.27～12.6
2010.4.9
2010.7.20～8.23、
2011.1.18～26、5.16～7.26
2011.1.4～10.11

5

525
－
－
－
50

300

1000

4017

16
－

300

900

200

740

1800
－
－
946
1260

540

32
1051
－
－

1474
32

24

550
17
760
5

1766

－
－

451

34
50
50
－
－

39

26

－

193
10

3034
440

1710

1731

－
64
26
42
16

734

4595

原

原・大成
原
原
原
大成

原

堀内・追川
成瀬・原・
追川
成瀬
成瀬

原

原

成瀬・追川

原

原
成瀬
成瀬
成瀬・大成
原

原

堀内
堀内・追川
堀内
堀内
追川・大成
堀内

成瀬

堀内
原
追川・堀内
大成
大成・成瀬・
追川
成瀬
成瀬

成瀬

堀内
堀内
今村啓爾
成瀬
成瀬

原

原

原

原
大成
追川
堀内

成瀬・大成

原

原
原
原
原
原

追川・大成

堀内

『東京大学埋蔵文化財調査室発掘調査報告書13
医学部附属病院入院棟A地点』所収

『東京大学構内遺跡調査研究年報』2所収
近世
近世
近世

『東京大学構内遺跡調査研究年報』2所収
『東京大学埋蔵文化財調査室発掘調査報告書9

浅野地区Ⅰ』
『東京大学構内遺跡調査研究年報』3所収

『東京大学構内遺跡調査研究年報』4所収

『東京大学構内遺跡調査研究年報』3所収
遺構・遺物なし

『東京大学埋蔵文化財調査室発掘調査報告書12
医学部附属病院受変電設備棟地点』

『東京大学構内遺跡調査研究年報』8所収

『東京大学構内遺跡調査研究年報』4所収
『東京大学埋蔵文化財調査室発掘調査報告書9
浅野地区Ⅰ』

『東京大学構内遺跡調査研究年報』7所収
遺構・遺物なし
近世

『東京大学構内遺跡調査研究年報』4所収
『東京大学構内遺跡調査研究年報』4所収

『東京大学構内遺跡調査研究年報』5所収

縄文・弥生・古墳・近世・近代
『東京大学構内遺跡調査研究年報』4所収
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし

『東京大学構内遺跡調査研究年報』5所収
『東京大学構内遺跡調査研究年報』5所収

古墳・近世

『東京大学構内遺跡調査研究年報』8所収
『東京大学構内遺跡調査研究年報』6所収
『東京大学構内遺跡調査研究年報』6所収
近世

『東京大学構内遺跡調査研究年報』6所収

遺構・遺物なし
遺構・遺物なし

『東京大学構内遺跡調査研究年報』7所収

『東京大学構内遺跡調査研究年報』11所収
『東京大学構内遺跡調査研究年報』7所収
『東京大学構内遺跡調査研究年報』6所収
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし

『東京大学構内遺跡調査研究年報』7、8所収

『東京大学構内遺跡調査研究年報』7所収

『東京大学構内遺跡調査研究年報』8所収

『東京大学構内遺跡調査研究年報』7所収
『東京大学構内遺跡調査研究年報』8所収
『東京大学構内遺跡調査研究年報』8所収
『東京大学構内遺跡調査研究年報』8所収

『東京大学構内遺跡調査研究年報』8所収

『東京大学構内遺跡調査研究年報』8所収

『東京大学構内遺跡調査研究年報』8所収
『東京大学構内遺跡調査研究年報』8所収
『東京大学構内遺跡調査研究年報』8所収
『東京大学構内遺跡調査研究年報』8所収
『東京大学構内遺跡調査研究年報』8所収

『東京大学構内遺跡調査研究年報』8、9所収

『東京大学構内遺跡調査研究年報』9所収

構内 番号 年度 略称 調査名［旧略称･名称］ 調査
種別 調査期間 面積

（㎡） 担当者 掲載書名
遺構・遺物の年代
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本郷
本郷
本郷
本郷
本郷

本郷

本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷

本郷

本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷

本郷

本郷

本郷
本郷
本郷
本郷

本郷

本郷
本郷
本郷
本郷
本郷

本郷

本郷
本郷

本郷

本郷
本郷
本郷
本郷

本郷

本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷

101
102
103
104
105

106

107
108
109
110
111
112

113

114
115
116
117
118
119
120
121
122
123
124
125
126
127

128

129

130
131
132
133

134

135
136
137
138
139

140

141
142

143

144
145
146
147

148

149
150

2010
2010
2011
2010
2010

2010

2011
2011
2011
2011
2011
2011

2011

2010
2012
2011
2011
2011
2011
2011
2012
2012
2012
2012
2012
2012
2012

2012

2012

2012
2012
2013
2013

2012

2013
2013
2013
2013
2013

2013

2013
2013

2013

2013
2013
2013
2013

2013

2013
2013

HMH10
－

HKK11
－
－

－

－
－
－
－
－
－

HHWB12

－
HTP12

－
－
－

HNS09
－
－
－
－
－

HCRA12
－
－

－

－

－
－
－
－

－

－
－
－
－
－

－

－
－

－

－
－

HAC13
－

HIN14

－
－

ドナルド・マクドナルド・ハウス東大
本郷通り囲障改修
春日門横教育研究棟
防犯用ネットワークカメラ賃貸借
弥生地区屋外ガス配管改修

薬学ゲート前舗装改修

総合図書館前クスノキ移植
旧原子力センター別館改修
仮設キュービクル設置
クリニカルリサーチセンターA棟Ⅱ期
総合図書館西側道路構造調査
クリニカルリサーチセンターB棟

医学部附属病院入院棟Ⅱ期

下水本管改修
図書館前クスノキ移植
旧原子力研究総合センター別館電気設備
農学部3号館西側舗装改修
ガス管改修
分生研・農学部総合研究棟
分生研・農学部総合研究棟基幹整備
農学部1号館北側舗装改修
伊藤国際舗装改修
春日門門扉やりかえ
農学生命科学研究科閉鎖系温室
クリニカルリサーチセンターA棟Ⅰ期
原子力別館北側雨水配管改修
工学部4号館屋外排水管改修

農学部1号館北側他舗装改修

理学部2号館舗装改修

工学部3号館施設整備（ガス）
医学部モニュメント
タンデム加速器研究棟北側側溝改修
工学部9号館西側舗装改修

工学部3号館施設整備（下水他）

農学部水田取設
農学部正門舗装改修
浅野民間地
工学部3号館施設整備（雨水）
保育園前歩道植栽

春日門総合研究棟外構

工学部3号館施設整備（下水2）
農学部東側外構

講堂改修

看護職員等宿舎５号棟擁壁
医学部中央総合館前誘導ブロック設置
アカデミックコモンズ
国際科学イノベーション総括棟

国際科学イノベーション総括棟

（弥生）テニスコート夜間照明設置
農学部正門舗装改修

事前
立会
事前
立会
立会

立会

立会
立会
立会
試掘
立会
試掘

事前

立会
事前
立会
試掘
試掘
事前
試掘
立会
立会
立会
立会
事前
立会
試掘

立会

立会

事前
立会
立会
立会

事前

試掘
試掘
試掘
立会
立会

立会

立会
試掘

事前

試掘
立会
事前
試掘

事前

立会
立会

2010.12.9～2011.1.26
2010.12.2、12.13
2011.12.1～2012.7.20
2010.7.30～8.11
2010.8.31～9.11
2011.2.7、9、15～16、18、
21～22
2011.6.9～15
2011.6.22
2011.9.1
2011.11.29～12.2
2011.10.18
2011.11.29～12.2

2012.3.1～11.30、
2013.8.19～10.3、
2014.2.5～2015.2.19

2010.6.17、21
2012.5.7～6.18
2011.9.20、10.25
2011.12.14～2012.1.13
2011.9.5～9.19
2011.7.26～27
2011.9.10～17、11.20～21
2012.7.10～14
2012.7.14
2012.9.4、10
2012.9.26～27
2012.12.17～2014.9.12
2012.12.17～20
2012.2.20
2013.1.21、2.1、20、3.7、11、
12、14、15、18、19

2012.12.25、26、2013.1.21、
2.1、3
2012.11.5、13
2013.3.25
2013.4.8
2013.4.10
2013.3.18、27、4.1、8～10、
22、23、30、5.1、9、10、13、
14、21～23、6.15、17、18、
24～26、28、7.1～3、5
2013.6.4，5、7、8、10
2013.6.17
2013.7.18
2013.7.22、26、31
2013.8.4
2013.7.29、31、8.1、5、
2014.1.29、2.4
2013.8.24
2013.9.10
2013.9.26、10.21～25、
11.5、11、12.12、13、16、
2014.11.11、13～15、18、
19、27、28、12.5、9、11、13、
15、17
2013.9.2、3
2013.9.27
2013.9.10～2014.3.31
2013.7.23～7.26
2014.1.14～7.23、
2014.8.18～8.21
2013.12.20
2014.1.29、2.3、16～18

30
－
949
－
－

－

－
16
18
6
4
25

4391

－
60
－
14
18
7
9
2
1
5
31

3341
21
10

2750

1000

－
11
16
23

490

101
3
44
41
42

107

－
7

539

13
－

1200
48

1480

4
510

追川
追川
大成
原
原

原

追川
堀内
大成
追川
堀内
追川

成瀬・香取・
小川

原
追川
原
原
原
原
原
原
原
大成
原
追川 ・小川
原
原

原

原

成瀬・堀内
追川
原
原

堀内

原
原
原
堀内
堀内

大成

堀内
原

原・清水

香取
成瀬
堀内
追川

大成・香取

大成
原

『東京大学構内遺跡調査研究年報』8所収
『東京大学構内遺跡調査研究年報』8所収
『東京大学構内遺跡調査研究年報』8、9所収
『東京大学構内遺跡調査研究年報』8所収
『東京大学構内遺跡調査研究年報』8所収

『東京大学構内遺跡調査研究年報』8所収

『東京大学構内遺跡調査研究年報』9所収
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし

『東京大学構内遺跡調査研究年報』9所収
『東京大学構内遺跡調査研究年報』9所収
『東京大学構内遺跡調査研究年報』9所収

『東京大学構内遺跡調査研究年報』10所収

遺構・遺物なし
近世
遺構・遺物なし

『東京大学構内遺跡調査研究年報』9所収
遺構・遺物なし
遺物のみ
遺構・遺物なし
近代
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし

『東京大学構内遺跡調査研究年報』10所収
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし

遺構・遺物なし

遺構・遺物なし

遺構・遺物なし
近代
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし

『東京大学構内遺跡調査研究年報』10所収

『東京大学構内遺跡調査研究年報』10所収
『東京大学構内遺跡調査研究年報』10所収
遺構･遺物なし
近世遺構面確認
遺構･遺物なし

近世遺構面確認

遺構･遺物なし
『東京大学構内遺跡調査研究年報』10所収

『東京大学構内遺跡調査研究年報』10所収

近世・近代整地層
遺構・遺物なし

『東京大学構内遺跡調査研究年報』10所収
『東京大学構内遺跡調査研究年報』10所収

『東京大学構内遺跡調査研究年報』10所収

遺構・遺物なし、時期不明硬化面
遺構・遺物なし

151
152
153
154
155
156
157
158
159
160

2013
2013
2014
2013
2013
2013
2013
2013
2014
2014

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

農学生命科学研究科閉鎖系温室
地震研究所北側囲障改修
理学部1号館
保育園前漏水
懐徳門舗装
博物館AMSラボ電気改修
第2本部棟外構
街灯整備
弓道場脇フェンス
文系総合研究棟

試掘
試掘
試掘
立会
立会
立会
立会
立会
立会
試掘

2014.1.29
2014.2.13、17、21
2014.5.16、19
2014.1.10、14
2014.1.29、2.5、2.10
2014.2.6
2014.2.22～23
2014.3.11～14
2014.4.7
2014.4.9～11

18
40
21
1

277
2
4
46
5
27

原
原
原・清水
堀内
堀内
堀内
堀内
堀内
堀内
堀内

『東京大学構内遺跡調査研究年報』10所収
遺構・遺物なし

『東京大学構内遺跡調査研究年報』10所収
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし

『東京大学構内遺跡調査研究年報』10所収

構内 番号 年度 略称 調査名［旧略称･名称］ 調査
種別 調査期間 面積

（㎡） 担当者 掲載書名
遺構・遺物の年代
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年　報　編
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本郷

本郷

本郷
本郷
本郷
本郷
本郷

本郷

本郷
本郷
本郷
本郷

本郷

本郷

本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷

本郷
本郷
本郷

本郷
本郷
本郷

本郷
本郷

本郷

本郷
本郷
本郷
本郷

本郷
本郷

本郷

本郷

本郷
本郷
本郷
本郷

本郷

本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷

161

162

163
164
165
166
167

168

169
170
171
172

173

174
175
176
177
178
179
180
181
182
183
184
185
186
187
188
189
190
191
192
193
194
195
196
197

198

199
200
201
202
203
204
205

206

207
208
209
210

211

212
213
214
215
125
125
125
125
125
216
217
218
219
220

2014

2014

2014
2014
2014
2014
2014

2014

2014
2014
2014
2014

2014

2014
2014
2014
2014
2014
2014
2014
2014
2014
2014
2014
2014
2014
2014
2015
2015
2015
2015
2015
2015
2015
2015
2015
2015

2015

2015
2015
2015
2015
2015
2015
2015

2015

2015
2015
2015
2015

2015

2015
2015
2016
2016
2015
2016
2016
2016
2016
2016
2016
2016
2016
2016

－

－

－
－
－
－
－

－

HEK14
－
－
－

－

－
－
－
－

HN614
－
－
－

HCRG15
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

HR115

－
－
－
－
－
－
－

HR115

HMK16
－
－
－

－

－
－
－
－

HCRA12
HCRA12
HCRA12
HCRA12
HCRA12

－
－
－
－
－

懐徳館庭園給水引き込み

工学部4号館改修

法文2号館給水管改修
イノベーション棟現場事務所
弓道場テント基礎移設
農学部門衛所漏水対応
安田講堂花壇漏水対応

アカデミックコモンズ 2次調査

文系総合研究棟
七徳堂改修外構
図書館横仮設建物建設に伴う舗装石除去
第二食堂前カーゲート付近舗装改修
医学部附属病院第二中央診療棟前車道バリカー
設置
本郷キャンパスバリアフリー関係整備
図書館仮設キュービクル設置
ネットワーク監視カメラ設置
工学部1号館前広場シダレザクラ移植
農学部6号館改修
安田講堂前広場の整備
生物環境ガラス温室
農学部グランド門扉改修
医学部附属病院CRC棟ほか外構
地震研究所北側囲障改修
上野英三郎博士とハチ公（仮）台座
バス通り誘導ブロック整備
薬学本館埋設配管
工学部船舶運動性能試験水槽埋設配管
総合研究棟（理学系）
上野英三郎博士とハチ公（仮）解説板
農学部正門守衛所
情報学環・福武ホール漏水補修
安田講堂監視カメラ
中央食堂第二購買部散水栓修理
理学部1号館新営に伴う支障排水管盛替
農学部東別館漏水補修
総合研究博物館裏街灯取替
文系総合研究棟仮設電気

理学部1号館

御殿下グラウンド北側チェーンゲート取設
農学部1号館西側外構
浅野街灯整備
安田講堂マンホール
国際科学イノベーション総括棟外構
農学部漏水
理学系総合研究棟仮設電気

理学部1号館外構

各門サイン設置
工学部3号館外周道路舗装部補修
医学部総合中央館西側駐車場改修
環境安全研究センター漏水

附属図書館（教育学部等）改修

安田講堂南側舗装改修
理学部2号館前生垣
低温センターA004室アース
第一研究棟西側圃場整備
クリニカルリサーチセンターA棟Ⅱ期 （13区）
クリニカルリサーチセンターA棟Ⅱ期 （ガス配管）
クリニカルリサーチセンターA棟Ⅱ期 （14区）
クリニカルリサーチセンターA棟Ⅱ期 （ガス配管竪坑）
クリニカルリサーチセンターA棟Ⅱ期 （15区）
教育学部機械設備改修
附属図書館（教育学部等）改修電気設備
農学部正門ステンレスポール更新
構内各所サイン設置
育徳園内倒木樹木の撤去作業

立会

試掘

立会
立会
立会
立会
立会

事前

事前
立会
立会
立会

立会

立会
立会
立会
試掘
事前
試掘
立会
立会
事前
立会
立会
立会
立会
立会
試掘
立会
立会
立会
立会
立会
立会
立会
立会
立会

事前

立会
立会
試掘
立会
立会
立会
立会

事前

事前
立会
立会
立会

立会

立会
立会
立会
立会
事前
立会
事前
立会
事前
立会
立会
立会
立会
立会

2014.4.22
2014.6.23、27、7.3、4、10、
8.12
2014.6.4
2014.6.5
2014.7.3
2014.7.15
2014.7.30

2014.8.13～10.31、11.25、
12.10、12
2014.10.14～11.5
2014.11.21、2015.1.13、14
2014.9.4
2014.11.21

2014.12.19

2014.12.22、2015.1.20、21
2014.11.26
2014.12.2
2015.1.6、7
2015.1.7～9、4.27、28
2015.1.6、7、2.18
2015.1.16
2015.1.21、2.3
2015.3.16～9.25
2015.2.6
2015.2.6
2015.2.20、23、24
2015.2.23、24
2015.3.16
2015.4.7、9、10
2015.5.11
2015.5.1
2015.5.2
2015.5.25
2015.6.28
2015.6.25
2015.5.4
2015.6.8
2015.7.15～7.17

2015.8.17～12.9

2015.8.20、21
2015.9.1、15
2015.9.7
2015.11.27
2015.12.14
2016.1.12
2016.1.19
2016.1.19、22、25、28、
2016.2.12、16、17、19
2016.2.1～3
2016.2.19
2016.3.4
2016.2.10
2016.1.6、9、2.15、16、
2.29～3.2
2016.3.1、8
2016.3.14
2016.4.19
2016.6.3
2016.3.28～4.14
2016.4.26
2016.8.26～9.2
2016.5.26
2016.5.19
2016.7.4
2016.8.29
2016.10.19
2016.11.16～19、21
2016.10.22

－

47

8
－
1
－
1

475

180
130
930
78

1

169
8
5
5
38
405
9
3

162
153
3
25
14
5
36
5
1
3
52
0.3
4
1
2
2

530

9
20
2
1
82
0.6
0.6

175

8
36
218
0.5

81

38
2
3
21
9
31
124
0.4
23
7
3

0.2
10
1

原・清水

原

堀内
追川
清水
原
小川

堀内・清水

堀内・香取
成瀬
堀内
成瀬

成瀬

成瀬
清水
清水
香取
原
香取
原
香取
追川
原
原
成瀬
小川
清水
原
原
原
清水
原
原
原
香取
小川
平石・香取
原・小川・
平石
原
原
香取
原
大成
香取
小川

小川・平石

大成
平石
平石
堀内

清水

香取
堀内
原
平石
追川
追川
追川
追川
追川
小川
平石
原
原
原

遺構・遺物なし

『東京大学構内遺跡調査研究年報』10所収

遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし

『東京大学構内遺跡調査研究年報』10所収

『東京大学構内遺跡調査研究年報』10所収
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし

遺構・遺物なし

遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構なし、近世磁器1点
近世遺構・遺物

『東京大学構内遺跡調査研究年報』11所収
近現代
遺構・遺物なし
近世
近世
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし

『東京大学構内遺跡調査研究年報』11所収
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構なし、近世磁器1点
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし

『東京大学構内遺跡調査研究年報』11所収

遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし

『東京大学構内遺跡調査研究年報11』所収

『東京大学構内遺跡調査研究年報11』所収
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし

遺構なし・近世陶器数点

遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし

『東京大学構内遺跡調査研究年報』11所収
遺構・遺物なし

『東京大学構内遺跡調査研究年報』11所収
遺構・遺物なし

『東京大学構内遺跡調査研究年報』11所収
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし

『東京大学構内遺跡調査研究年報』11所収
遺構・遺物なし

221 2016 － 安田講堂北側誘導ブロック 立会 2017.1.12、13 8 原 遺構・遺物なし

構内 番号 年度 略称 調査名［旧略称･名称］ 調査
種別 調査期間 面積

（㎡） 担当者 掲載書名
遺構・遺物の年代
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東京大学構内遺跡の調査
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本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷

本郷
本郷

本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷

本郷

本郷
本郷
本郷
本郷
本郷

本郷
本郷

本郷

本郷
本郷
本郷

本郷
本郷

本郷
本郷
本郷
本郷
本郷

本郷
本郷

本郷

本郷

本郷

本郷

本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷

本郷

本郷
本郷
本郷
本郷

本郷

本郷
本郷

本郷

本郷

222
223
224
225
226
227
228
229
230
125
231
232
233
234
235
236
237
238
239
240
241
242
243

244

245
246
247
248
249

250

251
252
253
254
255
256
257
258
259
260
261
262
263
264
265

266

267

268

269
270
271
272
273
274
275

276

277
278
279
280

281

282
283

284

285

2016
2016
2016
2016
2016
2016
2016
2016
2016
2017
2017
2017
2017
2017
2017
2017
2017
2016
2017
2017
2017
2017
2017

2017

2017
2017
2017
2017
2017

2017

2017
2017
2017
2017
2018
2018
2018
2018
2018
2018
2018
2018
2018
2018
2018

2018

2018

2018

2018
2018
2018
2018
2018
2018
2019

2019

2019
2019
2019
2019

2019

2019
2019

2019

2019

－
－
－
－
－
－
－
－
－

HCRA12
HR115

－
－
－

HNY
－
－
－
－
－
－
－
－

HKO18

HCRB17
－
－
－
－

－

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

HKD18

－

－

－
－
－
－
－
－
－

－

HWK19
－
－
－

－

－
－

－

－

附属図書館（教育学部等）改修機械設備
朱舜水碑現設置場所
朱舜水碑移転先
医学部附属病院内駐輪場
附属図書館ダムウェーター新設
正門整備
医学部本館脇樹木
農学部サッカー部室
育徳園柵修理
クリニカルリサーチセンターA棟Ⅱ期 （16区・17区）
理学部1号館南側外構
動物センター前土質調査
アカデミックコモンズ雨水排水管
アカデミックコモンズ補給水管盛替え
看護職員等宿舎５号棟擁壁
野球場ブルペン改修
理学部1号館ガス管・配水管
第一研究棟中庭排水切り替え
御殿下グラウンド西側舗装改修
工学部6号館北立ち枯れ樹木伐採
列品館西側舗装改修
入院棟B棟東側道路改修
中央食堂その他改修（EV新設）

基幹・環境整備（言問い通り横断管路）

クリニカルリサーチセンターB棟
育徳園石組補修
中央食堂改修機械設備
農学部グラウンド防球フェンス新設
医学部総合中央館１階改修・既設管接続
山上会館龍岡門別館東側及び広報センター東側
実生木伐採・抜根作業
医学部総合中央館中庭照明改修
旧東大出版会北側植栽整備
外来診療棟西側配管
育徳園低木撤去植替え
外来診療棟南側こいのぼり基礎
医学部附属病院バス停渡り配管
学生第二食堂横広場整備
学生第二食堂前外構
医学部附属病院南研究棟外構
農学部７号館西側道路漏水
工学部11号館南側ハンドホール補修
プレハブ研究Ａ棟案内表示板設置
育徳園倒木
向ヶ丘ファカルティハウス中庭整備
最先端臨床研究センター西側喫煙所衝立設置

基幹・環境整備（電気管路）

東御長屋井戸跡サイン板設置

育徳園路等補修

農学部ファカルティハウス外構ブロック塀補強
野球場防球ネット増設
東洋文化研究所北側外構スロープ手摺撤去
野球場フェンス補修
第二食堂前植栽帯改修
本郷通り囲障改修
野球場正面入口前マンホール嵩下げ

言問通り横断管路

医学部附属病院基幹整備共同溝
農学生命科学図書館他ブロック塀改修
第２本部棟系統排水管改修
仮設プレハブ取説

工学部列品館耐震

安田講堂サイン設置
給水管改修
医学部5号館改修（その1）
同（その2）
医学部2号館本館耐震改修

立会
立会
立会
立会
立会
立会
立会
立会
立会
事前
事前
立会
立会
立会
事前
立会
立会
立会
立会
立会
立会
立会
立会

事前

事前
立会
立会
立会
立会

立会

立会
立会
立会
立会
立会
立会
立会
立会
立会
立会
立会
立会
立会
立会
立会

事前

立会

立会

立会
立会
立会
立会
立会
立会
立会

試掘

事前
立会
立会
立会

立会

立会
立会

立会

立会

2017.1.11
2017.2.7、8、16
2017.2.17、20、25
2017.2.13
2017.1.24
2017.3.9、13、15、16
2017.2.23
2017.3.1、4.17、8.29
2017.3.22～24、28、30
2017.4.1～7.28
2017.5.10、29
2017.4.25
2017.4.12・13
2017.5.25
2017.8.4～20
2017.7.14.15.22.23
2017.8.23.29
2016.5.19、20
2017.9.16
2017.9.19
2017.9.20
2017.9.14
2017.12.4
2018.3.30～4.2、5、12、16、
5.10、16、17、12.17
2018.1.15～4.4
2017.12.6
2018.1.18、19
2018.1.16
2018.2.15

2018.3.20

2018.3.22
2018.3.23
2018.3.23～24
2018.3.27
2018.4.6
2018.5.2
2018.5.10
2018.6.22
2018.7.23
2018.10.9
2018.10.22
2018.10.25
2018.10.01、16、17
2018.11.5
2018.121
2018.12.17～21、
2019.1.28～2.5
2019.1.24
2019.1.21、22、23、25、28、
29、30、31、2.1
2019 .1.31、2.1
2019.2.20、21、27
2019.2.28
2019.3.6
2019.3.8
2019.3.20
2019.4.24

2019.7.8～8.2

2019.8.5～
2019.8.2
2019.8.3
2019.08.23、24、26

2019.10.08

2019.10.18
2019.12.9
2019.12.5
2020.3.2、16
2019.12.10

7
86
32
10
16
209
0.2
109
(35)
3621

7
1
7
11
53
376
15
13
5
8
13
500
12

203

93
0.6
7
5
4

8

1
3
6
50
0.6
10
15
506
53
2

0.2
0.5
7
96
3

57

0.5

－

9
6
1
2

105
8
3

112

－
1
2
16

31

1
352
12
24
2

原
原
原
追川
堀内
原
堀内
堀内・大成
原
追川
原
原
堀内
大成
原
原
原
追川
清水
堀内
原
追川
原

大成

追川
原
原
堀内
大成

香取

香取
堀内
小川
大成
小川
小川
大成
大成
追川
堀内
小川
小川
原
香取
香取

大成

成瀬

原

原
香取
小川
原
小川
堀内
香取

原

追川
原
堀内
香取

大成

堀内
原・香取

堀内

追川

遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
江戸
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
近世・近代
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
近世
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし

遺構・遺物なし

近世
近代（裏込から磁器、レンガ）
遺構･遺物なし
遺構･遺物なし
遺構･遺物なし

遺構･遺物なし

遺構･遺物なし
遺構･遺物なし
遺構･遺物なし
遺構･遺物なし
遺構･遺物なし
遺構･遺物なし
遺構･遺物なし
遺構･遺物なし
遺構･遺物なし
遺構・遺物なし
遺構･遺物なし
遺構･遺物なし
近代盛土、遺物なし
遺構･遺物なし
遺構･遺物なし
19世紀初の大形土坑をはじめ計4基の遺構検出･
大形土坑からは遺物収納箱11分の遺物出土
遺構･遺物なし
池底確認･遺物なし。一段目 護岸杭列園路側10.5ｍ、
二段目 護岸杭列池側21ｍ
遺構･遺物なし
遺構･遺物なし
遺構･遺物なし
遺構･遺物なし
遺構･遺物なし
遺構･遺物なし
遺構･遺物なし
方形周溝墓周溝・土器（浅野地区）、駒込邸建物
周辺舗装（弥生地区）、堀田邸基礎（弥生地区）

遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
1F床面から140～150cm（GL－60～70cm）ほどで
江戸時代整地層検出・TC2、10細片出土
遺構・遺物なし

遺構・遺物なし（レンガ基礎確認）

遺構・遺物なし

構内 番号 年度 略称 調査名［旧略称･名称］ 調査
種別 調査期間 面積

（㎡） 担当者 掲載書名
遺構・遺物の年代
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本郷

本郷
本郷

本郷

本郷
本郷
本郷
本郷
本郷

286

287
288

289

291
292
294
295
296

2019

2019
2019

2019

2010
2010
2019
2019
2019

－

－
HYK20

－

－
－
－
－
－

農学部1号館耐震改修工事に伴う仮設建物

医学部3号館南西側高圧ケーブル敷設
野球場北側擁壁改修

理学部三角広場改修

農学部3・5号館間
弥生門前掘削
附属図書館改修Ⅳ期
七徳堂東側樹木樹勢回復作業
浅野地区旧宿舎付近車止め設置

試掘

立会
試掘

立会

立会
立会
立会
立会
立会

2019.12.18、19、2020.2.25

2020.1.22、29
2020.1.13～

2020.2.3、2.12～13、3.2～3、
3.16、4.1、4.11、4.16、5.22、
6.10、6.26、7.14、8.20

2010.6.10
2010.6.11
2020.3.26、7.20
2019.3.26
2020.3.30

361

40
－

1341

16
30
62
5

0.4

大成

大成
堀内・香取

小川・堀内

原
原
成瀬
大成
成瀬

A～D区あり。A区調査必要なし、B区立会、
C・D区試掘遺構なし（震災に伴う灰層にパックされた
レンガ基礎確認）

遺構・遺物なし

遺構・遺物なし

遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし

構内 番号 年度 略称 調査名［旧略称･名称］ 調査
種別 調査期間 面積

（㎡） 担当者 掲載書名
遺構・遺物の年代

駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ

駒Ⅰ

駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ

駒Ⅰ

駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ

駒Ⅰ

駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ

駒Ⅰ

駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ

1
2
3
4

5

6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32

33

34
35
36
37
38
39

40

41
42
43
44
45

46

47
48
49
50
51
52

1991
1993
1993
1994

1994

1995
1995
1995
1996
1997
1999
2000
2001
2001
2005
2003
2005
2006
2006
2007
2009
2009
2011
2012
2012
2012
2012
2014
2014
2014
2015
2015

2015

2016
2016
2017
2017
2017
2018

2018

2018
2018
2018
2018
2018

2018

2018
2018
2019
2019
2019
2019

－
FGE
－
－

－

－
－
－

数理
－
－
KL
－
－

KCP
KGK
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

－

－
－
－

KKT18
－
－

－

KKT18
KTS18
KTK18

－
－

－

－
－
－
－
－
－

教養学部保健センター
教養学部情報教育棟
数理科学研究科棟
数理科学研究科棟擁壁
数理科学研究科棟関連東電マンホール増設・
管路新設
教養学部伝統文化活動施設
教養学部学生用浴室・シャワー施設
数理科学研究科棟ガス・水道管埋設
数理科学研究科Ⅱ期棟
教養学部キャンパス・プラザ
教養学部総合研究棟
駒場図書館
教養学部総合研究棟
教養学部総合研究棟
コミュニケーションプラザ
国際学術交流棟
教養学部5号館他改修
教養学部8号館エレベーター敷設
教養学部ロッカー棟
初年次活動センター新築
基幹整備（排水）
理想の教育棟
巻藁練習場
屋外トイレ
理想の教育棟Ⅱ期棟
コミュニケーションプラザ横共同溝埋設
倉庫
教養学部並木通り根上り対策
電話交換機設備更新
教養学部並木通り舗装改修
6号館改修に伴う埋設管敷設
正門前排水改修

並木通り舗装改修（Ⅱ期）

野球場排水改修
教養学部5号館引込幹線
並木通り舗装改修（Ⅲ期）
駒場仮設体育館
駒場体育館
大隈良典博士ノーベル賞受賞記念碑

駒場体育館新営に伴う電気配管掘削

駒場仮設体育館外構
駒場体育館新営に伴う機械設備切廻
駒場体育館
７号館西側排水管破損修理
テニスコート夜間照明設置

野外トイレ解体

駒場体育館
第一グランド改修
東京電力ケーブル等撤去
駒場体育館雨水浸透
駒場体育館周辺
駒場Ⅰブロック塀対策

試掘
事前
試掘
立会

立会

試掘
試掘
立会
事前
試掘
試掘
事前
試掘
試掘
事前
事前
立会
立会
試掘
立会
立会
試掘
立会
立会
試掘
試掘
立会
立会
立会
立会
立会
立会

立会

立会
立会
立会
事前
試掘
立会

立会

立会
事前
事前
立会
立会

立会

立会
立会
立会
立会
立会
立会

1992.3.19
1993.8.10～10.20
1993.5.8～15
1995.1.20～27

1995.1.24～4.12

1995.9.11
1995.9.11
1995.5.17～18、6.27～28
1996.12.12～1997.2.6
1997.4.24
1999.7.26～8.3
2000.7.27～8.30
2001.10.24～25
2002.3.25～26
2005.4.22～7.21
2003.5.16～7.9
2005.8.10、17、19
2006.10.20
2006.11.13～16
2007.12.20
2010.1.14、21、28
2010.2.1～5
2012.1.23
2012.7.23～25
2012.7.30～8.3
2012.9.24～27
2013.2.28
2014.9.4、8、10
2014.11.29
2015.2.3、12、23、3.10
2015.7.23
2015.8.21、25
2016.2.4、15、17、22、
3.10、14
2017.2.8、14
2017.3.6～8
2018.1.30
2018.2.5～16
2018.3.5～3.26
2018.4.16
2018.5.3～5、15、21、6.6、7、
22、25～27、7.26
2018.6.6、6.8
2018.6.28、7.2、3、18
2018.7.2～8.27
2018.10.18
2018.11.30
2018.12.20、21、25、
2019.2.4、4.24
2019.2.27、3.8、4.5
2019.2.6
2019.12.6､12､13､18
2020.2.27
2020.3.2、4、13
2020.1.31、2.6、17、27

28
940
350
－

－

8
8
－

1160
41
130
1778
60
53

4327
620
300
－
21
85
34
220
12
42
49
34
40
64
7
77
4
50

824

121
28
481
376
155
0.4

183

38
25
430
22
36

90

416
1
47
20
84
86

武藤
武藤
堀内
武藤

武藤

武藤
武藤
武藤
堀内
武藤
原
大成・追川
堀内
大成
成瀬
原
大成
堀内
堀内
追川
堀内
堀内
成瀬
堀内
堀内
小川
香取・堀内
大成
堀内
大成　
小川・平石
香取

原

原
原
原
堀内
原
成瀬

原

堀内
原
原
小川
大成

原

原
香取
堀内
堀内
堀内
堀内

遺構・遺物なし
『東京大学構内遺跡調査研究年報』8所収
縄文
近代

縄文・平安

遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし

『東京大学構内遺跡調査研究年報』2所収
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし

『東京大学構内遺跡調査研究年報』7所収
遺物・遺構なし
遺物・遺構なし

『東京大学構内遺跡調査研究年報』5所収
『東京大学構内遺跡調査研究年報』5所収
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし

『東京大学構内遺跡調査研究年報』8所収
『東京大学構内遺跡調査研究年報』8所収
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構なし・近代遺物あり
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし

『東京大学構内遺跡調査研究年報』11所収

遺構・遺物なし

遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
縄文、近代
縄文、近代
遺構・遺物なし

遺構・遺物なし

遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
縄文、近代
緊急対応。遺構・遺物なし
遺構・遺物なし

遺構・遺物なし

遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺物・遺構なし
遺物・遺構なし
遺物・遺構なし
一部遺構確認、縄文か？

地区

駒場Ⅰ地区調査一覧
番号 年度 略称 調査名［旧略称･名称］ 調査

種別 調査期間 面積
（㎡） 担当者 掲載書名

遺構・遺物の年代
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他
他
他
他

他

他
他

他

他

他

他

他
他
他
他
他
他

他

他
他
他

文京区
豊島区
三鷹市
港区

三鷹市

港区
三浦市

三浦市

三浦市

三鷹市

三鷹市

千葉市
港区
港区
柏市
港区

文京区

文京区

文京区
文京区
港区

1991
1991
1991
1991

1992

1992
1992

1993

1993

1993

1994

1994
1994
1995
1996
2000
2007

2016

2018
2019
2019

－
－
－
－

三广1

－
MMBS

－

－

三广2

三广3

GMB
－
－
－

SBS00
－

メジロ15

－
－
－

追分学寮
豊島学寮
井の頭学寮
白金学寮

三鷹国際交流会館（長嶋遺跡）Ⅰ期

医科学研究所看護師宿舎
理学部附属臨海実験所新研究棟（新井城）
理学部附属臨海実験所新研究棟関連電機・
水道管路新設

理学部附属臨海実験所新研究棟関連海水循環
水路新築

三鷹国際交流会館（長嶋遺跡）Ⅱ期

三鷹国際交流会館（長嶋遺跡）Ⅲ期

検見川運動場体育セミナーハウス（玄藩所遺跡）
医科学研究所MRI－CT棟装置棟
医科学研究所ヒトゲノム解析センター棟
柏キャンパス校舎
医科学研究所附属病院診療棟・総合研究棟
追分国際学生宿舎

目白台国際宿舎

目白台国際宿舎・外構樹木
目白台国際宿舎・外構整備その2
白金台囲障改修

試掘
試掘
試掘
試掘

事前

試掘
事前

立会

立会

事前

事前

事前
試掘
試掘
試掘
事前
事前

事前

立会
立会
立会

1991.8.23～24
1991.8.26～30
1991.9.30～10.15
1991.11.25～26

1992.6.29～9.19

1992.7.1
1992.7.20～9.25

1993.4.20～23

1993.5.7～8

1993.5.28～11.8

1994.5.13～8.17

1994.7.19～8.21
1995.3.9
1995.7.11
1996.10.28～29
2000.10.27～2001.3.9
2007.12.3～2008.3.25
2016.6.17、21、
2016.7.20～2017.4.4
2018.9.26
2019.4.3、4、25、5.16
2020.2.3、6.3

16
29
20
10

2100

8
1700

－

－

3280

1950

496
8
8

125
4280
776

9373

15
－
84

成瀬
武藤
成瀬
武藤

堀内・成瀬

武藤
武藤・寺島

武藤

武藤

堀内

堀内・鮫島

武藤
武藤
武藤
武藤
堀内・大成
原
大成・小川・
平石
大成
大成
香取

近世
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
近世

『東京大学埋蔵文化財調査室発掘調査報告書8
長嶋遺跡』
遺構・遺物なし

『東京大学構内遺跡調査研究年報』1所収

中世

中世

『東京大学埋蔵文化財調査室発掘調査報告書8
長嶋遺跡』

『東京大学埋蔵文化財調査室発掘調査報告書8
長嶋遺跡』

『東京大学構内遺跡調査研究年報』9所収
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし

『東京大学構内遺跡調査研究年報』4所収
『東京大学構内遺跡調査研究年報』7所収

『東京大学構内遺跡調査研究年報』11所収

遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし

構内

その他の構内調査一覧
年度 略称 調査名［旧略称･名称］ 調査

種別 調査期間 面積
（㎡） 担当者 掲載書名

遺構・遺物の年代行政区

1
2
3

4

5

6

7

8

9

10

11

白山
白山
白山

白山

白山

白山

白山

白山

白山

白山

白山

1991
1992
2000

2002

2007

2010

2010

2011

2016

2017

2019

－
KO
KI

KNK

BGY07

KBG10

－

－

B-KSH-H28

B-KSH-3T

B-KSH-3

理学部附属植物園研究温室Ⅰ期（原町遺跡）
理学部附属植物園研究温室Ⅱ期（原町遺跡）
総合研究博物館小石川分館増築
農学生命科学研究科附属小石川樹木園・
根圏観察室

理学系研究科附属植物園・医学部創設150周年
記念（小石川養生所復元）建物

理学系研究科附属植物園本園・下水・
電源ケーブル埋設枡・埋設溝

理学系研究科附属植物園本園・旧小石川養生所
井戸柵改修
農学生命科学研究科小石川樹木園・万年塀改修
国指定名勝及び史跡
小石川植物園（御薬園跡及び養生所跡）第1地点　

国指定名勝及び史跡
小石川植物園（御薬園跡及び養生所跡）第3地点　

国指定名勝及び史跡
小石川植物園（御薬園跡及び養生所跡）第3地点

試掘
事前
事前

事前

試掘

事前

立会

立会

事前

試掘

確認

1991.7.24～25
1992.5.25～6.6
2000.11.27～12.4

2002.9.24～10.7

2007.9.3～4

2010.9.6～15

2011.1.17

2011.4.1

2016.9.24～2018.1.31

2018.1.22～2.2

2019.5.21～11.29

5
200
70

91

43

102

－

30

2715

111

526

武藤
成瀬
成瀬・追川

成瀬

成瀬

成瀬

成瀬

成瀬
成瀬・香取・
小川・平石

成瀬・香取・
小川

成瀬・小川

縄文
『東京大学構内遺跡調査研究年報』5所収
『東京大学構内遺跡調査研究年報』6所収

『東京大学構内遺跡調査研究年報』8所収

『東京大学構内遺跡調査研究年報』7所収

『東京大学構内遺跡調査研究年報』11所収

『東京大学構内遺跡調査研究年報』8所収

遺構・遺物なし
文京区支援事業
縄文・近世・近代・現代

文京区支援事業
近世・近代・現代

文京区支援事業
縄文・近世・近代・現代

構内

白山構内調査一覧
番号 年度 略称 調査名［旧略称･名称］ 調査

種別 調査期間 面積
（㎡） 担当者 掲載書名

遺構・遺物の年代

1
2
3
4
5
6
7
8
9

1996
1996
1996
1998
1998
1998
2002
2003
2008

－
－
－
－
－
－
－
－
－

生産技術研究所校舎
先端科学技術研究センター校舎4号館
生産技術研究所校舎
設備センター
国際･産学共同研究センター
生産技術研究所事務図書棟暫定施設
駒場オープンラボラトリー
総合研究実験棟
保育施設

試掘
試掘
試掘
試掘
試掘
試掘
試掘
試掘
立会

1996.5.14
1996.5.15～17
1996.10.24～25
1998.4.27
1998.8.5
1998.12.13～15
2002.12.5
2003.8.6
2008.7.9～14

25
92
20
13
90
50
55
34
－

武藤
武藤
武藤
武藤
原
大成
成瀬
追川
大成

遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
縄文
遺構・遺物なし
縄文土器（阿玉台）
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし

駒Ⅱ
駒Ⅱ
駒Ⅱ
駒Ⅱ
駒Ⅱ
駒Ⅱ
駒Ⅱ
駒Ⅱ
駒Ⅱ

地区 番号 年度 略称 調査名［旧略称･名称］ 調査
種別 調査期間 面積

（㎡） 担当者 掲載書名
遺構・遺物の年代

駒場Ⅱ地区調査一覧
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13

東京大学構内遺跡の調査
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第Ⅰ章　埋蔵文化財調査の概要

第Ⅰ章　埋蔵文化財調査の概要（事前 ･ 試掘 ･ 立会）

2019 年度は、本郷構内、駒場Ⅰ地区、その他の構内

において、以下の通りの調査を実施し、室員 6 名で各調

査に対応した。

本郷構内では試掘調査 2 件・立会調査 12 件を、駒場

Ⅰ地区では立会調査 4 件を、その他の構内では立会調査

2 件・確認調査 1 件を実施した。

本郷構内

〈試掘調査〉2 件

2019 年 7 月 8 日～ 8 月 2 日　本郷 276 基幹・環境整備（言

問通り横断管路）Ⅱ期（担当：原）

2019 年 12 月 18、19 日、2020 年 2 月 25 日　本郷 286 農

学部 1 号館耐震改修工事に伴う仮設建物（担当：大成）

〈立会調査〉12 件

2019 年 4 月 24 日　本郷 275 野球場正面入口前マンホー

ル嵩下げ（担当：香取）

2019 年 8 月 2 日　本郷 278 農学生命科学研究科図書館

他ブロック塀改修（担当：原）

2019 年 8 月 3 日　本郷 279 第 2 本部棟系統排水管改修（担

当：堀内）

2019 年 8 月 23、24、26 日　本郷 280 仮設プレハブ取説（担

当：香取）

2019年10月8日　本郷281工学部列品館耐震改修（担当：

大成）

2019 年 10 月 18 日　本郷 282 安田講堂サイン設置（担当：

堀内）

2019 年 12 月 9 日　本郷 283 給水管改修（担当：原）

2019 年 12 月 5 日、2020 年 3 月 2、16 日　本郷 284 医学

部 5 号館改修（その 1・2）（担当：堀内）

2019 年 12 月 10 日　本郷 285 医学部 2 号館本館耐震改

修（担当：追川）

2020 年 1 月 22、29 日　本郷 287 医学部 3 号館南西側高

圧ケーブル敷設（担当：大成）

2020 年 3 月 26 日　本郷 295 七徳堂東側樹木樹勢回復作

業（担当：大成）

2020 年 3 月 30 日　本郷 296 浅野地区旧宿舎付近車止め

設置（担当：成瀬）

駒場Ⅰ地区

〈立会調査〉4 件

2019 年 12 月 6、12、13、18 日　駒Ⅰ 49 東京電力ケー

ブル等撤去（担当：堀内）

2020 年 2 月 27 日　駒Ⅰ 50 駒場体育館雨水浸透（担当：

堀内）

2020 年 3 月 2、4、13 日　駒Ⅰ 51 駒場体育館周辺（担当：

堀内）

2020 年 1 月 31 日、2 月 6、17、27 日　駒Ⅰ 52 駒場Ⅰブ

ロック塀対策（担当：堀内）

その他の構内

〈立会調査〉2 件

2019 年 4 月 3、4、25 日、5 月 16 日　他目白台国際宿舎・

外構整備その 2（担当：大成）

2020 年 2 月 3 日　他白金台囲障改修（担当：香取）

〈確認調査〉1 件

2019 年 5 月 21 日～ 11 月 29 日　白山 11 史跡小石川植

物園（御薬園跡及び養生所跡）第 3 地点（文京区支援事

業、担当：成瀬・小川）
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第 1 節　本郷構内の事前調査

1．本郷 235　看護職員等宿舎 5 号棟南側擁壁改修
所在地　　東京都文京区本郷 7-3-1（文京区№ 47 本郷台遺跡群内）

調査期間　2017 年 8 月 4 ～ 20 日

調査面積　53 ㎡

調査担当　原　祐一

1. 調査の経緯と経過
　東京大学は看護職員等宿舎 5 号棟南側擁壁の改修工事

を予定していた。2013 年 9 月 2、3 日に行った看護職員

等宿舎 5 号棟擁壁の試掘調査（本郷 144）で近世・近代

整地層を確認しことから、事前調査を行うことになった

（1 図）。なお本報告は年報 12 掲載予定であったが、諸

事情により本年報で行うものである。

2. 調査の概要
　当初は旧擁壁を撤去し北側の崖部分の調査を行う予定

だったが擁壁の撤去は行わないで旧擁壁の外側に新擁壁

を配置する工法へ変更された。調査区は旧擁壁の段差に

合わせ西から 1 区から 8 区とした（2 図）。調査区は細長

く近代以降の盛土を確認した。安全面と擁壁工事の掘削

深度以上は施工後の安全面から掘削できないため、2 区と

6 区 2 箇所で深掘を行い関東ローム層の確認を行った（9、

20 図）。しかし、掘削は関東ローム層まで達しなかったた

め、ピンポールを用いて関東ローム層の確認を行った。

　出土遺物は近代以降の盛土から出土したため江戸時

代と近代以降の遺物が混在していた。遺物はこの部分の

造成年代を検討するために取り上げた。動物遺体の同定

は阿部常樹氏（國學院大学学術資料センター研究員）に

依頼した。

3. まとめ
　調査区の 1 区から 7 区まで近代以降の盛土が行われて

いた。検出遺構は近代の SK1（土坑　ごみ穴）、時代不

明の SK2（土坑）の 2 基。遺物は収納箱で 5 箱出土した。

年代は江戸時代と近代で SK1 と盛土からの出土である。

　調査は安全面、工事の制約から全域を関東ローム層ま

で調査することができなかったが、2 区と 6 区で深掘を

行った。ほぼ同じ標高で関東ローム層を確認した。現在、

この部分に盛土が施され坂になっているが、6 区では関

東ローム層が段切りされていることを確認した。富山藩

の絵図ではこの崖下に建屋が存在する。今後、この段差

と建物配置の検討をおこないたい。

1 図　調査地点位置図 2図　調査区配置図 ※1Grid 5m×5m
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7 図　2区全景西から 8図　2区土層堆積状況

9図　2区深掘部分土層堆積状況 10図　3区全景西から

11図　3区土層堆積状況 12図　3区深掘部分土層堆積状況

13図　4区全景西から 14図　4区土層堆積状況
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15 図　4区深掘部分土層堆積状況 16図　5区全景西から

17図　5区土層堆積状況 18図 6区全景西から

19図　6区土層堆積状況 20図　6区深掘部分土層堆積状況
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21 図　6区深掘部分SK2 22 図　7区全景西から

23図　7区土層堆積状況 24図　8区全景西から

25図　8区土層堆積状況 26図　8区 SK1南壁土層堆積状況

27図　8区 SK1東壁土層堆積状況
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第 2 節　本郷構内の試掘調査

1．本郷 276　基幹・環境整備（言問通り横断管路）Ⅱ期
所 在 地　東京都文京区弥生 1-1-1（文京区 No.47・本郷台遺跡群）、弥生 2-11-16（文京区 No.28・弥生町遺跡群）　

調査期間　2019 年 7 月 11 日～ 8 月 6 日

調査面積　111.9 ㎡

調査担当　原　祐一

1. 調査の経緯
　東京大学は弥生地区から浅野地区へ延びる言問通り横

断管路を計画している。予定地の浅野地区、弥生地区は

周知の遺跡であり、周辺では国指定遺跡の弥生二丁目遺

跡が、また周辺調査でも弥生時代の方形周溝墓、水戸藩

駒込邸の遺構、明治時代の射的場に関する遺構を検出し

ており、本地点においても各時代の遺構の検出が予想さ

れ、調査を行うことになった（1 図）。なお既設配管の

確認も目的の 1 つであっため、施設部と協議し、既調査

地点にもトレンチを設定した。

2. 調査結果
　トレンチは 2 図に示した位置に全部で 25 箇所設定し

たが、トレンチ 1、3、6、7、8、17、19 ～ 21、25 にお

いては既設配管などが多数確認され、遺構は検出されな

かった。なおトレンチ 7 ～ 12 は 2009 年に調査をした分

生研・農学部総合研究棟地点（現・生命科学研究科総

合研究棟 B、2 図トーン 94）の外構調査区の一部あるい

は半分ほどと重複、19 ～ 21 は 1999 年に調査した工学

部風環境シミュレーション風洞実験室地点（2 図トーン

53）とほぼ重複、トレンチ 24、25 は 1995 年に調査した

工学部風工学実験室支障ケーブル地点（2 図トーン 30）

と調査区一部が重複しており、発掘調査が完了している。

これら以外のトレンチでは周辺地点と同じく各時代の遺

構、遺物が検出されたことから、以下にその概要を述べ

る。

　弥生時代の遺構　トレンチ 23、24 で方形周溝墓の周

溝の一部と推定される遺構が確認された。トレンチ 23

では東端付近において、地表面下約 40cm で、約 60cm

厚の周溝覆土が断面調査で確認された。覆土上層から

は土器片が出土している。トレンチ 24 では地表面下約

30cm で東西方向に延びる部分と、一部が湾曲し、南北

方向に延びるような部分が検出された（5、12、13 図）。

断面では約 20cm 厚遺存している状況が確認された。覆

土からは遺物は確認されなかった。

　江戸時代の遺構　トレンチ 2、5、9 では地下室と推定

される遺構が、また 4、5 では地表面下 100cm 付近で硬

1 図　調査地点位置図 2図　調査箇所位置図 ※1Grid 5m×5m
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化面が 1 枚確認された。トレンチ 2 では地表面下約 20

～ 30cm で地山が検出されるが、地下室と推定される遺

構は地表面下 100cm 付近で埋設管覆土の下から検出さ

れた。トレンチ 4 の硬化面は北側の撹乱部分を除く全体

で平面的に検出、10cm 厚で遺存している状況が確認さ

れた（3、6、7 図）。なおこの硬化面直下では地山が確

認できる。トレンチ 5 では地表面下約 120cm で 5cm 厚

ほどの硬化面を検出、トレンチ 4 と同じく硬化面直下で

は地山が確認できる。地下室の切り込み面は不明であ

る。トレンチ 9 では地表面下約 70cm で時期不明の盛土

を 40cm ～ 70cm 厚確認、その直下で地山が検出され、

地下室と推定される遺構は地山で確認された。

　明治時代の遺構　トレンチ 10 ～ 16、18 では道路状の

硬化面を、トレンチ 13、18 では建物基礎を検出した（4、

8 ～ 11 図）。道路状硬化面は東側のトレンチほど地表面

から低い場所で検出され、概ね地表面下 40 ～ 50cm 前

後で関東ローム層を削平し、その上面に砂を撒いた状態

で確認される。建物基礎はトレンチ 13 では地表面下約

40cm でトレンチ内に L 字状に検出され、トレンチ 18

では地表面下約 60cm でトレンチ東端断面に検出され

た。

3. まとめ
　25 箇所の試掘調査で遺存していた地山（関東ローム

層）の深度をみると、言問通り北側の弥生地区では西（ト

レンチ 3 では地表面下約 40cm で確認）から東（トレン

チ 16 では地表面下約 90cm で確認）へ傾斜している状

況が確認され、言問通り南側の浅野地区ではトレンチ

23、24 で地表面下約 40cm ～ 50cm で確認できる。

　本郷 61 武田先端知ビル地点や本郷 94 分生研・農学部

総合研究棟地点などの周辺地点の調査成果と今回の調査

で検出された遺構や硬化面を照合すると、次のように推

測される。すなわちトレンチ 4、5 で検出した江戸時代

の硬化面は江戸時代の水戸藩邸を描いた『向稜彌生町舊

水戸邸絵図面』にある「大名小路通り」南側の区画の建

物付近に、トレンチ 10 ～ 16 、18 で検出された道路状

硬化面は、検出状況などから明治時代の警視局（警視

庁）南西の射的場を削平、埋立をする際に利用された通

路に、トレンチ 13、18 で検出された建物基礎は千葉県

佐倉市の堀田正倫家の邸宅に伴う基礎に該当する可能性

が高い。

　今回の試掘調査は掘削予定面積の 10％弱であるが上

記のような調査成果が得られており、本調査の実施とこ

れまでの周辺調査成果と合わせることで、東大構内浅野、

弥生地区における弥生時代から明治時代にかけて更なる

歴史的景観の復元が期待される。

 （原祐一、大成可乃）
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4図　トレンチ15・16・17・18
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6図　トレンチ4全景（北から）

10図　トレンチ16土層堆積状況

8図　トレンチ15全景（北から）

12図　トレンチ24全景（北から）

7図　トレンチ4土層堆積状況

11図　トレンチ18全景（西から）

9図　トレンチ16全景（西から）

13図　トレンチ24遺構付近土層堆積状況
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第 3 節　本郷構内の立会調査

1．本郷 281　工学部列品館耐震改修
所 在 地　東京都文京区本郷 7-3-1（文京区 No.47 本郷台遺跡群内）

調査期間　2019 年 10 月 8 日

調査面積　30.5 ㎡

調査担当　大成　可乃

調査経緯と結果
　東京大学は工学部列品館耐震改修に伴い、耐震補強（壁

の増打ち）工事を計画した。当該地は文京区の周知の

遺跡（No.47 本郷台遺跡群）として登録されており、設

置にあたっては埋蔵文化財の状況を確認する必要があっ

た。東京大学施設部から照会を受けた埋蔵文化財調査室

では、上記日程で立会調査を実施した。

　立会調査は、2 図の網掛範囲で示した補強壁増打ち箇

所（補強壁 1 ～ 7）を幅 1m ほどの溝状に掘削した部分

で実施した。掘削は列品館の 1 階床（1FL）から実施、

掘削深度は補強壁 5、6 が 1FL － 120 ～ 130cm（GL －

40 ～ 50cm）、補強壁 1 ～ 4、7 が 1FL － 140 ～ 150cm（GL

－ 60 ～ 70cm）である。

　その結果、補強壁 5、6 では掘削箇所の四周壁面、坑

底までコンクリート土間やレンガなどを含む近代以降の

埋土が確認された。それ以外の掘削箇所では、四周壁面

は補強壁 5、6 と同じく近代以降の埋土が確認されたが、

坑底では江戸時代の陶磁器類、瓦片、漆喰などを含む江

戸時代整地層が確認された。特に整地層の遺存状況が良

好であった補強壁1～3では、フーチング間のコンクリー

ト梁直下に江戸時代の整地層が確認できる状況であっ

た。

　今回の立会調査により既存建物基礎の直下にも江戸時

代整地層が遺存する状況が確認されたことから、本地点

において新築工事や地盤掘削などを伴う大規模な増改築

工事などが実施される際には、本調査が必要であろう。

1 図　調査地点位置図 2図　調査箇所位置図 ※1Grid 5m×5m
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3図　補強壁1全景

7図　補強壁4土層堆積状況

5図　補強壁2全景

9図　補強壁7全景

4図　補強壁1土層堆積状況

8図　補強壁6全景

6図　補強壁2土層堆積状況

10図　補強壁7土層堆積状況
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2．本郷 283　弥生地区給水管改修
所在地　文京区弥生 1-1-1　（文京区 No.47 本郷台遺跡群、文京区 No.28 弥生町遺跡群）

調査期間　2019 年 12 月 9 日～ 2020 年 3 月 18 日

調査面積　352.1 ㎡

調査担当　原　祐一・香取　祐一

1. 調査の経緯と経過
　東京大学施設部は弥生地区に給水管の改修工事を予定

している。工事地点は文京区 No.47 本郷台遺跡群および

文京区 No.28 弥生町遺跡群として、周知の遺跡に登録

されている。このことから埋蔵文化財の遺存状況を確認

する必要があった。

　立会調査は、2019 年 12 月 9 日～ 2020 年 3 月 18 日ま

で継続して行い、調査面積は 352.1 ㎡である。調査は埋

蔵文化財調査室が行ない、原祐一・香取祐一が担当した。

2. 調査の概要
　掘削範囲は弥生地区の広範囲におよび、工事予定では

全長 650m を超え、面積は 450.13 ㎡が予定されていたが、

一部の管路の工事が中止となり、合計面積は 352.1m と

なった（1 図）。掘削は重機を使用し、給水管埋設幅（管

路）、および弁枡・量水器枡設置箇所の掘削と、今回設

置する給水管と既設の給水管・共同溝内の給水管との連

結を行うための取り出し口箇所である。

　以下各調査区の説明を行う。

A区

　A 区は給水設備から東側のフードサイエンス棟・農

学部 7 号館 B 棟へ繋がる今回主となる一続きの給水管

路である（1 図）。掘削幅は概ね 0.5m であるが、一部既

設配管などの障害物の確認、回避のために拡幅している。

また弁枡設置箇所、既設給水管との接続箇所なども広く

なっている。掘削深度は GL － 0.8m であるが一部 U 字

溝下などで GL － 1.4m まで掘削を行った。坑底付近で

は一部でローム層が確認できたが、堆積土の多くは現代

の盛土であった。

　フードサイエンス棟西側から農学部 7 号館 A 棟西側

ではローム層が漸位層から遺存している部分が所々あ

り、①地点では東壁で、暗褐色土で少量のローム粗粒・

焼土粒、微量の炭化物を含む近世と思われる遺構が検出

されている（2、3 図）。規模は南北約 0.3m である。②

地点では少なくとも 2 基の遺構が切りあいを有し、南北

6m の規模で検出されている（2、4、5 図）。南側の遺構

の規模は南北 3.9m 以上で、南端は検出できていないが

覆土の傾斜から大形の遺構である可能性が高い。覆土は

焼土粒・ブロックを多量に含んでおり、出土した陶磁器

から元禄 16（1703）年の火災に伴う廃棄と思われる（6

図）。

B区

　農学部 5 号館から共同溝への接合部分である。掘削規

模は東西最大 4.6m、南北最大 1.4m である。掘削深度は

共同溝取り出し部分が最深部 GL － 1.5m で、東側の管

路部分は GL － 0.5 ～ 1m である。一部ローム層が遺存

していたが、堆積土のほとんどは現代の盛土であった。

C区

　農学生命科学図書館と共同溝との接合部分である（1

図）。掘削規模は東西 3.2m、南北最大 1.4m で、掘削深

度は管路部分が GL － 0.9m で、西側の共同溝取り出し

部で GL － 1.2m、東側農学生命科学図書館との接合部

分で GL － 1.4m である。中央に電気埋設ケーブルが多

数検出された。この電気埋設ケーブルと共同溝掘方の

間に幅 20cm でローム層が遺存していた。確認レベルは

GL － 0.35m である。ローム層は色調から上下 2 層に分

かれ、上部はやや暗めの色調で立川ロームⅤ層の可能性

が考えられる。

D区

　インテリジェント・モデリング・ラボラトリー東側の

給水施設と共同溝との接合部である（1 図）。掘削規模

は東西最大 5.4m、南北 4.9m の L 字形で、管路幅は 0.5

～ 0.85m である。掘削深度は管路が GL － 0.5 ～ 0.7m で、

共同溝取り出し部分では 1.6m である。既設の配管も多

く、堆積土はすべて現代の盛土であった。

E区

　総合研究棟から共同溝への接合部分である（1 図）。

掘削規模は東西最大 3.1m、南北最大 3.4m で階段状を呈

する。管路幅は 0.5 ～ 0.8m で掘削深度は GL － 0.7m ～

1m である。共同溝取り出し部の掘削深度は GL － 1.8m

である。ほとんどの部分が埋設管・共同溝に撹乱されて

いるが、わずかにローム層が遺存していた。確認レベル

は GL － 0.4m である。

F 区

　共同溝から農学部門衛所への管路である（1 図）。管

路幅は 0.5m で、掘削深度は GL － 0.2m ～ 0.7m である。
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共同溝取り出し部の掘削深度は 1m である。堆積土はす

べて現代の盛土であった。

G区

　消火栓の移設に伴う共同溝との接続部の掘削である（1

図）。管路部分の掘削深度は GL － 0.8 ～ 0.9m で、共同

溝からの取り出し部分の深度は GL － 1.8m である。堆

積土はすべて現代の盛土であるが、東側の植え込み部分

は腐植土であった。

H区

　給水設備から南側への管路と共同溝への取り出し部分

である（1 図）。管路幅は 0.8m で掘削深度は GL － 0.9

～ 1m である。一部で抗底から最厚 0.3m でローム層が

遺存している以外は現代の盛土であった。南端の共同溝

取り出し部の掘削深度は GL － 2m で、堆積土は山砂と

現代の盛土であった。

I 区

　地震研究所 1 号館北東側から野球場更衣室へと繋がる

管路で、現況地形は東側へ下っている（1図）。管路幅は0.5

～ 0.6m で掘削深度は GL － 0.3 ～ 0.6m である。堆積土

はすべて現代の盛土であった。

J 区

　海洋倉庫から地震研究所 1 号館の北を通り、I 区へと

総合研究棟
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0 50m

J区
I区

E区

D区

C区

B区

A区

F区

G区

H区

1 図　調査地点位置図
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農学部 第７号館A棟

農学部 第3号館

フードサイエンス棟
農
学
部
第
５
号
館

0 20m

B 区

A区

遺構検出範囲

3図　A区①地点東壁（西から） 4図　A区②地点西壁1（東から）

5図　A区②地点西壁2（東から） 6図　A②地点遺構出土遺物

2 図　A区部分図・B区全体図

①
②
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繋がる管路で、現況地形は西から東へ下る坂道に位置し

ている（1 図）。掘削幅は 0.3m ～ 0.8m で掘削深度は GL

－ 0.4 ～ 0.6m である。海洋倉庫北側の弁枡設置箇所の

掘削深度は GL － 1m で南側に焼土粒・ローム粒・炭化

物・小円礫を微量含む黒褐色土が層厚 20 ～ 30cm 検出

されている。近世に属する包含層と思われる。また海洋

倉庫北東にレンガ基礎が GL － 0.4m で検出されている。

レンガ基礎には鉄筋が使用されていた。　

3. まとめ
　今回の調査は多くの地点が管路のため、狭長で掘削深

度も 0.8m 未満と浅く、立会調査では限られた結果しか

得ることはできなかった。管路は道路に位置し、既設の

配管が多く、撹乱されており、堆積土がほとんど現代の

盛土であった中で、A 区②地点で近世期に帰属すると

思われる大形の遺構が検出されたことは特筆できるか。
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第 4 節　駒場構内の立会調査

1．駒Ⅰ 52　駒場Ⅰ地区ブロック塀改修
所 在 地　東京都目黒区駒場 3-8-1 東京大学駒場構内　目黒区埋蔵文化財包蔵地番号 1　東京大学駒場構内遺跡範囲内

調査期間　2020 年 1 月 31 日、2 月 6、17、27 日

調査面積　86 ㎡

調査担当　堀内　秀樹

1. 調査の経緯と経過
　東京大学は、目黒区駒場 3 丁目に所在する駒場Ⅰ地区

西門および北側囲障（ブロック塀）の改築を計画してい

る。埋設予定地点はキャンパス全域が、目黒区埋蔵文化

財包蔵地番号 1「東京大学駒場構内遺跡」として周知の

遺跡として登録されており、工事を行うにあたって埋蔵

文化財の対応が必要であった。工事の仕様から工事時の

立会調査で対応することを目黒区教育委員会と調整を

行った。

　立会調査は、新規の囲障設置によって掘削される範囲

に対して、埋蔵文化財調査室により 2020 年 1 月 31 日、

2 月 6、17、27 日に合計 86 ㎡行った。調査は、同室員

堀内秀樹が担当した。

2. 調査の概要
　調査は、工事で掘削が生じる 6 ブロック（1 図、1 ～

6 区と命名）について、重機または人力による掘削後に

埋蔵文化財の確認を行った。

（1）1区

　1 区は、西門鉄扉両側のブロック塀のやり替えに伴う

もので、2 図のように方形の門柱部分（一辺 1.1m、深

さ 0.7m）2 箇所とそれに接続する長方形の壁部分（長

さ 1m、幅 0.5m、深さ 0.5m）を対象とした。

　調査の結果、現表下 15cm までは現代の盛土（茶褐色

土）、以下に関東ローム層が確認された。ローム層は、

特徴から上層が武蔵野標準層位Ⅲ層（厚さ 25cm）、下

層がⅣ層（厚さ 30cm）に該当すると推定された。近世

以前に遡る遺構や遺物は出土しなかった。

（2）2区

　2 区は、駒場Ⅰ地区北東縁を巡る囲障のやり替えに伴

うもので、公道と接する北側直線部は北門より西に長さ

84.4m に 48 箇所（4-1 図、5 図右）、それ以西の民地と

接する西側曲線部は長さ 78.5m に 44 箇所（4-2 図、5 図

左）にブロック基礎を埋設するための掘削を行った。ト

レンチは、公道境が 1 箇所あたり一辺 0.5m の方形、深

さ 0.45m、民地境は一辺 0.8m の方形、深さ 0.85m である。

民地境曲線部には、昨年から工事を行っている新体育館

建設時に発生した土が厚さ 30 ～ 50cm ほど置かれてい

た（6 図右上層）。

　調査では、92 箇所のトレンチに西端（4-2 図下方）か

ら番号をうち、識別を行った。調査したトレンチ全てか

ら近世に遡る遺構、遺物は確認されなかった。土層も全

て近代以降の盛土で構成されていた（6 図、7 図）。民地

境では、新体育館の盛土下層には、近代に盛土と推定さ

れる暗褐色土が広域に確認された（6 図右下層）。

（3）3区

　3 区は、駒場Ⅰ地区北門東側の囲障やり替えに伴うも

ので、長さ 42.6m に 24 箇所（8 図）のブロック基礎を

埋設するための掘削を行った。24 箇所のトレンチは西

から番号を付与した。各トレンチは一辺 0.8m の方形、

深さ 0.5m である。調査では、北門からやや南に折れる

トレンチ 19 までは、ほぼ近代以降の盛土と思われる黒

褐色土で構成されるが、トレンチ 20 以降では、それよ

り新しいコンクリート、ガラスなどが混じる暗褐色土で

構成されていた。

　調査したトレンチ全てから近世以前に遡る遺構、遺物

は確認されなかった。

（4）4区

　4 区は、駒場Ⅰ地区北側、第 1 グラウンド北側囲障の

やり替えに伴うもので、長さ 26.7m に 15 箇所（12 図）

のブロック基礎を埋設するための掘削を行った。15 箇

所のトレンチは南から番号を打ち識別を行った。各トレ

ンチは一辺 0.4m の方形、深さ 0.5m である。調査では、

全てのトレンチで、近代以降の盛土と思われるしまりの

ない茶褐色土（ガラス片、スレート片などが混入）で構

成されていた。

　調査したトレンチ全てから近世以前に遡る遺構、遺物

は確認されなかった。
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（5）5区

　5 区は、駒場Ⅰ地区北東側、裏門から東へ続く囲障の

やり替えに伴うもので、長さ 78.2m に 40 箇所（15 図）

のブロック基礎を埋設するための掘削を行った。40 箇

所のトレンチは南から番号を打ち識別を行った。各トレ

ンチは一辺 0.4m の方形、深さ 0.5m である。

　トレンチ 1 ～ 15 はコンクリート塀基礎の埋土（16 図）、

トレンチ19～22は取り壊したブロック塀上部の埋土で、

その他のトレンチは地中掘削であった。ただし、トレン

チ 29 ～ 31 は既存のブロック塀のコンクリート基礎がト

レンチ内に大きく張り出していた。

　調査の結果、5 区の全てのトレンチの埋土は、近代以

降の土で構成されていた。トレンチ 25 の西側では、し

まりがないレンガ混じりの褐色土（17 図）が、東側で

はしまりの弱いガラス、レンガ混じりの茶褐色土が確認

された。特にトレンチ 32 ～ 38 付近では、覆土中～レン

ガ片が多く確認された（18 図）。

　調査したトレンチ全てから近世に遡る遺構、遺物は確

認されなかった。

（6）6区

　6 区は、駒場Ⅰ地区北東側、テニスコート東側の民地

境囲障のやり替えに伴うもので、長さ 36.7m に 20 箇所

（20 図）のブロック基礎を埋設するための掘削を行った。

20 箇所のトレンチは北から番号を打ち識別を行った。

各トレンチは一辺 0.4m、深さ 0.5 ～ 0.9m である。

　6 区は、本調査で唯一自然堆積層が確認された。関東

ロームが中央付近のトレンチから確認されたが、トレン

チ 15 以南とトレンチ 1（21 図）では確認されなかった。

　トレンチ 13 では、遺構確認を行ったⅢ層上面から性

格不明の落ち込みが確認された。落ち込みは、トレンチ

北東部に半円から半楕円状に、東西 35cm、南北 40cm

の範囲に確認された。トレンチ北壁の土層観察から覆土

は、ローム粒を含むしまりのある暗褐色土を呈し、Ⅱ d

層上部から切り込まれていた。落ち込み全体の状況は不

明であるものの、土の色調から古代の遺構の可能性が考

えられる。トレンチ 13 の土層は、現表下 20cm まで近

代以降の盛土、以下に褐色土（年代不明）が 50cm、Ⅱ

d 層が 20cm の厚さで確認された。遺物は出土していな

い。

3. 確認の結果
　上記のように調査の結果、1 区～ 5 区は近代以降に大

きく改変されていることが確認でき、近世以前に遡る遺

構、遺物は確認できなかった。一方、6 区は自然堆積層

が確認され、一つのトレンチから性格不明の古代に遡る

と思われる落ち込みが 1 基確認された。
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１０号館

柏陰舎

数理科学研究科

図書館

多目的
ホール

図書館
倉庫

駒場博物館

アドミニスト
レーション棟

８号館

１０１号館

１５号館

温室

１８号館

１６号館 ３号館 リサーチ・ラボラトリー

９号館

７号館

６号館

１７号館

保健センター

講堂

２号館
１２号館

１号館

１３号館

１１号館

１４号館

第１体育館

課外活動
共用施設

第２体育館

学生会館 身体運動科
学研究棟

駒場
ファカルティハウス

１０２号館

５号館

駒場第二
職員宿舎

アドバンスト・

トレーニング
体育館

駒場コミュニケーション
・プラザ（北館）

駒場コミュニケーション
・プラザ（南館）

駒場コミュニケーション
・プラザ（和館）

正門

裏門

坂下門

北門

矢内原門

陵禅会
三昧堂

座禅
堂離

アドバンスト
リサーチ
ラボラトリー

プラザ
キャンパス

Ａ棟 プラザ
キャンパス

Ｂ棟

シャワー
施設

低酸素環境走路

（実験用テント）

守衛所

情報教育南棟

21世紀COE拠点

大学院数理科
研究科

同窓会館
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第１グラウンド

炊事門

テニス
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矢内原公園

テニスコート

第２グラウンド

野球場

テニス
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ソフトボール場

公道
西門

2図　1区調査位置

0 10m（S=1/500）

3 図　1区北側トレンチ（西より）

1図　調査位置（1～ 6区）

0 200m（S=1/5000）

4区4区

3区

5区5区

6区6区

1区

2区
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4-2 図　2区調査位置（西側民地境）

4-1 図　2区調査位置（東側公道境）

0 20m（S=1/500）
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5 図　2区トレンチ（左：民境地、右：公道境）

6図　2区トレンチ 10（左：検出状況、右：土層堆積状況）

7図　2区トレンチ 70（左：検出状況、右：土層堆積状況）
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温室

北門

1
2
3 4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14
15 16 17 18 19 20

21 22 23 24

8 図　3区調査位置

0 20m（S=1/500）

9 図　3区トレンチ（西から） 10図　3区トレンチ 19検出状況

11図　3区トレンチ 1（左：検出状況、右：土層堆積状況）
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1
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9
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11

12
13
14
15

12 図　4区調査位置

0 10m（S=1/500）

13 図　4区トレンチ（南から） 14図　4区トレンチ 10検出状況
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身体運動科
学研究棟
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15 図　5区調査位置

0 20m（S=1/500）

16 図　5区トレンチ 11検出状況 17図　5区トレンチ 25検出状況
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18 図　5区トレンチ 34検出状況 19図　5区トレンチ 40検出状況

テニス
コート 1

234
5

6
7

8
9

10

11
12

13
14

15
16

17
18

19
20

20 図　6区調査位置

0 10m（S=1/500）

21 図　6区トレンチ 1土層堆積状況

22図　6区トレンチ 13検出状況（西から） 23図　6区トレンチ 13北壁面検出状況
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第Ⅱ章　調査資料の整理・研究および公開・活用

第１節　調査資料の整理

１．整理事業概要

本年度は、発掘調査報告書刊行へ向けて以下のような

整理作業を行った。

・ 本郷 19（HN）　医学部附属病院看護職員等宿舎 1 号棟

地点　遺物整理、遺構図面作成、報告書原稿執筆。

・ 本郷 21（MRI）　医学部附属病院臨床試験棟　遺構図

版作成、遺物実測。

・ 本郷24（HIKN）　医学部教育研究棟　研究編原稿執筆、

編集、刊行。

・ 本郷 54（HES99）　総合研究棟（文・経・教・社研）　

遺構図版作成。

・ 本郷 60（HWK6）　医学部附属病院基盤整備外構施設

等　遺構図基礎整理。

・ 本郷 66（YGS02・04）　薬学系総合研究棟　遺物実測、

撮影。

・ 本郷 68（INC）　インキュベーション施設　遺物トレー

ス。

・ 本郷 78（HJF06）　情報学環・福武ホール　遺物実測。

・ 本郷 93（H7IO9）　伊藤国際学術研究センター　遺物

接合・分類。

・ 本郷 266（HKD18）　基幹環境整備（電気管路）　遺物

実測。

・ 駒場Ⅰ 15（KCP）　コミュニケーションプラザ　原稿

執筆、編集、刊行。

２．外部委託

・ 本郷 54（HES99）　総合研究棟（文・経・教・社研）　

遺構図版作成（CEL）。

・ 本郷 78（JFK06）　情報学環・福武ホール　陶胎漆器

の保存処理（石川）。

第 2 節　調査・研究成果の公開・活用

１．報告書・年報

・ 東京大学埋蔵文化財調査室 2020『東京大学埋蔵文化財

調査室発掘調査報告書 14　東京大学本郷構内の遺跡医

学部教育研究棟地点≪研究編≫』

・ 東京大学埋蔵文化財調査室 2019『東京大学構内遺跡調

査研究年報 12（2017・2018 年度）』

年報掲載報告書

駒場Ⅰ 15　駒場コミュニケーションプラザ地点

２．広報活動

ホームページ
『東京大学構内遺跡調査研究年報 11』『東京大学埋蔵文

化財調査室発掘調査報告書 14（報告編）』『東京大学構

内遺跡調査研究年報 12』オンライン版、発掘調査速報、

調査研究プロジェクト 5 告知、同レジュメなどの掲載。

３．教育・普及

・ 教養前期展開科目　人文科学ゼミナール（歴史学）考

古学入門　「東京大学の歴史遺産（埋蔵文化財）」に関

連して、2 回の授業を室員が担当した。

・ 東京大学埋蔵文化財調査室調査研究プロジェクト 5

『加賀藩邸出土陶磁器と科学分析』

日時：2019 年 12 月 21 日（土）

会場：本郷キャンパス　法文 1 号館 2 階 215 教室

発表：

二宮修治（東京学芸大学）

「東京大学構内遺跡出土陶磁器の分析－機器中性子放

射分析と ICP 発光分光分析を中心に－」

水本和美（東京藝術大学）

「饗応で創出・共有されてきた「古」と「当世」－江

戸遺跡出土の陶磁器の意匠の隆盛、材料・技術を拓い

た消費－」

新免歳靖（東京学芸大学）

「色絵磁器の科学分析」
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貸出先 目的 貸出・掲載内容 貸出・掲載資料

1.色絵大皿片（伊万里・古九谷様式）/HW/包含層
2.色絵亀甲文皿片（伊万里・古九谷様式）/HW/C2層
3.染付吹墨鷺図皿片（伊万里）/HHC/L32－1
4.色絵花卉文大皿片（伊万里・柿右衛門様式）/HGS/391号
5.染付八宝文大皿片（景徳鎮窯）/HGS/包含層
6.白釉鉄絵人物草花文壷片（磁州窯）/HGS/包含層、U/包含層
7.色絵福字鉢片（呉須赤絵）/HGS/包含層
8.織部脚付平向付片（美濃）/HGS/46、532号
9.織部筒向付片（美濃）/HGS/包含層
10.染付脚付向付片（景徳鎮窯）/HGS/包含層
11.染付八角瓢形徳利片（景徳鎮窯・祥瑞）/HGS/678号
12.染付水注蓋片（景徳鎮窯）/HGS/包含層
13.色絵皿片（景徳鎮窯）/HGS/496、185号
14.黄地縁彩鉢片（大明嘉靖年製）/HW/C2層
15.色絵壺片/HW/C2層、包含層　HGS/617号
16.色絵大皿片（呉須赤絵）/HGS/678号
17.黒釉兎亳斑碗片（建窯）/HN/SK299
18.染付小杯（五良大甫呉祥瑞造）（景徳鎮窯）/HGS/包含層
19.魚屋茶碗片/HN/SK299
20.青磁袴腰形香炉片（寵泉窯）/HN/SK299
21.青磁獅子紐香炉蓋片（龍泉窯）/HN/SK299
22.青磁算木文瓶片（龍泉窯）/HN/SK299
23.イズニク陶器皿片/HW/C2層、SD422
24.塩釉水注片（ドイツ）/HN/SK299
25.デルフト陶器片/HGS/包含層　U/包含層

国立
歴史民俗博物館

展示 総合展示「都市の時代」資料展示

1.灰和碗（呉器手）/HW/D面焼土
2.灰紬鉄絵碗（京焼風）/HW/D面焼土
3.青緑粕輪剥皿（内野山窯）/HW/D面焼土
4.染付皿（草花文）/HW/D面焼土
5.染付皿（菊文）/HW/D面焼土
6.輪剥皿/HW/D面焼土
7.三島手鉢/HW/D面焼土
8.染付大皿（網干文）/HGS/618号
9.染付大皿（海浜文）/HGS/678号
10.染付瓶（草花文）/HGS/537号
11.染付組皿（草花文）/HGS/537号
12.かわらけ/HHC/池
13.木製品（折敷）/HHC/池
14.木製品（はし）/HHC/池
15.金泥かわらけ/HIKN/SK4516

展示 インターメディアテク　COLONNADE3
　常設展

1.文久永寶/JF06/SK10　1点
2～7.碗、皿、小坏「双葉葵文」/JF06/SK10

40.灰釉鳥餌水入/JF06/SK10
41.硯/JF06/SK10

東京国立博物館 展示 平成館考古展示室常設展

8～10.碗、小坏「鏡文」./JF06/SK10
11～13.九谷焼小坏/JF06/SK1014～25.染付碗./JF06/SK10
26～27.染付皿/JF06/SK10
28.染付変形皿/JF06/SK10
29.染付蓮華/JF06/SK10
30.褐釉水注/JF06/SK1031～36.上絵薄手坏/JF06/SK10
37.染付仏飯器/JF06/SK10
38.染付御神酒徳利/JF06/SK10
39.染付筆立/JF06/SK10

JPタワー学術文化
総合ミュージアム

4．資料の提供・貸出
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42.ミニチュア刀柄/JF06/SK10
43、44.キセル/JF06/SK10
45.ミニチュア鉢/JF06/SK10
46、47泥面子/JF06/SK10
48～57碁石状土製品/JF06/SK10
58色絵紅坏/JF06/SK10
59.染付蓋物/JF06/SK10
60.色絵角形段重/JF06/SK10
61.染付油壺/JF06/SK10
62.鉄絵鬢水入/JF06/SK10
63～72.装身具/JF06/SK10
73..鏡/JF06/SK10
74～78..簪/JF06/SK10
79.襟留/JF06/SK10
80～96.寛永通宝四文銭/JF06/SK10

第一合成(株) 掲載
第一合成ウェブサイト掲載
http://daiichigosei.co.jp

東京大学構内遺跡出土遺物写真

広島大学総合博物
館

掲載
『大学と埋蔵文化財』
　2019年8月31日発行

埋蔵文化財調査室紹介、遺跡・遺物写真

安達　則子
調査
研究

三浦道寸研究 理学部附属臨海研究所新研究棟（新井城）地点出土遺物

岩宿博物館
展示/
掲載

特別展「岩宿遺跡と日本の近代考古学」
　2019年10月5日～11月24日
資料展示、パネル・図録掲載

工学部武田先端地ビル地点方形周溝墓出土玉類：1式、弥生土器：1点、調査写
真：1点

ニューサイエンス
社

掲載
『江戸の土器』
　2019年10月10日発行

医学部附属病院外来診療棟地点出土土器：12点

(株)文化財保存計画
協会

調査
研究

小石川後楽園唐門の調査 東京大学構内遺跡出土瓦

(公財)瀬戸市文化振
興財団

展示/
掲載

企画展「陶器生産の変革－江戸中期の
瀬戸窯と美濃窯－」

　2019年11月9日～12月22日
医学部附属病院入院棟A地点D面焼土、C2層出土遺物：102点、写真資料：4点

小川　望 掲載

『江戸時代の焼塩容器「焼塩壺」』
　塩と暮らしを結ぶ運動公式サイト

https://www.shiotokurashi.com/
kokontozai/tokyo

東京大学構内遺跡出土焼塩壺：4点

鹿島　昌也
調査
研究

富山城跡・城下町遺跡出土貿易陶磁器との
比較検討

東京大学構内遺跡出土　ヨーロッパ産磁器、江戸後期の薩摩焼

出光美術棺 掲載

徳留大輔「日本における龍泉窯青磁の需要
に関する初歩的考察」
『出光美術館研究紀要』25号
　2020年1月31日発行

山上会館・御殿下記念館地点出土青磁：9点、医学部附属病院中央診療棟地点
L32-1出土青磁：22点、医学部附属病院看護職員等宿舎1号棟地点SK299出土青
磁・天目写真

展示

貸出先 目的 貸出・掲載内容 貸出・掲載資料

インターメディアテク　COLONNADE3
　常設展

JPタワー学術文化
総合ミュージアム

＊1　調査地点名　
FE1：工学部1号館、HCRA12：クリニカルリサーチセンターA棟Ⅰ期、HEA07：経済学研究科学術交流棟、HES99：総合研究棟（文・経・教・
社研）、HG：医学部附属病院外来診療棟、HGS：御殿下記念館、HHB：法学部4号館（法）・文学部3号館（文）、HHC：医学部附属病院中央診
療棟（病中）・設備管理棟（エネセン）・給水設備棟（給水）・共同溝（共同溝）、HHC299：医学部附属病院第2中央診療棟、HI709：伊藤国際
学術研究センター、HIKN：医学部教育研究棟、HJF06：情報学環・福武ホール、HN：医学部附属病院看護職員等宿舎1号棟、HW：医学部附属
病院入院棟A、HS7：理学部7号館、K14：工学部14号館、OKS07：追分国際宿舎、SBS00：医科学研究所附属病院診療棟・総合研究棟、SK：教
育学部総合研究棟、TS：工学部武田先端知ビル、U：山上会館
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埋蔵文化財調査室組織表

室長（人文社会系研究科教授） 　佐藤　宏之
室員（キャンパス計画室准教授）  　堀内　秀樹
室員（キャンパス計画室助教） 　成瀬　晃司
室員（人文社会系研究科特任助教） 　増田　晴夫
室員（キャンパス計画室助手） 　原　　祐一

（2020 年 1 月 1 日逝去）
室員（キャンパス計画室助手） 　大成　可乃
室員（キャンパス計画室助手）  　追川　𠮷生

教務補佐員  小川　祐司
教務補佐員  香取　祐一
事務補佐員  青山　正昭
事務補佐員  今井　雅子
事務補佐員  大貫　浩子
事務補佐員  小林　照子
事務補佐員  杉浦　あかね
事務補佐員  渡邊　法彦

附　埋蔵文化財調査室要項

東京大学埋蔵文化財運営委員会は、全学委員会の見
直しに伴い、以下の通り廃止され、埋蔵文化財調査室は、
キャンパス計画室下部組織に改組された。

東京大学における全学委員会の見直しに伴う関係規
則の整理等に関する規則（平成 22 年 3 月 25 日東大規則
第 133 号）（抜粋）

（略）
（東京大学埋蔵文化財運営委員会規則の廃止）
第 17 条　東京大学埋蔵文化財運営委員会規則（平成元
年 7 月 11 日制定）

埋蔵文化財調査室規則

平成元年 7 月 11 日
評議会可決

（設置）
第 1 条　キャンパス計画室の下に埋蔵文化財調査室（以
下「調査室」という。）を置く。

（業務）
第 2 条　調査室は、東京大学構内の施設整備に伴う埋蔵
文化財の発掘調査（以下「遺跡調査」という。）に関し、
次の各号に掲げる事項を処理する。

（1）　遺跡調査に対する総括的指導助言
（2）　文化庁等に提出する報告書の作成、監修及び指導
（3）　遺物等の保管及び管理
（4）　遺跡調査の方法に関する調査研究
（5）　前各号に定めるもののほか、研究報告書の作成等
遺跡調査に関し必要と認められる事項

（室長）

第 3 条　調査室に室長を置く。
2　室長は、東京大学専任の教授又は准教授のうちから
総長が委嘱する。
3　室長は、調査室の業務を総括する。

（室員）
第 4 条　調査室に室員若干名を置く。
2　室員は、室長の指示に従い、調査室の業務に従事す
る。

（庶務）
第 5 条　調査室の庶務は、本部施設企画課において処理
する。
附　則
この規則は、平成 8 年 5 月 21 日から施行し、改正後の
埋蔵文化財調査室規則の規定は、平成 8 年 5 月 11 日か
ら適用する。
附　則　　この規則は、平成22年4月1日から施行する。

原祐一助手逝去を悼む

　原祐一助手は、去る令和 2 年 1 月 1 日に逝去いたしました。埋蔵文化財調査室には、平成 6 年 4 月から助手として赴
任し、以降、調査・研究に携わってきました。この間、入院棟Ａ地点、浅野地区の一連の調査などと共に金属製品、木
製品、水戸藩邸などの近世考古学に関わる調査・研究に携わっており、今後の活躍を期待していただけに本当に残念です。
　ご逝去に際し、心から哀悼の意を捧げます。
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東京大学埋蔵文化財調査室調査研究プロジェクト 5『加賀藩邸出土陶磁器と科学分析』

共同研究　加賀藩邸出土色絵磁器の研究（１）
堀内　秀樹

１．問題の目的

　加賀藩と色絵磁器の関わりは、いわゆる「古九谷」を

巡る問題を抜きには語ることはできない。学内調査と「古

九谷」を巡るこれまでの調査・研究の経緯やその成果に

ついては後述するが、この問題に限らず、色絵磁器につ

いての研究も現在までにも様々な視点から蓄積されてい

る。

　本研究は、加賀藩邸出土の（色絵）磁器理解のために、

考古学、自然科学、文献など多領域にまたがる資料、研

究成果を発信するものである。

２．研究の概要と経過

　本研究の第Ⅰ段階として、これまでに行ってきた学内

出土磁器の再確認とそれ以降に研究の蓄積や技術の開発

などによって、生じた新たな可能性についての共同研究

である。今後は、こうした成果を踏まえて藩邸出土の古

九谷についても考えていきたい。

（１）プロジェクトメンバー（Ⅰ期）

　二宮修治、新免歳靖（東京学芸大学）

　水本和美（東京藝術大学）

　堀内秀樹（埋蔵文化財調査室）

（２）研究検討会、調査研究プロジェクト（Ⅰ期）

・2019 年 2 月 27 日　色絵分析の検討（破壊と非破壊分

析について）

・2019 年 8 月 20 日　色絵具分析などの可能性の検討

・2019 年 12 月 21 日　調査研究プロジェクト（研究の中

間報告）の開催

・2020 年 3 月 18 日　第Ⅱ期研究の課題の所在、分析法

などの検討

　本報告は、上記 2019 年 12 月 21 日開催の第 5 回東京

大学埋蔵文化財調査室調査研究プロジェクト「加賀藩邸

出土陶磁器と科学分析」の報告である（第Ⅱ章 2 節参照）。

附：これまでの加賀藩邸出土色絵磁器と
科学分析

（１）「東京大学本郷構内の遺跡」発掘調査開始の経緯

　1983 年 11 月、東京大学では 100 年事業など学内開発

に伴って遺跡調査を行う調査組織として臨時遺跡調査室

が組織された。事前に行われた山上会館（9 月）、御殿

下グラウンド（8 月）の試掘調査で出土した石垣や金箔

瓦などの結果を踏まえて近世加賀藩邸を発掘調査の主対

象として行うためであった。これに先だつ 1975 年に学

内浅野地区現在の工学部 9 号館裏側にあたる部分の調査

が行われ、弥生時代の遺構、遺物が発見され、その翌年

に「弥生二丁目遺跡」として国指定の史跡に登録され、

発掘から 4 年後の 1979 年に『向ヶ岡貝塚』として報告

書が刊行されている。こうした経緯が 100 年事業に伴う

開発においても弥生時代が主たる対象としたものでは

あったが、試掘調査を行う契機となっていた。

　1984 年から、山上会館、御殿下記念館、法学部 4 号館、

文学部 3 号館、理学部 7 号館、医学部附属病院などの発

掘調査が本格的に開始され、膨大な量の遺構、遺物が多

量に出土し、遺跡が非常に良好な状態で遺存しているこ

とが明らかになった。

（２）学内調査と色絵磁器の分析

　学内調査と陶磁器分析の関わりは、1980 年代後半～

1990 年代にかけて大きな議論となったいわゆる「古九

谷」に関わる研究を抜きにしては語れない。学内調査・

整理を進めていく過程で、出土遺物の中に陶磁器研究で

生産地の問題があったいわゆる「古九谷」と呼ばれてい

た色絵磁器が確認された。

　周知のように「古九谷」は 17 世紀後半に加賀大聖寺

領内の窯で焼かれたとされる磁器で、初期の色絵磁器と

して美術的に評価を得ていたものである。本郷構内の加

賀藩江戸藩邸である御殿下記念館地点、理学部 7 号館地

点、大聖寺藩邸である附属病院地点から多くの破片が確

認されたことから、「古九谷」の生産地論争が再燃する

こととなった。「古九谷」の生産地問題は、単に学問的

なレベルとは別に陶磁器としての評価、現在の産業など

が絡むデリケートな問題でもあった。当時、既に胎土、

様式、型式、文様等による可視的な部分での議論は百出
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しており、客観的な解決方法として自然科学的分析に注

目が集まっていた。調査室では、出土した「古九谷」が

加賀藩や大聖寺藩邸から出土していること、その一部が

天和 2（1682）年の火災資料から出土していること、美

術的に高い評価を受けている伝世品と近似している点か

ら、東京学芸大学の二宮修治先生、名古屋大学の山崎一

雄先生に分析を依頼した。この本郷構内出土陶磁器の分

析およびこれと平行して行われた山辺田窯、楠木谷窯、

丸尾窯などの有田町教育委員会の発掘調査などの考古学

的研究が、17 世紀の色絵磁器研究を大きく前進させる

ことになった。

　本プロジェクトでは、さまざまな可能性が提示されて

いる自然科学分析について、現在埋蔵文化財調査室と共

同で進めている分析・研究を通してその成果と考古学と

の新たな協業視点などについて考えていきたい。
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東京大学構内遺跡出土陶磁器の機器分析

－機器中性子放射化分析と ICP 発光分光分析を中心に－

* 二宮　修治
＊本稿は、二宮修治先生の当日のご講演内容をテープお

こししたものである。文意のとれるように、多少の修正

を加えたものの、当日のご講演そのままの雰囲気を感じ

られるよう、なるたけ手を加えず掲載するように心がけ

た。なお、必要に応じて、後日、二宮修治先生に確認し

て掲載しており、内容については誤りのないものとした。

当日配布資料・PowerPoint 画面は、必要に応じて、該

当箇所に、図・表・写真を挿入した（水本）。

ただいまご紹介いただきました、東京学芸大学の二宮

です。

堀内秀樹先生のレジュメに、陶磁器分析年表というも

のがありますけれども、私どもの関係している部分をみ

ますと、1991 年の貿易陶磁研究の論文、これが今回の

発表の基本となっている部分になるかと思います。その

辺のお話ですので大分年数が経ってきて、私自身、少し

間違えるかもしれませんけれども、それはご勘弁いただ

きたいと思います。それから、原子炉がなかなか使えな

くなってきたという現状のなかで、ほかの分析法とい

う形で、特に多元素同時定量できる分析法という形で、

ICP 発光分光分析という方法に移行しはじめて、そこで

一定の成果が出てきていますので、この分析法について

も少し将来の展望ということでお話させていただければ

と思っております。

今回の資料は、ポイントとなる部分はレジュメの方に、

A3 版で大きなプリントになっていますけれども、そこ

に概かなことは書いてあります。それから、途中に出て

くる分析の結果については、後半部の方に、一応、いま

まで行った分析の生データをそのまま掲載してみました

（配布資料 2、3、4、5）。やはり、ここら辺もやはりひ

とつ大事な点なのかなと思います。特に、私ども分析の

精度とか精確さなど非常に大事にしておりますので、私

どもが手掛けた分析法、ICP 発光分光分析も含めてまと

めておきました。後でご覧になっていただければと思い

ます。ただ数値が並んでいるだけなので、あまり面白く

ないかなという気はいたします。

今日のポイントとなる部分は、前半部では、堀内先生

からお話がありましたように、理学部の方の 7 号館地点

の分析、これが私どものポイントとなる仕事だろうと

思っています。ここから派生していろんなことが起こっ

ていますので、ここを今日もう一度きちんとお話させて

いただければと思っています。

東京大学本郷構内の遺跡、理学部 7 号館地点にポイン

トがありますけれども、それに関連して、江戸前期とい

う形で、九谷古窯との関連で、石川県の八田中遺跡、そ

れと九州の方の吹上浜遺跡です。ここは、肥前磁器と貿

易陶磁が出ています。

生産地遺跡としての窯については、肥前の地域、四角

く囲んだ地点で肥前の有田地区、波佐見地区、それから、

嬉野地区です。各地区を囲んでありませんけれども、皆

さんの方がご覧になっているだろうと思います（配布資

料 1 図 1）。

それから、広島の姫谷、福岡の上野原、関係した窯と

いうことで、生産地の基準資料ということでシステマ

ティックに分析を蓄積いたしました。

写真 1 は、先ほど堀内先生のお話に出てきましたけれ

ども、理学部 7 号館地点の代表的な資料の写真です。左

上の 4 点が、いわゆる古九谷様式と呼ばれている資料、

右上が伊万里です。下の写真が中国で 3 点が景徳鎮、下

の 2 点が漳洲窯と推定されるものです。多分、肉眼で見

てもはっきりしていますので、お分かりいただけるかと

* 所属　東京学芸大学名誉教授・東京藝術大学客員教授

写真 1　東京大学本郷構内遺跡理学部 7号館地点出土
磁器片資料（01～ 10）

上左：古九谷様式　上右：伊万里　下：中国産
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思います。これら 10 点を含めて、32 点について化学分

析を行いました。

これが、32 点の実測図です（配布資料 1 図 3）。1 ～ 4

の 4 点が古九谷様式で、5 が伊万里で、ここから番号が

見えづらくなっていまして、すみません。6 ～ 10 が中

国です。これらを含めて 32 点です。

一番大事な部分は今回は配布資料としてプリントでお

示ししてあります。こちらが、プリントの順番は配付資

料 1 表 1 からになっておりまして、配付資料 1 表 5 以降

に消費地の方を示してあります。特に、配付資料 1 表 1

～ 7 では、大橋（康二）先生と、羽生（淳子）先生の観

察の特徴等が大変詳細に書かれているかと思います。そ

れから、資料も江戸前期に絞っておりますので、実際に

は五十数点分析しているのですけれども、産地が違うよ

うなものとかは、複雑になってしまうので、大橋先生の

肉眼での観察である程度年代を絞った形で、32 点の分

析を行っております。

それから先ほどご紹介しましたように、関連の遺跡と

いう形で、消費地ですけれども、配付資料 1 表 6 八田中

遺跡（石川県）、配付資料 1 表 7 吹上浜遺跡（鹿児島県）、

で特に、八田中遺跡は九谷という形になるのですけれど

も、吹上浜遺跡の方は 3 点が肥前、最後の 1 点、これが

中国の福建の方の資料ではないかということですので、

これから確認をしていきたいと思います。ですから、東

大の方で、中国が 5 点出ていますし、それから、吹上浜

遺跡で 1 点という形で、日本とはかなり化学組成が違う

ということも、ご理解をいただけるのではないかと思い

ます。

配布資料 1 表 1 ～ 4 が生産地の方になります。生産地

の方で、肥前（有田、波佐見、嬉野地区）の 55 点、上

野原（うえのばる）9 点、姫谷 2 点、九谷 4 点です。九

谷は点数をもう少し行っているのですけれども、磁器化

していない陶質の資料は外して、磁器質の資料だけを選

択してここでは報告しております。

写真 2 は生産地の一例ですけれども、上の一段が山辺

田（窯跡）、古九谷様式との関連が深いという窯です。

それから、柿右衛門（窯跡）と、天狗谷（古窯跡）。こ

れなどは、私よりも皆さんの方がご存じだと思いますけ

れども、柿右衛門の独特の透明感ですね、これは天狗谷

の方は鉄などが溶けて青白く発色していますけれども、

これなどは大きな違い、として認められます。

これは後で釉薬のところで大事な部分になるのかと思

います。

写真 3 上段は嬉野地区、これが 2 つの系統の窯、下段

が波佐見と福岡の上野原の資料です。

写真 4 が、関連地域として、姫谷、九谷古窯です。こ

れが実際、山崎一雄先生のご許可もいただいて示しして

いる写真（左側：磁器片）なります。山崎先生から譲り

受けた資料です。やはり分析の精度が昔と違ってきてい

て、かなり微量で済むようになってきたことも含めてお

示ししています。左下の写真で、この削ってあるところ

写真 2　生産地遺跡出土磁器片資料の一例①
上：山辺田窯　 下左：柿右衛門窯　下右：天狗谷窯

写真 3　生産地遺跡出土磁器片資料の一例②
上左：不動山皿屋谷窯（嬉野地区）　上右：吉田窯（嬉野地区）
下左：三股窯（波佐見地区）　　　　下右：上の原窯（福岡県）

写真 4　生産地遺跡出土磁器片資料の一例③
上：姫谷窯（広島県）　下：九谷窯（左：磁器片　右：切断資料）
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が、山崎先生が分析された部分、胎土部分から、歯科用

のドリルで削り出して、大変苦労して分析されたのだと

思います。

考古学的に将来重要なポイントとなるようなところは

できる限り残してます。切っても良いような部分、この

資料を後で見たいというようなとき、情報が失われない

ような場所をダイヤモンドカッターで切断します。次に

両側の釉薬を、実際には物理的に細かいハンマーでたた

きだすのですけれども、ガラス質なのでバサッ、バサッ

と、きれいに割れるものが多いです。

これらの作業をきちんとして、施釉部分を除いた完全

に胎土部分だけを取り出して、分析のための資料調整を

します。これが大変重要なポイントになるかと思います。

釉薬がちょっとでも混入しますと、その釉薬の化学組成

とはだいぶん違いますので、すぐに分析の方で汚染とし

てはっきりわかってしまうかと思います。

これは、九州陶磁文化館の『土と炎』というカタログ

です（図 1）。

この『土と炎』はすでに絶版らしいです。製造条件の

素地の原料で、陶石というのが使われているのが、肥前

磁器の特徴になるのかと思います。

素地が白色で、透光性、光を通すという。つまり、高

温焼成のため、磁器化して、素地がガラス化していると

いう形になります。ですから、吸水性もないし、たたい

た時にきれいな音がします。かなりきちんと焼しめられ

ているという、この点がほかの土器・陶器と違う部分に

なるかと思います。

焼成（温度）が高いということは、先ほどの釉薬と素

地の部分との境界面において、三層構造になっています

けれども、断面ではきれいに割れることが多くあります。

これが磁器胎土サンプリングをやっていてうまくいく要

因と思います。

【陶磁原料】

原料物質についてです。マグマから、火成岩ができて

風化と運搬によって、堆積物になって、いわゆる粘土に

変化したり、あるいは続成作用により堆積岩になります。

やきものの情報としては、マグマが結晶化し火成岩を生

成するときの、鉱物が生成する際のいろんな挙動、次の

段階での風化のときのさまざまな挙動が相互に働いてい

る形となりますので、やきものの原料にはさまざまな岩

石ができるときの情報、風化のときの情報が凝縮されて

いる形となります。これらの情報を化学組成の面から取

り出していこうということになります（図 2）。

【風化】

それで、風化の部分を見ていきます（図 3）。母体物

質の部分が火成岩になります。岩石、だいたいは大陸地

殻を構成する花崗岩質とか、流紋岩質、いわゆる酸性岩

が母岩になります。これが風化、水とか二酸化炭素など、

さまざまな環境の中で、こういったケイ酸塩粘土に変化

していきます。最終的に、ケイ酸塩粘土であるカオリナ

イトが主成分物質となっていきます。それから、火成岩

中の有色鉱物に鉄が含まれていますから、鉄が風化過程

で、水酸化物のような形で沈殿し、最終的に、赤鉄鉱に

なります。これが混在した形で私たちの手元に原料とし

て供給されます。

こういった流紋岩という母岩が、カオリナイトという

形で粘土鉱物を主たる成分とする、カオリン粘土に変化

していきます。このカオリン粘土を使っていくことにな

るかと思います。それで、風化というのは、物理的な風

化では小さくなっていく形です（表 1）。表の下方向に

粒度が小さくなって、最終的に粘土や粘土岩になるわけ

です。

この化学的風化の強さは、岩石を構成するそれぞれの

鉱物の強さに依存します（図 4）。カンラン石は SiO ₄の

正四面体構造が独立している形でゆるい構造に対して、

石英は正四面体の酸素を共有している形でかっちりした

構造になっています。

下へ行けば行くほど風化されにくく、無色鉱物である

長石、白雲母、石英では、長石が最初に風化して、雲母

が風化して白雲母になって、最後は石英まで風化が進ん

でいく、ということになります。

ですから、その風化の度合いがカオリナイトと呼ばれ

ている粘土鉱物の生成がやきものの胎土にとっての重要

なポイントになります。風化のステージという考え方が

必要となります。

（表 2 の）後期風化段階の 10 のステージあたりから、

やきものとして使っています。特に、先ほど赤鉄鉱など

写真 5　母岩物質（流紋岩）と風化生成物であるケイ酸
塩粘土鉱物（カオリナイト）
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の酸化物鉱物も代表的鉱物です。

ギブサイト、赤鉄鉱などアルミニウムや鉄の酸化物鉱

物として存在する形になるかと思います。このどういう

鉱物があるかによって、風化のステージが読み取れます。

写真 6 は泉山陶石場とその陶石です。今は 2016 年の

有田焼創業 400 年記念事業を迎えて大変変わってしまっ

ています。入口付近に柵ができて見学できるようになっ

ています。右下の写真が泉山の陶石ですね。おそらく、

この表面の黄色い部分は、鉄がどんどん溶けだしてきて、

濃縮とは言いませんが、どんどん吐き出されて内部が純

化されています。アルミニウムとケイ素で構成されるカ

オリナイト粘土鉱物により白色になっているのだろうと

思います。ランクがあり、一等石とか二等石、というよ

うな区別があることをうかがっております。

この陶石を直接原料として用いるのではなく、これを

前処理とか様々な処理をして原料の粘土から素地の調整

が入ってきます。これもまた大きな情報になるかと思い

ます。

風化ですけれども、粒度と鉱物組成との関係を表 3 に

示しました。粒度が、表の右側に行けば行くほど風化が

進んでいることになります。やきものや粘土の世界で

は、2 ミクロン以下の粒径の集合体を粘土と定義してい

ます。細粒粘土がやきものの原料になっているわけです。

特徴的には、風化が進めば進むほど、風化が進んだとき

にどういう鉱物がなくなっていくのか、また、新たにど

のような鉱物が生成するのかが大変興味深くなってくる

わけです。

特に、粘土鉱物のカオリナイトといわれるようなもの

が、どんどん生成してくる。風化に強い石英でも風化さ

れて、構成成分の違いとなっているわけです。それから、

こういった特徴的な鉄の化合物群ですけれども、これが、

先ほど述べた酸化物粘土の量が増大しますので、こちら

は酸化物として風化の程度に応じて生成してくる形とな

ります。細粒粘土構成成分の組成がポイントになります。

しかしながら、これをそのまま使っている訳ではないで

すので、素地の調整とか、様々な事例を想定する必要が

あるのかと思います。

「粘土そのものを分析しても何もわからない」、という

のはよく言われていることです。「焼かれたものから議

論をしていく」ということが大事なことになろうかと思

います。

きちんとサンプリングする場合に、そういった焼きも

のの基本的な調査というのが基本になっていて、それが、

私どもの調査の中でも、大変重要なポイントになってい

ます。きちんとした資料を、私たちと共同で分析するこ

とによって、情報をきちんと取り出せる、ということが

わかってきました。

やきものの焼成ですけれども、これは示差熱分析と熱

重量分析結果です（図 5）。加熱した時にカオリナイト

のような粘土鉱物がどのような変化をするかの分析で

す。ここでは、600℃を超えますと、脱水して、メタカ

オリンという非晶質な物質に変化します。非晶質物質が、

ムライト化とか、クリストバライトができて、結晶化し

てくる反応が起こります。鉱物の組成が X 線回析分析

などでわかりますので、焼成温度の一つの目安になると

思います。

原料の方に戻ります。表 4 は陶磁器原料の粘土、陶石

の化学組成です。6 番と 7 番の間で大きく変わっている

ことにお気づきになるかと思います。1 ～ 6 番は粘土類、

7 番・8 番・9 番が、いわゆる磁器の原料です。それから、

6 番まででは特徴的な部分では、ケイ素が低くてアルミ

ニウムが高いという、ちょっと 5 番の特異的な粘土が、

瀬戸鬼板の原料があってそれを除きますけれども、いわ

ゆるケイ素とアルミニウムで、いわゆる粘土の特徴です。

陶石では、ケイ素が高く、アルミニウムが低いという特

徴が認められます。粘土と陶石との大きな違いになるか

と思います。

もう 1 点は、カリウム含有量です。セリサイト（絹雲

母）と呼ばれる、鉱物が風化で生成してきます。このカ

リウム、ナトリウムのアルカリ金属成分が溶融という形

で素地を高温で溶かす働きをするので、その辺がポイン

トになると思います。

それから、灼熱減量（灼減）です。加熱した時の重量

減少です。縮み具合が陶器と磁器とて大きく違ってくる

のも、こういうところから読めると思います。

写真 6　肥前・有田地区の泉山陶石場と泉山陶石
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【産地分析】

それでは、産地分析の話に戻っていきたいと思います

（表 5）。やきものは、鉱物に注目するときは、薄片観察

などによる鉱物の組成によって産地をみることができま

す。それから、陶磁器などでは化学分析、特に、今回の

報告では、中性子放射化分析と、後半部でお話するのは、

ICP（誘導結合プラズマ）発光分光分析を使っています。

いずれも、現段階では、粉末にして分析いたします。溶

液にして、というのが、ICP 発光分光分析の特徴になり

ますので、破壊分析というものになります。それで、機

器中性子放射化分析というのは、やはり粉末にして分析

にかけます。分析化学の分野では、化学的な処理をしな

い場合には、非破壊分析といいます。

次は、スペクトル分析の話題になります（表 6）。今

日の分析の概略だけ先にお話してしまいますと、エネル

ギー源（励起源）が何であるのか、熱であったり、中性

子であったり、励起するエネルギーが問題になります。

検出情報との関係により整理することができます。

そこからどういう情報を取るかということになりま

す。例えば、放射化分析ですと、熱中性子を照射します。

そこで励起して、放射化という形でよりエネルギー準位

の高い状態にします。励起状態から基底状態に落ちると

きにエネルギーを放出します。このガンマ線を測るので、

ガンマ線は電磁波なので、検出する情報としては、電磁

波の分類に入ります。

それから、後半部でお話します ICP 発光分光分析は、

エネルギー源が、ICP、プラズマですから、高周波によっ

て 6000℃くらいまであげて熱をかけて励起（エネルギー

源）して、そこから出てくる光を測る。検出情報が電磁

波になりますので、この表中で、エネルギー源が熱で検

出情報が電磁波として分析が整理されます。いろんな分

析をこういった形で整理されておきますと、どういうと

ころにメリットがあって、どういうところにデメリット

があるか、がつかめるのではないかと思います。

文化財科学の分野で、放射化分析のご専門の平井（昭

司）先生で、鉄の分析などをされた方です。それから、

ICP 発光分光分析の方は、歴博の齋藤（努）先生がまと

められていると思います。

【中性子放射化分析】

放射化分析は、原子炉の中に分析資料を入れて、中性

子を照射することにより、資料中の構成成分である原子

が励起されて、そこから放出される、ガンマ線のスペク

トロメトリーによるものです。必ず原子炉が必要となり

ます。この中性子照射のレベルによって、それぞれ、遮

蔽の問題とかいろいろ出てきます。すでに立教大学の原

子炉が廃炉になってしまいました。私どもは、立教大学

の原子炉を使っていたので、本法を行うことができなく

なってしまいました。立教大学の原子炉は、大変出力が

弱く、ちょうど放射化分析などをするのに非常に良い、

原子炉だったのですけれども、とても残念です。

（立教大学の原子炉は）廃炉で、実際には使われてい

ないのですけれども、概略だけお話をしていきたいと思

います。

写真 7 が立教大学の原子炉です。車が正面にあって、

中央の覆い屋の中が原子炉になっています。写真 8 が原

子炉の模型です。ちょうど原子炉でこれが中に入ってい

ると思っていただければ良いと思います。この原子炉の

上がプラットフォーム（写真 9）になっています。ここ

で資料を熱中性子照射します。ガンマ線の測定機で、照

射資料のガンマ線スペクトルの解析を行います。定量、

定性分析が可能になります。

写真 7　機器中性子放射化分析（原子
炉：立教大学原子力研究所）

写真 8　機器中性子放射化分析（原子
炉模型：立教大学原子力研究
所）

写真 9　機器中性子放射化分析（原子
炉プラットフォーム：立教大
学原子力研究所）
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原子炉の中はこんな形で、（この画像の状況は）チャ

レンコフ現象って言いますけれども、ここが、照射口で、

ここから入って、つーっと、熱中性子がたまっていると

ころですけれども、ここで熱中性子を照射する形となり

ます。これは、チャレンコフ効果という、たいへんきれ

いな形で、青白い光が良く紹介されたりしているものと

思います。（写真 10）

資料を、まず、こういった粉末にして、1cm 角くら

いの袋に詰めてしまいます。そして、資料としては、

20mg から 50mg 程度、ミリグラム、というオーダーで

すけれども、精確に秤量してそれを袋に詰めていきます

（写真 11）。

こちらの写真 11 の上段左側がアメリカ地質調査所配

布の標準岩石、右側が日本の標準岩石です。アメリカの

標準岩石の方が分析の推奨値の信頼性の高さは、こちら

の方が分析の数が極めて多いので信頼性が高いです。日

本のものが低いという訳ではないのですけれども、場合

によっては、元素によっては、まだ、きちんと出ていな

いようなものもある訳です。

ただ、放射化分析というものは、比較的簡単に他元素

同時にできますので、そういうデータの出る元素は、だ

いたいきちんと定量できていますので、それが出ている

ものについては、それが推奨値として使うことができま

す。これらの標準岩石は濃度が決定されているので、こ

れを標準物質として使用できます。写真左下の封入され

た粉末資料ですが、3 桁の番号が見えると思いますけれ

ども、これが標準岩石です。3 つアメリカの標準岩石を

等間隔に配置していれ、両サイドに、日本の標準岩石を

入れる。これをどんどん積み重ねていきます。

順番に積み重ねていくと、1cm くらいの高さに入り

ます（写真 11 右下）ので、ちょうど熱中性子を当てた

時に、熱中性子束の均一さを保証するという意味で、一

番端に日本の地質調査所の岩石を入れて、標準岩石を

チェックする形にします。

これは、ガンマ線のスペクトルメトリーの分析条件で

す（図 6）。あまりなじみがないかと思いますが、いま、

環境放射能という分野でこういったものが良く出てきて

いるかと思います。ただし、熱中性子によって放射化さ

れたものがガンマ線で出てきていますので、多くのピー

クが出てきていると思います。

これ（図 7）が一週間冷却後のガンマ線スペクトルで

す。1週間冷却資料で基本的には1000秒間測っています。

こちら（図 8）が、1 か月間冷却後 10,000 秒間測ります。

時間がたてばたつほど単位時間あたりの放射能が少なく

なるので、長い時間かけて測定することになります。

半減期によって 3 回くらいの測定をする形になります

（図 6）。

先ほどのアメリカ合衆国の 3 つの標準岩石を比較標準

として定量をし、それから、日本の 2 つの標準岩石で、

定量線のチェックをします。多元素同時定量といっても

一か月くらいの長い時間をかけています。長い時間かけ

て、ゆっくり見ていく、とそういう形で定量性を保持で

きる、定量性を保証できるような形で分析が行われます。

図 9 は、実際にはコンピュータ上で行ってるわけです

けれども、このようにγ線スペクトルにはバックグラウ

ンドがありますので、この台形の部分の面積（B）を機

械的に計算して、バックグラウンドを差し引くという形

になります（A）。バックグラウンドというのは、誤差

に効いてきます。普通は方眼目盛（右上）で見ていきま

すけれども、こちらは対数目盛（右下）で見ていきます。

対数目盛で 10 倍、100 倍、1000 倍になってきますから、

バックグラウンドの変動を見るには、対数目盛で確認し

やすくなります。方眼目盛で見ると、オーバースケール

してしまうので、多くの場合、対数目盛で見ます。バッ

写真 10　チェレンコフ放射（立教大学原子力研究所
　　　　　TRIGAMark Ⅱ）

写真 11　機器中性子放射化分析　標準岩石と照射試料
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クグラウンドの形とか、最終的にはこのピーク（A）の

計算をして、これを標準物質との比をとって、定量分析

をしていきます。測定時間を長くすればするほど、相対

誤差が小さくなります（図 9 左下）。できるだけ長い時

間測りたいけれども、一度の照射で何十資料もやろうと

すると、今度は数の制限が出てきますので、分析の精度

と時間、マシンタイムとの関係で、その都度その都度、

実験条件を決めていくという形になるのかと思います。

表 7 の数値が小さくて見にくいかと思いますが、黒曜

石 JR-1 と、JR-2 という日本の標準岩石の測定結果です。

繰り返し、いつも、さきほどの JB-1a、JG-1a、を入れま

すが、黒曜石もガラス質でちょうどいいので、この辺を

同時照射してチェックもしています。平均値を出して、

推奨値（文献値）と合うかどうかを必ずチェックをして

いきます。

必ず、定量性と、精（正）確さと精度を、こういった

形で確認していきます。すべての元素の定量性が良いわ

けではなくて、元素によっては放射化されやすいものと、

されにくいものがあって、分析条件などによって、この

誤差が元素に固有の割合で効いてくる形になると思いま

す。

【生産地の識別】

それでは、生産地の識別は、実際にはどうやるのか、

というのを見ていきたいと思います。

先ほどご覧いただきました代表的な資料になります

（写真 1）。これも、先ほどご紹介した資料になります（写

真 4）。この資料のこの面は残しておきたかった、この

破片は大事だと考古学の研究者の方々と良くそういった

話をしますので、ご相談しながら、どこを切ったら、切っ

ても良いのか、ということを確認して、ここの情報は残

しておく、ここのところは良いよ、といった形で、ダイ

アモンドカッターでカッティングします。断面を今度は

釉薬だけを外して、前処理をします。ですから、時間は

かかってしまうことになります。

実体顕微鏡の下でハンドピックと言っていますけれど

も、ピンセットなどで摘まんでいくという形で、釉薬が

付いていないような部分を肉眼でひろっていくことにな

ります。ですから、ここが一番、大変重要になります。

釉薬がちょっとでも胎土に分析する側の試料に入ってし

まいますと、汚染になってしまいます。もちろん、粉砕

の段階で、そこに入ってしまう汚染成分も、微量成分と

かに大きく効いてきますので大変気を遣う部分になりま

す。

それで、断面のところから、サンプルを取り出すとい

う形になります。なるべく破片資料のダメージの少ない

部分から切り出してサンプルを採るようにしておりま

す。

一つの分析の例で、肥前・有田地区の分析結果です（表

8）。ナトリウム（Na）と鉄（Fe）というのが主成分元

素です。単位は％です。ルビジウム（Rb）から以下が、

ppm という単位、10 のマイナス 6 乗の濃度になります。

0.01％が 100ppm になります。1％が 10,000ppm になり

ます。

ナトリウム鉄というのは、岩石ややきものの主たる構

成成分（主成分元素）になります。ルビジウム・セシウ

ム（Cs）というのは、周期表の中で一番左にあるもの

でアルカリ金属元素です。配布資料には周期表がないの

で申し訳ありません。

それから、ランタン（La）、セリウム（Ce）、サマリ

ウム（Sm）、ユウロピウム（Eu）、ルテチウウム（Lu）、

というのは、周期表の下の欄外に出てくる部分の元素群

です。希土類元素と呼ばれています。

それから、トリウム（Th）、ハフニウム（Hf）、スカ

ンジウム（Sc）です。

こういったそれぞれの元素の挙動に特徴がありますの

で、その挙動に基づいて、陶磁器胎土のそれぞれの元素

の濃度が変わってきます。

写真 2 は、有田の山辺田（窯跡出土資料）と柿右衛門（窯

跡出土資料）を写しておりますけれども、比較的均質な

例を見ていただいていると思います。表 8 は山辺田から

出た 9 資料、柿右衛門から出た 10 資料の分析結果です。

定量値を比較すると、そんなに変動がない、これを変

動があるというのか、ないというのか、は難しいですけ

れども、表 8 では窯ごとにはそんなに差はないと思いま

す。

ここでは、一例としてトリウムを見ていきます。山辺

田の方ですと 22 ～ 26ppm、柿右衛門は 19 ～ 20ppm で

ちょっと差があります。両者が区別できるかをチェック

していく形になります。

このような分析において、何資料、何点くらいやれば

いいの？とよく聞かれるのですけれど、それも、正直言っ

てわからないというのが現状かと思います。やってみな

ければ、わからない部分があって、その辺は何点で代表

になりますというのはなかなか言いにくいものです。経

験的には、均質な系ですと、10 点くらいやれば、ある

程度いいかな、と思っています。後で、他の地域の分析

表を見ていただきますとわかるのですけれども、例えば、

九谷を見ていただきますとわかりますが、かなりばらつ

いています。
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窯ごとに、いろいろと窯の性質とか、おそらく、その

ばらつきで窯の特徴が出てくる可能性があるかもしれな

いと思います。

【理学部 7 号館地点】

このようにして生産地ができましたので、先ほどの東

大理学部 7 号館地点の 32 点について、みていきたいと

思います。

図10に関連資料6点（八田中遺跡2点、吹上浜遺跡4点）

も含めて、このクラスター分析の結果を樹形図で示しま

す。1 から 4 は古九谷様式であります。4 個体がまとまっ

て多少他の資料とは若干違うのかな、というのが見えて

いると思います。

樹形図の下の方に東大の 2 グループがあります。東大

09、10 が中国の漳洲窯、それから、東大 06、07、08 と

いうのが、景徳鎮のグループになります。この八田中

（八田中 -01、八田中 -02）が九谷産と推定されています

が、東大の主グループとは違っています。一応東大の 1

グループと同一のグループを作っているようにみえます

が、この辺が、他の違う地域が入ってきますと、はっき

りしてくるのかと思います。

生産地のクラスター分析の結果が図 11 です。

このように生産地資料と同一のクラスターを作った部

分が同一の生産地という風にして考えます。

例えば、嬉野地区が、2 地域あるとか、肥前の有田地

区がいくつかに分類できそうだとか判断することが可能

となります。生産地のクラスター分析に、消費地のクラ

スター分析を組み合わせていくことで生産地推定が可能

となります。

消費地と生産地、これを併せて一緒にしたクラスター

の結果が図 12 です（関連資料 6 点も含んでいます）。デー

タが多くなって小さいのでわかりにくいのですが東大の

ように少し、この飛び出たところが消費地遺跡の資料で

す。凹んだところが生産地遺跡の資料です。

このクラスターに分類されているところを生産地と考

えます。詳細は後で、表（配布資料 1 表 10）になった

ところでご説明します。

図 12 の樹形図の最下段の部分（未定と記された資料

群）が、中国の資料になるかと思います。ただ、ここに、

東大理学部 7 号館地点の中国の 5 点と、吹上浜遺跡の中

国産と推定された資料 1 点が入ってきて、先ほど、生産

地のみのクラスターとは形は異なっていますが、中国で

別のグループを作っている、というのがわかります。

生産地推定の一つの特徴になりますけれども、たぶん、

中国のデータがありませんので、この段階で、日本産で

はどうもなさそうだということが、この結果から言えた

わけです。

そこで、吹上浜遺跡についてです（図 13）。吹上浜遺

跡を見てみますと、色絵の 3 片と福建の染付（配布資料

1 表 7）です。先ほどのここの吹上浜、東大を入れない

方がはっきりしますけれども、この 3 点（01 ～ 03）は、

特に、肥前の有田地区の方に入っています。この 3 点は

肥前の有田地区、あと 1 点（04）は中国産で良いだろう

と。これもやはり、基準資料がありませんので、何とも

いえない部分になります。少なくとも肥前ではないとい

うことははっきりしていると思います。

消費地遺跡出土磁器片の生産地推定の結果（配布資料

1 表 10）を見てみます。東大だけでまとめますと、32

点です。有田地区 23 点、波佐見 4 点。吹上浜遺跡の方

は、先ほどの結果になりますが、肥前 3 点、未定とした

のが 1 点（たぶん中国）です。枝番号間違えています。

4 です（おわびして訂正いたします）。東大の資料で未

定が中国の景徳鎮と、福建省漳洲窯です。八田中遺跡出

土資料は九谷産であると推定されました。こういった形

で、生産地推定が、多元素の情報を組み合わせて解析す

ることによって、はっきりさせることができました。も

う一つは、生産地を細分化できるのかというのが、これ

からの課題であろうと思います。もしかしたら、そんな

に細分化できていないのは、当時の生産の取り決めなど

もあるかと考えています。逆に、そういうものも、もし

化学分析を系統的に行っていくことによって、一つの理

解というものを与えてくれるのではないかなと思ってい

ます。

【東大以外の中国製品など】

今、東大の方が一段落したので、中国産磁器との関係

を見てみようと考えました。近隣のところで、都立向ヶ

丘高校から、中国産と肥前産のものが混在して出土しま

した。中国産 30 点、それから、肥前産 10 点、合計 40

点を分析しました。40 点の内容は、（配布資料 2）プリ

ントのデータの方に書いてあるかと思います。記述だけ

になります。

配布資料 2 の 2 枚目の表（32 ページ）です。推定生

産地として肉眼判定による結果が示されています。

報告書にはきちんとあげたものでプリントしていなく

て申し訳ないのですけれども、都立学校遺跡調査会で推

定した生産地です。これについてクラスター分析した結

果です（図 14）。左側が 40 点のクラスター分析です。

右側が生産地資料として出光美術館で所蔵している生

産地の採集陶片のデータを重ねてみたものになります。
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肥前のグループ、中国・景徳鎮のグループ、そのほかの

中国グループ、という風に分かれた形となります。

ただ、出光美術館の所蔵品は採集資料なので、混在し

ているものもあるので、この辺のところについては、研

究が止まってしまっています。また都立向ヶ丘高校遺跡

出土資料は小片資料なので、中の生地の判定のみでは難

しいのかなと思っています。ですから、本法で推定した

グループが、生産地のグループで 1、2 点は入れ替わっ

ているものもありますので、今後の課題になるのかなと

思っています。

それから、この出光美術館のデータについても、生産

地の方にあげておきましたけれども、（各）資料が（各

窯、生産地の）代表的なものか、ということを、システ

マティックに組み立てていかなければならないと思いま

す。

その点、肥前とか、日本の古陶磁研究については、非

常に素晴らしい成果が積み上がっているので、そこのと

ころを採るということが、やはり、綺麗な成果がでる理

由、意味があるのだろうなと思います。

【見込み荒磯文、日の字鳳凰文の分析】

肥前の見込荒磯文の研究も、ベトナムでの出土例と、

日本の東京大学本郷構内の遺跡から出土した資料につい

ても行ってきました。東大の 4 片と、ベトナムのホイア

ンから出土した 7 片です（写真 12）。定量結果を表 9 に

示します。

これらの生産地推定の結果を図 15 に示します。有田

地区のグループのなかに東大のものが 1 点（2）、ベトナ

ム・ホイアンのものが 3 点（3・6・7）。それから、波佐

見地区のところに、東大のものが 1 点（4）と、それか

らベトナム・ホイアンが 2 点（1・2）です、嬉野地区が

東大 1 点（1）、ベトナム・ホイアン 2 点（4・5）と偶然

ですか、3 つの生産地にほぼ均等な点数が推定されまし

た。

このように、多元素同時定量と、クラスター分析によっ

て、生産地の基準試料の構築が一番大事なことであるん

だろうと思いました。これは、これからのまた課題にな

るのだろう、と思っています。

【ICP 発光分光分析への移行】

そろそろ時間になりますので、これまでの報告が、今

日の本論になりますけれども、立教大学の原子炉の廃

炉にともなって、現在は、ICP 発光分光分析に移行して

いますので、その部分をご紹介したいと思います（図

16）。

本装置では、高周波で 6000℃くらいまで上げま

す。資料をプラズマ内に噴霧して、プラズマの状態で

6000℃くらいになりますから、すべて原子化されて、多

くの元素が励起状態にあがります。

その励起状態から、基底状態に落ちる時に光を出しま

す。その光を分光器で分光して、検出器で検出します。

その波長によって、定性分析ができます。その光の強度

によって、定量分析ができますので、多元素同時定量が

可能となります。

検出器のメカニズムは 2 種類ありますけれども、1 個

の分光器の回転格子で変えていくシングルチャンネルの

ものと、検出器を並べておいて波長ごとに測定するマル

チチャンネルのものとがあります。一般的にマルチチャ

ンネルは価格が高いので、シングルチャンネルものが多

いかと思います。ただし、本法の最大の欠点は、溶液に

しなければならないことです。もちろん労力とある程度

の技術とが必要となります。

機器中性子放射化分析では微量成分元素に注目しまし

たけれども、こちらの分析では主成分元素はきちんと定

量できるけれども、微量成分元素はまだ、原子化される

エネルギーレベルの状態がありますので、50mg 程度で

きちんと定量できるのは、主成分元素を中心に 10 元素

くらいです。標準岩石を比較標準として使用して定量分

析を行います。標準岩石で濃度がわかっていますので、

これらを基準にして、定量分析ができていきます（写真

13）。

オーブンの中で、110℃で 1 時間くらい加熱しますと、

フッ化水素（HF）で Si の結合が切れて、分解され、溶

液化できます。それを処理して、分析装置にかけて定量

分析を行います（写真 14）。

こうした分析によって、主成分の 8 元素と、微量成分

元素であるストロンチウム（Sr）とバリウム（Ba）の

定量ができます。ケイ素については酸分解時に揮発して

写真 12　ベトナム国内の遺跡から出土陶磁器
「見込荒磯文」、「日の字鳳凰文」磁器
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しまいますので定量はできません。

磁器の場合ですと、灼熱減量が少ないので、100 から

主成分 8 元素の酸化物の含量を引いてやりますと、ケイ

素の酸化物の含有量の目安になるのではないかな、とい

う形でいます。

今、九谷産資料のチェックとして、石川県小松の大川

遺跡から出土した資料で、九谷産と思われる資料と肥前

産と思われる資料を分析して、検討しています。

配布資料 4 にデータを全部お示ししてあります。これ

らの結果につきましては別の機会に発表できればと思っ

ています。

【まとめ】

ここまで素地の違いを見てきましたので、これからの

課題として、例えば、EPMA（X 線マイクロアナリシス（図

17））といって、樹脂に埋め込んで断面で、蒸着して、（電

子線をあてますのでチャージアップしないように炭素を

蒸着するのですけれども）素地と釉薬の部分の局所分析

できます。こういったところの局所分析を試みたいと

思っています。

なかなか、このように資料を切ってよいという機会が

なかなかないのですが、ただ、素地と外の釉薬の情報が、

どこを分析したのかがわかることが重要です。また、均

質性の問題などもきちんとチェックしていないので、そ

の辺のところを、今後の課題かなと思っています。

本装置では、電子顕微鏡像として見られますので、こ

ういった釉薬の厚みの違います、空気の抜け具合やガラ

スの性質も、焼成技術の問題として取り扱えることにな

ります。元素情報を同時にとることによって、陶磁器の

焼成、あるいは産地の問題にせまっていけるのではない

かないかと考えております。

【最後に】

ここまでは破壊分析ばかりの話をしてまいりました。

これは X 線 CT の結果です（図 18）。まだ、陶磁器の方

では行っていないのですけれども、これは非破壊分析で

の導入も視野に入れるべきかと考えています。これは、

コインの分析の例です。埋蔵環境でだいぶ表面をやられ

てしまっています。表面が見えない状態になっています。

保存処理を行った資料です。こういったものを透視のＸ

線で見ますと、断面の状態が見えても、何が書いてある

かよくわかりません。X 線 CT によって、断面の内部の

情報で、ここに人の顔がある鳥のレリーフがあるという

形で、非破壊で情報が取れます。こういった X 線の断

面の観察を組み合わせて内部構造の情報として採れない

だろうかと考えているところです。

今は少し中断しているような形ですけれども、今後ま

た、いろんなテーマ、いろんな研究によって明らかになっ

てくることが増えてきています。そういったもので次の

ステップに行けるのではないかと思っています。

まずは、データをきちんと整理して、ご報告をする機

会を狙っていますので、できましたら、何らかの機会で

ご報告したいと思います。
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図 1　やきもの分類

図 3　化学的風化の全体像
（ケイ酸塩粘土および酸化物粘土の生成）

図 4　バウエンの反応系列にならべたケイ酸塩鉱物
            鉄苦土質鉱物は鉄とマグネシウムを含む鉱物、
            珪長石は長石と石英を含む岩石

図 5　カオリナイトのＴＧ-ＤＴＡチャート

図 2　地球化学的サイクル
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図 6　機器中性子放射化分析の分析条件

図 7　中性子照射後 6日間冷却のγ線スペクトル

図 8　中性子照射後 33日（約 1ヶ月）間冷却
のγ線スペクトル

図 9　γ線スペクトルの解析によるγ線強度の決定
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図 10　消費地遺跡（東京大学構内理学部 7号館遺跡・八田中遺跡・吹上浜遺跡）
  　　　出土磁器片 38資料のクラスター分析
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図 11　生産地遺跡出土磁器片のクラスター分析
生産地遺跡出土：江戸時代前期：肥前地域（有田地区 11 窯 37 点、嬉野地区３窯７点、波佐見地区４窯 11 点）、上の
原古窯跡（福岡）９点、姫谷古窯跡（広島）２点、九谷古窯跡（１号窯３点、２号窯１点）　
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図 12　東京大学本郷構内遺跡理学部７号館地点出土磁器 32片の生産地推定
消費地遺跡出土：東大理学部７号館地点（古九谷様式４点、伊万里様式１点、17 世紀代肥前産 23 点、中国江西省景徳鎮染３点、
　　　　　　　　福建省漳州窯系呉須赤絵２点）、八田中遺跡２点、吹上浜遺跡４点
生産地遺跡出土：江戸時代前期：肥前地域（有田地区 11 窯 37 点、嬉野地区３窯７点、波佐見地区４窯 11 点）、上の原古窯跡（福岡）９点、
　　　　　　　　姫谷古窯跡（広島）２点、九谷古窯跡（１号窯３点、２号窯１点）
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図 13　吹上浜遺跡（鹿児島県）出土磁器片の生産地推定

生産地遺跡：江戸時代前期：肥前地域（有田地区 11 窯 37 点、嬉野地区３窯７点、波佐見地区４窯 11 点）、
　　　　　　上の原古窯跡（福岡）９点、姫谷古窯跡（広島）２点、九谷古窯跡（１号窯３点、２号窯１点）
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図 15　見込み荒磯文・日の字鳳凰文磁器の生産地推定

図 16　ICP発光分光分析（inductively coupled plasma atomic emission spectrometry   
（ICP－AES））の装置の概略

図 17　Ｘ線マイクロアナライザーによる
陶磁器の断面調査の実際

図 18　Ｘ線CT（島津製作所SMX-225CT）
 　　　 によるコインの調査

消費地遺跡：ベトナム・ホイアン市内７点、東京大学構内遺跡４点
生産地遺跡：肥前地域の有田、嬉野、波佐見３地区２９点
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表 1　砕屑堆積物・砕屑性堆積物の分類（Udden-Wentworth Scale）

表 2　風化段階と代表的な鉱物および土壌
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表 3　粒度と鉱物組成との関係（北野康（1992）による）（北野康（1992）による）

表 4　陶磁器原料の粘土・陶石類の化学分析値（％）表 4　陶磁器原料の粘土・陶石類の化学分析値（％）
素木洋一 (1993）『陶芸のための科学　増補改定版』建設綜合資料社
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表 5　材料別原産地（生産地）推定の例　
－やきものとガラス－－やきものとガラス－

表６　スペクトル分析機器の分類
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表 7　機器中性子放射化分析による標準岩石
　　　　　　　　　　　JR-1、JR-2（黒曜石：和田峠）の定量結果の一例　　　　　　　　　　　JR-1、JR-2（黒曜石：和田峠）の定量結果の一例

表 8　肥前・有田地区古窯跡出土磁器片（１）
機器中性子放射化分析（Na,Fe以外はppm）

年報13_13 _ 02.indd   3 2021/01/26   12:2



74

紀要編

表 9　機見込荒磯文・日の字鳳凰文磁器機器中性子放射化分析（Na,Fe 以外は ppm）
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饗応で創出、共有されてきた「古」と「当世」

－江戸遺跡出土陶磁器の意匠の隆盛、材料・技術を拓いた消費－

水本　和美

はじめに

筆者は、平成 25 年～ 27 年度の 3 か年、「江戸遺跡と

窯資料による肥前色絵磁器の躍進事情の意匠・技術的

解明と罹災文化財の復元」（基盤研究 C、JSPS 科研費

15K02973）（1）に取り組み、その後も調査を続けている。

この研究を端緒に、二宮修治氏・新免歳靖氏らと、東京

大学埋蔵文化財調査室によって発掘された東京大学本郷

構内の遺跡の出土陶片に関する自然科学分析を進めるこ

ととなった。陶片資料の分析は、同調査室の堀内秀樹・

成瀬晃司氏らのご厚意を得て、さらに発展的な形となり、

本プロジェクト 5 への参加にいたった。

これまでに、筆者は、近世都市江戸の中心の発掘例で

ある、江戸城跡（汐見多聞櫓台石垣地点）、有楽町一丁

目遺跡、神田淡路町二丁目遺跡において、明暦の大火（明

暦 3[1657] 年）で罹災した一括性の高い陶磁器のセット

に関する調査研究を進めてきた。これらは、17 世紀中

葉の大名家で保有された饗応のための器である。これら

のセット関係を見ると、戦国期以来続く伝統的な唐物や

中国陶磁に対する価値意識によって構成されるセットの

うちに、江戸期に勃興して隆盛する肥前磁器が急速に需

要される過渡期が映し出されていた。そのことは、戦国

期から江戸時代半ばの上位の階層において、旧来の価値

意識が保たれつつも、新たな価値意識が芽生える様を写

すものであった。

この新たな価値意識を投影し、具現化したものの一つ

に国産化された色絵磁器がある。その製作にあっては、

制作者の材料・技術への挑戦があった。ただし、その挑

戦を需要層の求める方向と一致させるには、身分制社会

の下では職人の技量のみでは達しえなかった、意匠デザ

インや窯ごとの役割といったグランドデザインも存在し

たと思われる。それがどのような経緯で実現されたか、

という点は一つのカギとになろう。

こうした経緯を詳らかにするのは、筆者ら考古学の立

場や、歴史学、美術史など、多くは人文系諸科学の仕事

になる。しかし、そのためにも、技術や材料、技法を仔

細に論じるための、さらなる情報と手段が欲しいところ

である。これには、物理化学的手法を必要とする。

東京大学本郷構内の遺跡では、すでに、1990 年代か

ら、自然科学分析との協業を通じて、こうした取り組み

を行っている。こうした研究史もふまえつつ、本稿の目

的は、考古学の立場から、17 世紀中葉の出土陶片を歴

史的に位置付けた上、本プロジェクト研究において、自

然科学に何を期待するのか、を示すことにある。

そこで、本稿では、まず、中国磁器と肥前の高級磁器、

特に色絵磁器が、どのような意識下に生産・受容されて

いたかを述べることとした。これまで東京大学本郷構内

の遺跡のうち、特に、加賀藩邸において、初期色絵の出

土が他の江戸遺跡より多いと考えられてきた。しかし近

年の調査事例の蓄積により、実のところ、初期の色絵磁

器を含む、17 世紀中葉の高級食器は、明暦の大火によ

り失われており、これがもともと偏在していた高級陶磁

器のセットとその伝世品の残存に、別のバイアスを与え

てきた点を論じる。本来、明暦の大火で失われることが

なければ、これらの初期色絵に関するこれまでの見解も

異なっていたかもしれない。

そこで、これらの作業で、資料の偏在性をいったん正

常なバイアスに、つまり、往時の傾向を反映した認識に

戻した上で、さらに、これらがどのような意識下で生産

されたのかを、筆者の力量の及ぶ範囲で示してみたい。

そして、当時の人びとが何を欲し、そして、それをどう

実現したのか、そのことを今後どのような形で立証しえ

るのか、について考察しておくこととする。これらは、

今後のプロジェクト研究において、自然科学分析への橋

渡しのために行うものである。

なお、本稿は、2019 年 12 月 21 日に、東京大学埋蔵

文化財調査室プロジェクト 5 で開催した「加賀藩邸出土

陶磁器と科学分析」において、「饗応で創出、共有され

てきた「古」と「当世」」－江戸遺跡出土陶磁器の意匠

の隆盛、材料・技術を拓いた消費－、と題して報告した

内容を骨子としており、これに技術・材料部分を肉付け

したものである。本プロジェクトは、現在も進行・継続

中であり、筆者を含めた人文科学側の研究の進展、ある

いは自然科学分析の新展開によって、本稿での見解は、

適宜修正していきたい。

　所属　東京藝術大学大学院　美術研究科　非常勤講師
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１．「饗応の器」にみる「古」と「当世」

（１）美術品と考古資料
①考古資料と美術品（伝世品）の共通性と違い

本稿の主な対象資料は、江戸遺跡から出土した一括性

の高い陶片資料である。特に、17 世紀半ばを下限時期

とする遺構の出土例を議論の中心にすえる。同時代・同

時期に製作された陶磁器の中には、現在、美術館・博物

館に所蔵され、美術作品としての評価の高い伝世品も多

い。

さて、ある 1 片の陶磁器が製作されてから廃棄されて

考古資料として出土したり、あるいは伝世品として現代

に受け継がれたり、という過程がある。1 図は、この、

一方が考古資料（出土陶片）として、一方は美術作品（伝

世品）として確認される過程について、「考古資料と伝

世品の違い」として図化したものである（2）。

もちろん、個別の事例では、1 つ 1 つの陶磁器が製作

され、その後、消費者（所有者）の手元に渡ったとして、

その後の過程は、単純ではない（3）。

1 図のモデルは、あくまでもこの 1 点の資料の持つ、

ストーリーを単純化したものである。また、江戸遺跡で

は、しばしば発見される大量の陶磁器を含むまとまった

形の廃棄を、いくつかの廃棄パターンとして類型化でき

ることが、研究者の間で知られてきた。

モデル化については、（a）モデル化による単純化と歴

史的個性の不一致、（b）廃棄パターンの類型に関する

共通認識、の 2 つの観点から考察することができる。（a）、

（b）のように、モデル化と個別の現象の想定は、矛盾

するようであるが、実際は江戸遺跡ではどちらも確認・

認識されている。 

以下、はじめに伝世品において確認できる事例をあげ、

それとともに、遺跡において陶磁器が出土する状況を廃

棄パターンごとに上げておきたい（4）。廃棄パターンに

ついては、最もわかりやすい例を出すため、17 世紀中

葉以外のものも掲げることにした。

【伝世品】

伝世品にも、伝来品、伝世品、旧蔵品などいろいろな

種類がある。また、単独で伝わったもの、箱入りで伝わっ

たもの、複数個体まとまって伝わったものがある。これ

らは、来歴が明らかなものもあれば、来歴が不確かなも

のもある。さらに言えば、真贋問題も存在する。

伝世品から年代を導くに際し、もっとも信頼のおける

ものは、①真であることが明らか、②作品そのものに年

代が記されている、③年代的な評価と学術研究成果が矛

盾しない、などが考えられるが、③についても、研究者

の既知資料が必ずしもすべてではないこともあって、実

際の評価は難しいだろう。

実例としては、尾張徳川家ゆかりの伝世品に、徳川美

術館に所蔵される「楽々園焼」がある。これに対して、

江戸遺跡（尾張徳川家の藩邸）出土した考古資料の「楽々

園焼」やその制作道具、などが存在する（5）。

この点で、後述する、コレクションの成立過程につい

て、同時代資料を得ることの重要性が認められている。

【出土（埋納・副葬）】

・地中に埋まっている考古資料では、多くの出土例は、

廃棄された状況を示す。しかし、一部の資料では、地中

に納める、つまり、意図を持ってその場にある状態にさ

れたものも存在する。例えば、副葬品などがそれにあた

る。

【出土例（遺棄）】

・災害による遺棄

上郷岡原遺跡と東宮遺跡では、八ッ場ダムの開発事業

に伴い、群馬県埋蔵文化財事業団によって発掘調査が行

われた。ここでは、江戸時代の村落での生活が、浅間山

の噴火に伴い発生した天明泥流の下から、泥流にのまれ

る直前の姿をとどめて発見された。泥流がせまり、その

直前の姿のまま、遺棄されたためである。例えば、東宮

遺跡からは、村落の家屋の中に配置された陶磁器が、使

用時の状態のままで発見されている。中には、香炉に線

香をともしたままのもの、あるいは、収納状態にある皿

類などがみられる（6）。

【出土例（廃棄）】

江戸遺跡の初期の廃棄論研究において、栩木真によっ

て、指摘されたのが、日常的、非日常的な廃棄である（7）。

栩木は、遺構単位の器種構成や、器種毎の出現頻度から、

日常的廃棄と非日常的廃棄に関する考察を行っている。

1 図　考古資料と伝世品の違いの概念図

美術館
博物館

過去Ⅰ 過去Ⅱ 過去Ⅲ 過去Ⅳ

現代

現代

現代

公開

考古学的調査と発見

生産遺跡 流通遺跡 消費遺跡
１

消費遺跡
２
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非日常的な廃棄について栩木は、武家地における屋敷払

いを想定し、これを世帯の持つ生活道具の復元にあてよ

うとした。消費都市としての江戸遺跡における、一括性

の高い陶片がまとまって出土する背景として、このよう

に非日常的な廃棄が存在し、本稿で主たる検討を行って

いる火災もこうしたタイミングの一つである。

そして、災害によって罹災し、一括性を保って廃棄さ

れた群資料の分析は、次に述べるとおり、伝世品では難

しい、ある時点の家財・あるいはコレクションの過渡的

な様相の、あるいは時期的な考察を行うための大きな助

けになる。

②コレクション形成

江戸遺跡出土陶片において、一括性の高い出土陶片の

分析が重要な理由に、こうした一括資料は陶磁器の廃棄

の具体的な様相を示すことはもとより、その一群を分析

することにより、ある家のコレクションが形成される過

程や当該時期の価値観を示す、あるいは、これらの時期

を知ることができる点がある

2 図は、考古資料とコレクション形成の関係を図化し

たものである（8）。

例えば、美術館・博物館に収められた大名家や豪商・

豪農などのひとつの旧家に伝来したコレクション、ある

いは、いまだ、旧家の蔵などに眠るコレクションは、ほ

とんどの場合には、ある一時期の姿、というよりも、そ

の旧家の存続期間中に、次第に形成されてきたものであ

る。これらの目録が逐次の更新ごとに作成され、その目

録がともに残されているのは、かなり幸運で稀有な場合

となる。江戸時代の大名家の中で、明治期に入って家財

が売られ、その際に、売り立て目録や財産目録が作られ

ることがあったが、それがあれば歴史記録としては幸運

である。ただし、多くの陶磁器は食器であって財産とい

うよりは、生活の道具として使用・認識されてきたため、

その陶磁器をこうした目録で完全に把握できるかと言え

ば、答えは否である。仮に陶磁器の記録が残っていると

しても、これらは、考古資料でよく言われる「下限時期」

のような形での一括性を示すこととなり、導入時期を知

ることは購入時の史料を除けばまた別である。

コレクションの形成過程が不明な場合には、そこに含

まれている陶磁器類が、「いつ」その一群に加えられた

のかは、型式学的、美術史的な、あるいは、箱書き、な

どものそのものからのアプローチに頼らざるを得ない。

こうした、若干の時期に対する曖昧さ、があるためか、

近年では、型式学的方法と層位学的方法という、年代決

定について 2 方向からのクロスチェックが可能で、かつ、

幸運な場合、火災・地震や引っ越し記録等によって絶対

年代の決定をも可能としてきた、考古資料に対する関心

が、美術史の研究者の間でも高まっている。

2 図では、江戸時代の家におけるコレクションの形成

過程と考古資料として発見可能な廃棄品、そして、伝世

品として残されるものを示した。最上段では、ある家で

一時期に入手された一群の陶磁器群が、何らかのアクシ

デントで消失することを示している。この場合、場合に

よっては出土する一群は、ある一時期に保有されたセッ

トとなるだろう。ここでは考古資料として発見可能な部

分を青色で表示した。

次の中央の段については、上記と同じくある一時期に

入手された一群の陶磁器セットのうち、セット一部につ

いては何らかの理由で欠けてしまっている。そして、あ

る時期に、新たな一群がセットに加わることとなる。こ

こでは、最終的に考古資料として発見される可能性のあ

るものは、青色で示した、先に、セットから消失していっ

た一部のものである。赤色で示した残りのものは、伝世

品となる。ここでは、2 つの時期のセットが合わさった

形となりうることを指摘する。なお、この中段の赤色の

セットについても、その先が続いて行けば、同じように

考古資料になる可能性は残る。

最後に、最初のセットと次のセットがまったく欠けず

に、すべて残される場合を想定する。これらは、やはり、

あわさる形で伝世されるかもしれない。

もしも、幸運にも、逐次追加更新されていった道具が、

下段に示す最終的なコレクションにまで残り、さらに、

各時期の来歴を示す文献が残されているのならば、それ

らは、大変に稀少で重要な資料となるだろう。なお、こ

の最後に残るものの中には、忘れられ、あるいは、放置

されたまま遺存したものも想定できる（9）。
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しかしながら、戦国時代から江戸時代、さらには、明

治時代から現代にいたるまで、かの徳川御三家ですらも、

家財が、最後のコレクションにすべて残るわけではない。

そこで、後述する一括性の高い出土陶片のところでは

これらを使って、江戸時代往時の陶磁器の価値にせまり

たい。

③価値の変化（古と当世）

さて、ある時代の価値意識は、次の時代にどれほど受

け継がれていくのだろうか。もしかすると、日本列島の

歴史において、考古学的に確認できる道具について、あ

る時代の道具のセット一切がすべて一度期に価値を失っ

て、次代に引き継がれることがなかった、などという変

革は、意外にもおこっていないのかもしれない。

唐物の陶磁器に対する志向は、室町期以降、江戸時代

を経て、現代にいたるまで連綿と受け継がれている。

旧来の価値意識の継承は、社会の上位層の交代が起こ

り続けた 15 世紀後半から続いた戦国時代にも、途絶え

ることがなかった。それは徳川時代とも言われる江戸時

代に、家康直臣の家臣団が大名や幕閣として頭角を現し

力を得てなお、「公家成大名」などといわれるように、

同時に「従五位下」への任官などで「殿上人」となる必

然があったことにもうかがえる（10）。

ただし、同時に、別の新しい価値意識の台頭もおこり

続け、江戸時代の中で同じ陶磁器のセットがそのまま流

行し続ける、ということもまたなく、その流行はめまぐ

るしく変わっていることも事実である（東大編年参照）。

このようなダブルスタンダードともいえる、新旧の価

値観の共存は、陶磁器において唐物趣味と同時に当世風、

をも同時に良きものとするところと重なるのである。そ

して、「当世」はまた、いずれかのタイミングにおいて、

「古」（いにしえ）へと移り変わるのである。この変化と

不変の価値観を、道具立てもまた映し出す。しかし、前

述のとおり、これらのセットはそのままの状況で残るこ

とが稀なため、その遺存状況によっては、私たちの目を

惑わせることもある。

（２） 明暦の大火が現代の伝世品に及ぼした影
響

①江戸の都市構造（屋敷配置）の影響

筆者はこれまで、陶磁器研究と近世都市江戸の構造に

ついて、同時に研究を進めてきた。近世都市江戸は、将

軍の居城たる江戸城をその中核として、その中枢たる本

丸には、将軍・幕閣・大名などで構成され政務機能を持

つ表御殿と、将軍家とその家族の住まう奥御殿を配した。

そして、これを、近親者や幕閣の屋敷、大名家の屋敷、

幕臣たちの屋敷などがとりまき、彼らの用を満たすよう、

町人地や武家地が配された。これらは、江戸以前の江戸

を飲み込みながらも、家康入府から家光による外堀普請

で急速に作り出された。なお、参勤により集められた大

名家の屋敷あるいは寺院などが、その外側に存在する村

や町に影響を与える核となり、江戸城とともに、複核的

な状況をつくった。都市の空間構造から、（もともと）

付加価値ある器物・道具は、社会的地位や経済的優位性

に付随する形で、都市江戸の空間の中で地理的に偏在す

る傾向にある。細部をみても、例えば、大名屋敷内部に

おける、出土遺物の内容に差異をみることができる。具

体的には、東京大学本郷構内の遺跡（加賀藩邸）におけ

る、御殿空間の遺物と、詰人空間の遺物の差異などであ

る。これはそのほかの多くの江戸遺跡においても、一定

程度確認されていることである（もちろん、例外的に、

内藤町遺跡などのように、武家地内に町人地のゴミが入

り込む場合もあるのだが。）。

そして、（もともと）付加価値がある器物・道具にお

いても、その価値が変化することがある。あるいは、祖

型のものが手に入らない階層がこれを入手したいと望む

が故に、類似品、汎用品、あるいはまた、偽物が出現し

てそれらが受容されたことも、出土した京焼の研究ある

いは焼塩壺の研究として江戸遺跡で確認されている。

江戸への参勤や、大名・幕閣などの武家を含めた身分

の移動（立身出世や家の反映、あるいは没落）は、価値

ある道具の置かれる場の移動をもたらしている。この移

動には時間と空間の両側面がある。こうした価値の偏在

と、価値の変動は、のちに美術品として残される伝世品

の存在にも影響を与えたものと考えられる。

そして、この価値ある道具のもとの偏在性に、大きな

インパクトを与え、別のバイアスをかけた出来事の一つ

が、明暦の大火などの都市の火災（都市であることにも

意味がある。当時の都市には支配階層が集住、また、江

戸においては、特に顕著な状況）ではないかと筆者は推

測する。

② 明暦の大火は当時流行した「古九谷」伝世品の健在に

強く影響

17 世紀半ば、肥前の初期色絵磁器（古九谷様式など）

を含む高級磁器が、もともと「製品」として流通した段

階で、都市江戸の中心部に住まう、上級の武家階層に偏

在していた。そして、明暦の大火によって、こうした高

級磁器は相当な量が罹災して処分された。このことを示

すための好例を、筆者は、明暦大火で罹災したと推定さ
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れる罹災一括資料として江戸遺跡の中から抽出する（11）。

次項に述べる、千代田区・有楽町一丁目遺跡・070 号遺

構、千代田区・江戸城跡（汐見多門櫓台石垣地点）　の

明暦大火罹災一括資料、千代田区・神田淡路町二丁目遺

跡の明暦大火罹災資料がそれである。この 3 遺跡に加え

て、それより以前に知られていた、港区・汐留遺跡にお

ける事例からは、従来考えられてきたイメージよりも広

範囲に（幅広い家筋に）、古九谷様式の製品が保有され

ていたことを示している。これは、次節の⑤で示した東

京大学本郷構内の遺跡における加賀藩・大聖寺藩邸にお

ける事例が、自然科学分析によって問題を提起したその

一方で、従来説を補強する材料としても位置付けられて

きたことに対して再考をせまる内容であるといえよう。

そして、先にあげる 3 例は、明暦大火によって、そも

そも偏在していた古九谷様式の製品が、江戸の中心部の

資料が火災で失われたことにより、伝世される資料の偏

在性にさらなるバイアスを与えたものであることを示

す。以下、（3）において、各遺跡での出土例を簡単に、

みていこう。

（３） 消費地遺跡にみる 17世紀中葉頃の色絵磁
器受容

①千代田区・江戸城跡（汐見多門櫓台石垣地点）

明暦大火罹災資料（11）

江戸城跡（汐見多聞櫓台石垣地点）は、江戸城の本丸

の東側、梅林坂と汐見坂の間にある石垣とその背面であ

る。もともと、二ノ丸との間に位置するこの場所は白鳥

濠によって区画されていた。寛永 14 年（1637）に白鳥

濠は一部埋められ、二ノ丸に東照社が造営され、承応 3

年（1654）までこの東照社が存在した。明暦 3 年正月に、

東照社の基礎を石垣として、本丸の天端を二ノ丸側に拡

張する本石垣の普請がはじまった。ところが、普請をは

じめた直後、同年 1 月 18 日に明暦の大火が起こって普

請はいったん中断する。同年中にこの普請が再開されて、

本石垣が完成するのであるが、この再開された普請の際、

明暦大火で罹災した本丸御殿のものと思しき遺物がこの

場所で処理されている。そこで、石垣の背面からは、大

量の焼土と焼けた瓦類に交じって、陶磁器が出土した。

筆者は、背面に含まれた陶磁器をその年代から、明暦大

火罹災と比定している。

そして、このセットに含まれた陶磁器は、明暦大火、

つまり 1657 年を下限とする将軍家の食器セットとして、

その構成を当時の饗応に使用するために具備された最高

級品を含むセット関係と評価している。

さて、このなかには、中国磁器と肥前磁器が含まれて

いたが、これらについて述べておきたい。

まず、このセットでは、多くの破片が磁器であった。

陶器や土器は少なく、陶器で点数の多かったのは、信楽

の腰白の葉茶壺である。土器はさらに少なく、型押し文

様を施したかわらけや、「天下一宗四郎」銘の火鉢など、

比較的珍しいものを含んでいた。

中国磁器では、青磁、白磁、青花、色絵などが確認で

きた。青磁は、明初の壺や、盤などを含む。青花におい

ても、明初の洗（面盆）のように国内でも唯一の資料や、

盤のように稀少なものがみられた。こうした大型、そし

てそれぞれ一品で出土する製品に対して、揃いの製品も

あり、これらは罹災した資料群の下限時期に近い、崇禎

期の青花が多かった。色絵には万暦期のものもみられた。

遺存度が悪い小片ばかりで、報告時には図示できなかっ

たが白磁皿など白磁も多く含まれていた。古染付・祥瑞

などもみられる。

肥前磁器では、染付、色絵、瑠璃釉、などがみられた。

さらに、朝鮮の白磁壺なども含まれていた。

染付については、1630 ～ 1650 年代のもので、おおむね、

崇禎期に並行する。皿類が多い。1640 ～ 1650 年代にか

けての楠木谷窯の製品もみられ、高台径はすでに大きく

なっており、発色、素地ともに技術的には初期伊万里を

超えて、古九谷様式から柿右衛門・南川原窯の段階に向

かうところである。

ここで、初期色絵につては、いわゆる「松ヶ谷手」製

品も確認できている。色絵祥瑞をモデルにした、肥前の

色絵磁器の鉢では、高台の外側の削りや、色絵の文様の

位置合わせ方など、非常に丁寧な仕事がなされていた。

古九谷様式の製品もみられる。

②千代田区・神田淡路町二丁目遺跡

明暦大火罹災資料（11）

神田淡路町二丁目遺跡は、東京都千代田区神田淡路

町二丁目 15 番地外に所在する。同遺跡は、江戸の初期

には寺院が存在したが、寛永 20 年（1643）に譜代大名

である山城国淀藩永井家の上屋敷となって以来、延宝 8

年（1680）に収公されたのちも、譜代大名が歴代拝領し

た屋敷にあたる。文献調査からは、これらの譜代大名た

ちは、奏者番や寺社奉行、さらに老中を勤めるなど、幕

臣の中でもエリートであった。この屋敷は、彼らが出世

コースを歩むその一時期を過ごす場所となった。おそら

くは、譜代大名の屋敷地は、このように、ある一定の身

分・格式に相応するものとして与えられたもののようで

ある。ある武家が通常の序列を進んでより以上の役職に

なるか、あるいは、場合によってはより以下の役職にな
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るかすると、屋敷を交代していくようなシステムで運用

されていたといえよう。そして、このシステムに呼応す

るように、本遺跡を含む幕閣たちの屋敷内の出土遺物は、

当時の高級食器を伴った。これらにはその家々あるいは、

個々人の個性もみられるし、個別資料の個性もあるもの

の、一方で、上記システムをかいまみることのできるよ

うな、往時の家の格式相応の器物としても評価できる。

譜代大名の屋敷である、本遺跡には、筆者と鈴木裕子

氏が、明暦大火の罹災として考えた遺物群がある。これ

らのうちにも、ここであげる他の事例同様、中国磁器と

ともに肥前磁器がみられた。

A 区 4 面焼土では、被熱した景徳鎮の 「日の字鳳凰」

文の揃い皿とともに、祥瑞手で丸文をあしらった古九谷

様式の大皿が出土している。 

Ｃ区 4 面焼土では、被熱した景徳鎮の青花の揃い皿や、

「日の字鳳凰」文の揃い皿とともに、型打ち成形の古九

谷様式の色絵の長皿がこれも揃いで出土し、さらに、五

彩手の古九谷様式の大皿も出土している。このほか、漳

洲窯の呉須赤絵大皿もみられた。 

このことから、古九谷様式の色絵製品は、譜代大名の

屋敷において、中国のそれと同様に、食器として使用さ

れていたことがわかる。なお、同遺跡では後述の脇坂家

と同様に鍋島藩窯製品が多数確認されている。永井家以

後にこの地を拝領した幕閣の役職に応じて、贈与された

と考える。

③千代田区・有楽町一丁目遺跡・070号遺構（11）

有楽町一丁目遺跡は、東京都千代田区有楽町一丁目 1

－ 2、4 － 1 号に所在する。同遺跡は、早ければ慶長 6 年、

これより以後から延宝 9 年（1681）まで、家康の親族で

ある松平（藤井）家が屋敷を拝領した場所である。松平（藤

井）家は、家康の四代前にあたる長親（長忠）の五男利

長（？～ 1560）を祖とする家筋で、家康の親族の譜代

大名で、十五位下などを賜っている。

同遺跡の 070 号遺構からは、明暦の大火で罹災した、

中国磁器と肥前磁器の双方を含む食器類のセットが出土

している。被熱し、割れた破片がまとまって焼土中に

廃棄された状態で出土しており、これらが下限時期で

1650 年代半ばまでのものを含むため明暦大火罹災と推

定した。接合率は良く、食器セットとしてのまとまりを

復元するに非常に良好なセットである。ただし、江戸城

跡（汐見多聞櫓台石垣地点）の明暦罹災資料との違いで、

江戸城跡ではみられるような中国の明初の青磁や青花な

どの国内の事例でもトップクラスといえるようなものは

含まれない。

070 号の中国磁器には、青磁の盤や手桶型水指、景徳

鎮系の青花や色絵、漳洲窯系の呉須手（餅花手大皿）、

などがみられる。景徳鎮青花は、17 世紀半ばとしては、

肥前磁器と同等に出土しており、同時期の江戸遺跡のも

のとしても多いと考える。景徳鎮磁器の青花には、芙蓉

手大皿のような大型品が単体でみられる例もあれば、中

皿、小皿、碗などのように、複数個体の揃いを確認した

ものもある。中国磁器の色絵には、揃いの色絵祥瑞の皿

や、東京国立博物館の所蔵品に類似の文様の皿など、特

徴的なものもみられた。

肥前磁器には、染付のほかに、初期色絵（古九谷様式）

の大皿や、型打ちの変形皿の揃いもみられた。

④港区・汐留遺跡（12）

汐留遺跡は、東京都港区東新橋一丁目 5 番地に所在す

る。ここでは、『汐留遺跡Ⅱ』所収の出土遺物から論じ

たい。江戸時代では、外様大名の仙台藩伊達家上屋敷と、

譜代大名の脇坂家屋敷とその境界の溝に遺物群を大きく

分けることができる。そして、肥前の初期色絵製品は、

伊達家と脇坂家の双方と境界の溝から出土している。少

ない点数の中での比較にはなるが、伊達家よりも脇坂家

の方で点数が多くなっている。出土陶片全般の傾向とし

て、17 世紀前半段階では、青磁（伊達家において大型

の花瓶も出土）、青花、漳洲窯系呉須赤絵（大皿）など

の中国陶磁に、肥前磁器が加わっていた様子がみてとれ

る。肥前磁器は、他と同様に、染付製品にその主体があ

り、中国磁器に伴い、1630 ～ 1650 年代にかけての肥前

磁器がみられる。景徳鎮青花についても、江戸城と同様

に型打ち成形の中皿が複数の遺構に散見され、こうした

皿がもとは揃いで使用されたと考えられる。

なお、17 世紀中葉以降になると、脇坂家の方で、鍋

島藩窯製品が数多く確認されている。また、伊達家では

南川原窯の染付製品が数多く使用されている。こうした

状況からは、伊達家においては戦国期以来評価されてき

た中国の青磁などを保有しそれに新たな道具を加えて

いったのに対して、脇坂家においては明末以降の高級磁

器から揃えて行ったように思われる。鍋島藩窯製品につ

いては、幕閣としての地位を持つ、脇坂家に多く保有さ

れ、南川原窯は高級品ではあるものの、必要に応じて購

入されたのであろう。報告を見る限りでは、「松ヶ谷手」

については出土していないようであり、この点は、確認

したいところであるが、しばし保留しておきたい。

⑤文京区・東京大学本郷構内の遺跡（13）

東京大学本郷構内の遺跡は、現在の東京大学の本郷
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キャンパス内に所在する。広大な本郷キャンパスに広が

る同遺跡には、嘉永 6 年（1853）の段階（の江戸切絵図）で、

加賀藩前田家上屋敷（8 万 8,482 坪余）、富山藩前田家上

屋敷（1 万 1,088 坪）、大聖寺藩前田家上屋敷（5,762 坪）、

水戸藩徳川家中・下屋敷（6 万 4,332 坪）、安志藩小笠原

家中・下屋敷（坪数不明）、旗本森川家屋敷（1,131 坪）、

先手鉄砲組組屋敷（300 坪）と複数の大名屋敷や武家屋

敷が置かれた。なお、富山藩、大聖寺藩は加賀藩の支藩で、

加賀藩から屋敷地を貸与されたものであり、寛永 16 年

（1639）に、与えられたとされる。

加賀藩の上屋敷は、江戸初期には龍之口にあったが明

暦大火により罹災・全焼して、一度、筋交橋に移ったが、

天和 2 年の大火（1682 年）の翌年に、下屋敷であった当地・

本郷邸が上屋敷となる。

下屋敷としての本郷邸は、元和 2・3 年（1616・1617）

に、3 代藩主前田利常が拝領した。下屋敷時代の本郷邸

は、拝領後 10 年の間は手つかずであったが、寛永 4 年

（1627）になると、利用される様子がうかがえる。さら

に、寛永 6 年（1639）に将軍家光と大御所秀忠が、寛永

17 年（1640）には再び家光が御成するなど（成瀬 2013）（13）、

下屋敷といえ将軍を迎える作事や道具はあつらえていた

であろう。

これらの屋敷うち、加賀藩の御殿空間で使用されたと

考えられる食器セットと、この加賀藩の食器セットに由

来すると評価されている大聖寺藩邸内出土の高級磁器の

セットを含む事例をとりあげたい。特に、大聖寺藩邸に

関連しては、本プロジェクトの 4、で成瀬晃司により、

医学部附属病院地点の入院棟 A 地点Ｃ 2 層に関連する

報告が行われ、ここでは主としてその報告を参照してま

とめておきたい。

それぞれの年代的な検証については、註にあげた各文

献を参照されたい。ここでは、前述の 1657 年の明暦大

火を下限とする資料に対し、天和 2 年（1682）を下限と

する以下の資料の何が違うのかをみておきたい。

天和 2 年の火災による資料にみられる南川原製品の揃

いと、それ以前の段階の資料が含まれる。江戸城跡（汐

見多聞櫓台石垣地点）などで、中国磁器で構成されるセッ

トに、肥前磁器が入っていく様子がうかがえるが、ここ

では、こうしたセットにさらに新しく、柿右衛門や南川

原窯の製品が加わっていく様子をとらえることができて

いる。

・医学部附属病院　中央診療棟地点　Ｌ 32－ 1

本遺構について、成瀬晃司の示したものから、まとめ

ておこう（成瀬 2013）（13）。

大聖寺藩邸の西側で検出された素掘りの地下室であ

る。出土遺物は最小の個体数で見積もっても、798 個体

（蓋を除く）はあるとされる。遺構は 1/4 程度の掘削状

況で、もとの個体数で 4 倍程度、約 3200 個体程度がも

ともとあったと推定されている。

磁器の割合は高く、皿、しかも、日常に適した 4 ～ 5

寸ではなく、これより若干大きな 6 寸以上のものが組成

の中心である。輸入陶磁が 11％にのぼる。肥前磁器は、

1630 ～ 1640 年代ごろの製品からみられるが、主体を占

めているのは 1640 ～ 1650 年代である。型打ち成形の皿

や、初期色絵の五彩手型皿、青手製品などもみられる。

下限時期である資料は少ないが、確実に存在し、このこ

とから、天和 2 年（1682）下限の評価がなされている。

・医学部附属病院　入院棟A地点　Ｃ 2層

大聖寺藩邸内において確認された C2 層は、天和 2 年

（1682）の火災後に、屋敷の再建のための整地によって

成った層である。

中国の景徳鎮青花をはじめ、漳洲窯の呉須赤絵、肥前

磁器では古九谷様式の大皿とともに、より新しい様相と

して、柿右衛門様式、南川原窯の製品なども入ってい

る。出土陶片でも稀有な例としてイズニークなどもみら

れる。

成瀬によれば、「器種構成では、皿、鉢、坏、猪口の

膳上で使用される器種類を中心に、大皿、大鉢、銚子な

ど食膳周辺を賄う器種や喫茶具など食を受容する側の器

種で構成され、藩主周辺の日常食器としての使用も含め

御殿空間使用食器に求められる質が顕在する一群であ

る」（成瀬 2018）（13）とする。

①～④と同様に、当時の最高級品を含む食器群である

が、天和 2 年という下限時期から、①～④よりさらに新

しい様相が看守されている。さて、この最高級品を含む

食器セットについて、先のプロジェクト研究 4 において

も、成瀬晃司が堀内秀樹による特徴のまとめを引用して

おり、筆者もこれに倣いたい。重要なので、引用する。

・ 遺物群は大皿を含む磁器皿・鉢・坏類が多く、偏った

胎質・器種構成を示している。

・遺物群は上質な磁器製品がその主体を占めている。

・皿・鉢・坏類の多くは揃いで使用・保存されている。

・皿類の法量は、5 ～ 7 寸が主体を占めている。

これらの事例から言えることは、まずは、①～④で例

示した資料は、明暦の大火の時点において、古九谷様式

を含めた肥前の色絵磁器が、現在良く知られるところの

東京大学本郷構内の遺跡以外で食器セットを構成する形

で受容されていたことである。色絵磁器は、技術革新を

伴い開発されていく中で、当時の最高権力者である徳川

将軍家以下、少なくとも江戸の上層武家で受容されてい
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たことが明らかである。と同時に、明暦の大火によって

屋敷地の大半を失った、江戸の中心部に集住した幕閣の

間には伝世がなされず、このことが、資料の偏在性をよ

り、別のバイアスの掛かる形で強めているということで

ある。もちろん、例えば、松江藩で最近確認された陶片

のように、各藩で、江戸屋敷と国元に置く財産をどのよ

うに分配したのかは、各藩、各家で異なる。そしてその

対応が、さらに、もとの偏在性とその後の偏在性の変遷

を複雑なものにしたと筆者は考える。

つまるところ、江戸においては、17 世紀半ばの幕閣、

あるいは雄藩などを中心とした上層武家では、中国青花

や肥前の染付製品を主体としつつも、そのセットのうち

には、一部に色絵磁器を保有したこと、そこには、いわ

ゆる美術史上の古九谷様式と呼べる品々を含んだことが

明らかである。しかし、まず、明暦大火によってこれら

の器物は罹災して処分され、伝世されるはずの製品が極

端に減ったのである。そして、これら偏在する器物をみ

ることで、歴史的な事実が一部異なる形で認知されてき

た。考古学資料である出土陶片の分析は、この認識をあ

る程度まで補正しうる可能性を秘めている。

２. 意匠と材料・技術の関係を読む

（１）意匠、材料、技術（生産プロセスと資料）
ここでは、肥前磁器（染付、色絵、色絵染付）の生産

工程と物理・化学的な変化や技術の関係を整理したい。

3 図に、肥前の染付磁器と色絵磁器における製作工程

を示す。肥前磁器の生産工程物理・化学的な変化や技術

の関係については、研究史の整理や筆者自身の研究成果

から、次の①～⑦にまとめた。

①プロセスⅠ：粘土鉱物の形成

プロセスⅠは、自然、地殻の活動とその後の風化によ

る化学変化であり、人為が介在しない。地質学的な年代

を経ておきた自然現象である。例えば、有田泉山（佐賀

県有田町泉山陶石鉱床）について以下に示す。

有田泉山では、第三紀（三浦・大平（14）の測定では、2.5

～ 2.6 Ma）に形成され、その後も風雨にさらされて陶

石化が進み、陶石鉱床が形成された。このことについて

は、「泉山陶石は第三紀砂岩層中に併入した真珠岩が熱

水作用を受けて生成したと考えられ , 鉱体の大きさは東

西 400m, 南北 600m 以上に及ぶ大きな塊状鉱床である .」

（吉田・福永 1962）（15）、「泉山陶石鉱床は佐賀県有田町

にあり，古第三紀の杵島層群に貫入する鮮新世後期の岩

株状流紋岩（400m × 200m）が熱水変質を被り陶石化

した鉱床である．」（14）、とされている。

先の吉田・福永による顕微鏡観察と化学分析によれば、

現在の佐賀県に所在する、江戸時代の磁器原料（陶石）

が採掘された有田泉山では、流紋岩が熱水変質を受けて、

石英を主体する、セリサイト、カオリナイト、正長石お

よび斜長石などを含む粘土鉱物が形成された。この泉山

陶石は、場所によって含まれる陶石に違いがみられ、セ

リサイトの多い部分には黄鉄鉱もまた多く含まれるとさ

れる。また、鉱体中央部ではセリサイトを主体とする粘

土鉱物が多く、周辺では粘土鉱物が少なく長石が多く含

まれると考えられている。さらに、鉱体の周辺には明礬 

が存在するとの指摘もある。黄鉄鉱や明礬を含む陶石は、

耐火度が低くなるという結果も得られている（15）。

泉山では、陶石化した鉱床が地表近くに生じ、地表付

近で地質学的な時間を経ることで、風雨（酸素と水）に

よってさらに風化が進んだ。そして、そのことが陶石と

しての品質の良さをより強化したと考えられる。

二宮修治は、流紋岩などの岩石が、地球化学的サイク

ルで、変化して粘土鉱物となる過程について詳述してい

る（二宮 2018、2019）（16）（17）。

②プロセスⅡ：粘土鉱物の発見と採掘

プロセスⅡになってはじめて、この地に存在した自然

に人間が関与する。江戸時代、泉山陶石が発見され、陶

石として認知され、採掘により利用されるようになる。

人がそれを利用する意識がないと、認知・利用には進

まない。併せてこれを利用可能にする手段（この場合採

掘・運搬）抜きにはなしえなかった。

プロセスⅠからⅡの過程は、古くは人が石器を手にし

はじめたころからの永い間経験してきた。

泉山陶石の利用が開始されたのは、磁器が創始された

1610 年代よりは遅く、1630 年代と考えられている。

1600 年代以前、日本では磁器は輸入するものであり、

生産（製作）するものではなかった。ところが、1610

年代になって、有田（小溝、天狗谷など）で陶器と併

焼して国内初の磁器を焼き始めた。泉山陶石の利用は、

これに続くできごとである。ちなみに、鉱床の形成と

しては、白亜紀（三浦・大平（14）の測定では、13.8 ～

14.0Ma）で一桁も古い地質の形成年代を持つ、熊本県

の天草陶石の発見・利用はさらに遅れた。そのことには、

泉山陶石の発見と利用において、人間の知識・知恵、意

欲、技術が介在したことが良く示されている。

本研究では、特に「意匠デザイン」と材料・技術に着

目して検討を行うが、人間の知識・知恵、意欲、技術に

ついて明らかにするためにも、ここでもう少し陶石利用
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結晶化・化学変化
（マグマ・熱水など）
流紋岩
石英・セリサイト　黄鉄鉱

結晶構造・化学変化

形状変化
化学変化の促進

移動
経時的変化・破損事故も？

▼肥前磁器の生産工程

唐臼・踏み臼
形状変化・化学変化の促進

オロ
粒子サイズ・鉄分など成分変化
化学変化の条件のコントロール

外観の変化（成形された形）

焼成による化学変化（熱）

▼物理・化学変化

岩石の生成

堆積作用

風化作用

鉱物・鉱床の生成

自然・時間による

素焼き
なし

化学変化（高温）素焼き

3図　肥前磁器の生産工程と物理化学変化の関係

物理的な破壊

物理的な移動

選別

採掘

採掘

運搬

空気含有量調整

水分含有調整

全体形状の変化

表面の平滑化

型打ち

ロクロ
成形

乾燥

仕上げ

水簸

選別

粉砕

素地調整

乾燥

ねかせ

製土（素地の調整） 物理的な破壊

選別・化学変化

（素材混合）

空気含有量調整

水分含有量調整

微生物による変化

①顔料の精製

②絵具の調合

①顔料の精製

②絵具の調合

①釉薬の精製

②釉薬の調合

炭焼き

築　窯

焼　成

焼　成

製品デザイン

グランドデザイン

窯場の経営：佐賀藩

〇個々の形・大きさ・意匠
〇雛形・図案帳面なども使用
〇絵画、書籍、服飾、自然
〇対象に応じた意匠・精度

外観の変化
（文様・加飾）

花濃み

具濃み

③上絵付

④焼成（上絵）

⑤完成（上絵）

化学変化（高温）

表面の状態変化
構成材料の変化

選択

染付
線描き

染付
濃み

絵付け（染付）

施釉

化学変化（高温）本焼き

完成

表面の状態変化
構成材料の変化

表面の状態変化
構成材料の変化
表面の状態変化
構成材料の変化

流通

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ
Ⅵ

Ⅶ

A

B

ⅵ

ⅶ

外観の変化（素地・粘土塊）

化学変化の条件のコントロール
（本焼き時の）
表面の性質の変化
（染付絵付け時の）

ハリ支え
（熱による形状変化の対策）
焼成による化学変化（熱）
高温・磁器化の温度

焼成による化学変化（熱）
色変化・絵具の定着

埃の除去・ミズブキ

仲立ち紙の使用
コンパスの使用
墨弾き技法

原料としての認知

※ 窯・窯焚き（焼成温度・焼成雰囲気）、炭（焼成温度・条件）、
 顔料（材料・化学組成）、釉薬（材料・化学組成）、絵付け
 （顔料等の調合など）は省略。
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についてみておこう。

1630 年代の泉山陶石の利用開始期は、伝承では、李

参平という朝鮮人陶工との関わりで語られる。窯跡や窯

道具、磁器焼成創始期のこの時期の製品をみても、この

時期の有田の知識と技術は朝鮮半島の影響によるものと

いう点には、異論のないところであろう。泉山の発見以

前は、有田黒牟田地区のほか、創始期の窯場を有する有

田周辺の各所で小規模に採掘がなされたと想定する。佐

賀藩領内には、流紋岩質の地質が分布するので、これら

の化学的な変質によって規模の大小はさておき、陶石の

取れる場所はほかにも点在したと思われる。

泉山は、すでに農村として開発されていたため、村落

からの近さ、陶石の露出、さらに採掘時の硬さなど、江

戸時代のこの時期の採掘と運搬の技術レベルにおいても

問題はなく、利便性があっただろう。

有田泉山の陶石鉱床では場所によって、その性質に違

いがあることに言及した。「単位」という比較スケール

のなかった江戸時代には、「つよ」「よわ」などと言って

呼び分けることもあったようである。「よわ」は釉薬に、

「つよ」はボディに使用されたことから、耐火度をその

意味に含んでいよう。

この「つよ」と「よわ」の違いは、今後の自然科学分

析における検討の一つのポイントにもなりそうである。

陶石の使い分けが、いつ、どのように進んできたのか。

つまり、①陶石として認知されたこと、と、②陶石のな

かでの差異を認知した段階が、同時であるのか、それと

も、②の方が遅れるのか。考古学的知見に自然科学分析

なども併せて今後検討していきたい。

『有田町史』には、有田で内山と外山で明確な製品の

質差をコントロールした時期に、内山と外山間での陶石

の移動が禁止されたことが示されている。ただし、実際

には、内山から外山への流出、盗難があったこともわか

る。

内山と外山の製品の生地には陶石レベルでの差異も想

定可能である。しかし一面で、前述のように例外的には

内山と外山の間での原材料の移動が起こり得る。自然科

学分析を行いて胎土分析の結果を用いた産地推定をする

際には、大局的な視点と個別の解釈を認識しながら行う

必要があることの覚えとしよう。

ここで、切り出した粘土鉱物の塊は、そのサイズによっ

て、再度、風化（化学変化）の様相に変容をもたらすこ

とも想定はできるのだが、これを想定しての検討につい

ては、現在の考古学的な知見では検討しづらく（出土例

が見出せない）、自然科学分析上も煩雑になりすぎるた

め、分析精度を含めてそこまでは考慮しがたいのではな

いだろうか。

③プロセスⅢ：製土（素地）の調整

有田での聞き取りなど人文系の調査では語られなが

ら、これまでの磁器の胎土分析とその産地推定において

は、分析の範疇からは見過ごしにしてきた工程である。

陶石は、天然自然のものを取ってきたそのものをすぐ

に材料として利用するわけではない。ここでさらなる人

為を介在させ、陶磁原料として相応しいものに調整する。

窯跡や消費地遺跡の出土陶片からみた有田の製品に

は、1630 ～ 1650 年代前半、1650 年代後半、1660 年代

以降など、それぞれの時代に、器種、法量、文様デザイ

ンを含めた意匠など、多様である。この種類の豊富さに

は、製土の段階で素地のコントロールがないと実現しえ

ないものも含まれる。特に、1640 ～ 1650 年代半ばにか

けて、磁器化させる以上に、狙ったところの素地を獲得

する技術の革新がなされたと考える。つまり、製品の完

成イメージに応じた胎土の使い分けがあると考えられ、

製土はここに関係する。

製土の工程は、有田泉山にも近い、有田の窯焼き（工

房）で行われた。近年、陶磁器の焼成遺構である窯跡以

外にも、工房跡の発掘調査が行われ、製土の工程につい

ても詳細が明らかにされている。有田町教育委員会では、

平成 25 ～ 27 年にかけて、泉山一丁目遺跡、中樽一丁目

遺跡の発掘調査を行い、複数の窯焼き工房跡のエリアか

ら、精土の工程を示す、遺構や遺物が確認している（有

田町教育委員会 2016）（18）。

筆者は、新免歳靖、二宮修治らと、有田町教育委員会

から、精土に関わるサンプルの提供を受け、これらの分

析・解析・理解を進めている。各サンプルについては、

同教委の村上伸之氏から、出土遺構の仔細と解釈をうか

がっている。その上で、新免歳靖氏が、個別のサンプル

に対して、予見を入れずに自然科学的手法にのっとり理

化学的な分析を進めている（19）。結果や評価については、

今後、報告していきたい。

さて、この製土の工程Ⅲのうちにも、[ ⅲ 01] 採掘し

た陶石の選別、[ ⅲ 02] 粉砕、[ ⅲ 03] 水簸、[ ⅲ 04] 乾燥、[ ⅲ

05] 素地調整、[ ⅲ 06] ねかせ、の作業を想定可能である。

そして、各作業において、その過程と結果から、原材料

の形状や物性に物理・化学変化が生じることとなる。

Ⅲ -[ ⅲ 1] 採掘した陶石の選別：前述のように、採掘し

た陶石は、「つよ」や「よわ」などとして把握されるような、

肉眼や感触レベルで判断・選別できる性質の違いによっ

て分類された上で、次の工程に移されたと想定する。

Ⅲ -[ ⅲ 2] 粉砕（唐臼・踏み臼）：採掘された陶石を、
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砕く作業である。陶石には、硬く比較的大きな石英と、

軟らかく微細な粒子である粘土が含まれており、これを

割る作業である。

砕かれ、細かくなった陶石は、粒子の表面積が大きく

なり、より化学変化を受けやすい状態になる。大きな粒

子の間に小さな粒子が入ることで、焼成の際にゆがみの

少ない良質な土となる。また、粒子径をある程度までは

揃えることができる（この工程では完璧を求めるところ

までは難しい）。

もちろん、江戸時代は、粉砕作業をする目的において、

化学変化は意識の外にあったはずである。当時は、あく

までも経験的に、「成形しやすく・焼いても割れないよ

うな土」が意識されたと推測する。現代窯業においてス

タンパーを使って行っている作業と、工程は一致するも

のの、目的は同一視できない。近現代の産業技術と、前

近代の産業技術（伝統技術）を比較する際、戒めるべき

点である。各作業が基本的に手作業でなされた時代を、

現代工業製品の持っている、規格性や品質管理水準で測

ることも誤りである。結果評価と当時の彼らの狙いにつ

いては、いったん距離を置いて考えることも必要である

（物理化学的な評価との不整合もあり得る）。

さて、有田では、粉砕作業は、「唐臼」あるいは「踏

み臼」を使って行った。「唐臼」とは、川の水を動力と

して駆動する木製の装置である。一方に杵を、もう一方

に水槽をもたせた木材で、水槽側に水がたまると傾いて

杵が上がり、それによって水がはけると杵が下がる為、

杵が臼に入れた陶石を砕く用を果たす。流水のある限り

は駆動できる。干ばつによる渇水で稼働せず、窯焼きの

屋敷内に設置されていた踏み臼で作業が行われたことが

あると、村上伸之氏によって紹介されている（18）。

唐臼は、江戸時代（藩政期）には、窯焼きのみが保有

できた施設である。 窯焼きの屋敷内には「踏み臼」が

設置されていた。これを裏付けるかのように、中樽一丁

目遺跡では窯焼きの工房跡から、踏み臼の臼跡らしき遺

構が確認されている。

唐臼と踏み臼が、それぞれいつから存在するのか、に

ついては、中樽一丁目遺跡で、釉薬用と思しき陶石が踏

み臼で確認されることから、17 世紀後半～ 18 世紀前半

頃は確実な存在を想定できる（18）。

少なくとも 17 世紀半ば、踏み臼による陶石の粉砕が

行われ、採掘した陶石を「砕くことによって、原材料を

使いやすいサイズに調整する」作業がはじまっている。

Ⅲ -[ ⅲ 3] 水簸（オロ）：先の粉砕作業では、ある程度

まで砕いたとして、良い素地を作ろうとするなら、その

粒子を求めるサイズに揃えることは不可能である。これ

を実現するは、水簸である。

水簸では、「オロ」という木製の水槽と樋を組み合わ

せた装置を使う。砕いた粘土鉱物を水に入れて混ぜると、

比重によって粒子を分けることができる。水槽と樋と水

位の位置関係の調整により、これを制御する。

比重選鉱の原理では、流水によるものと、沈殿による

ものがある。例えば、砂金取りにおいて、碗掛け（碗に

砂金の入った水を入れて回す）、水簸、桶流し、あるいは、

山砂鉄をとるカンナ流しなども、比重選鉱の原理である。

戦国期～江戸時代には、各大名・幕府により、鉱山開発

が進んでおり（小規模な鉱山開発についても近年指摘が

ある）、鉱山技術もまた、相互に影響した可能性がある。

付近では、明治期の金銀山が波佐見に所在するが、佐賀

藩と鉱山（特に、金銀銅など）の関係は、後述する今後

の筆者の課題としておく。

水簸のための「オロ」は、先に述べた中樽一丁目遺跡

において、確認されている（18）。

新免歳靖は、[ ⅲ -2] 粉砕と [ ⅲ -3] 水簸の作業において、

粒子サイズの調整と同時におこる化学変化について、自

然科学分析を試みている（19）。現在の所見では、陶石が

粉砕と水簸により、次第に粒子サイズを整えられ、より

精選された方向に向かうことが指摘できそうである。

水簸では、鉄分の除去も大切である。

鉄分が残ると、焼成時に黒い斑点ができてしまう。斑

点のない白素地を得るには、もともと鉄分の少ないもの

を使用するか、あるいは、含まれる鉄分を除去する必要

がある。現代は電気で磁力をおこし、鉄を引き付けて除

去するなど行うが（20）、この時期の技術はどうか。

脱鉄は、磁器生産における白素地の確保にとって、非

常に重要である。水簸では、比重の重い鉄も一緒に沈殿

するため、脱鉄は水簸を繰り返せば可能である。

肥前磁器の胎土に、時折、鉄に由来する黒い粒状の斑

点を見ることがある。しかしながら、例えば、盛期鍋島、

柿右衛門、などではほとんど完全にこれらをコントロー

ル下に置いて、完璧な白素地を実現している。整えられ

た素地は、焼成時の化学変化も一定にしたことであろう。

これも、1640 ～ 1650 年代にかけて、大きく進展のあっ

た技術ではなかったか。古九谷様式の白磁素地や、染付

併用の色絵素地から、あるいは陶片資料や伝世品からそ

のように理解できる。後述するが楠木谷窯跡なども好例

である。

山辺田遺跡、中樽一丁目遺跡・泉山一丁目遺跡、赤絵

町遺跡・幸平遺跡を除けば、発掘調査・発見例が少ない

こうした有田の工房跡の事例の蓄積にも、今後とも一層

期待したい。水簸で使用される木材などでは、いずれ年
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輪年代法も試したいものである。

Ⅲ -[ ⅲ 4] 乾燥：水簸し、粒子サイズを揃えた粘土は、「オ

ロ」の沈殿層から取り出されて、乾燥させる。この段階

も、窯焼きの屋敷内で行われたと考えられる。

Ⅲ -[ ⅲ 5] 素地調整：乾燥させた素地もまた、そのまま

使用するのではなく、製品に応じて、別の材料も添加し

て調整されたことも考えられる。ここでは、[ ⅲ -2] 粉砕

の段階で合わせて砕く、あるいは、この [ ⅲ -5] の段階

に別の材料を混ぜるなども考えられる。

ただし、有田で 1630 年代より用いた泉山陶石、ある

いは、そののち用いられた天草陶石、これら 2 つとも、

単味でも磁器原料となる良質な陶石である。これに対し

て、有田がその手本としてきた中国の景徳鎮磁器は、こ

こを訪れた宣教師のダントルコールの記録によって、17

世紀後葉頃の中国景徳鎮の磁器原料のことが記されてお

り、ここには原料を合わせたことが示されている（21）。

単味で使用できる本来的な質の良さを考えると、青磁、

染付素地、白磁、色絵素地などのその後の加飾の違い、

あるいは、内山と外山などの製品の質差、また、柿右衛

門や鍋島などの特に精選される品、など、製品の違いに

応じて、例えば、もとの粘土鉱物の精選、粉砕による粒

子サイズの調整や、その後の水簸の回数などで、違いが

コントロールされた可能性を想定できる。

Ⅲ -[ ⅲ 6] ねかせ：土は、ねかせることで、微生物等の

作用で、さらに化学変化が進むと考えられる。

さて、これにて磁器原料としていったん完成する。こ

の状態で、窯焼きのもとに置かれたと考えられる。

④プロセスⅣ：成形

成形は、大きくロクロ成形と型打ち成形の 2 種に分け

ることができる。

Ⅳ -[ Ａ ] ロクロ：ロクロの技術は、大橋康二によると

肥前陶磁編年のⅠ期からの技術である（大橋 1989）（22）。

中樽一丁目遺跡では、このロクロの軸を支える「クル

マツボ」が確認されている（18）。

肥前磁器では、蹴ロクロを使用しているが、景徳鎮磁

器では手回しロクロなども使われており、ロクロに関し

ては、李朝の技術が導入されて以降、肥前磁器の初期か

ら、独自に発展してきた技術ではないか。

Ⅳ -[ Ｂ ] 型打ち：

磁器が焼成される段階（大橋康二の肥前陶磁編年：Ⅱ

-1 期）になると、ロクロと型打ちを併用した製品がみ

られるようになる（九州近世陶磁学会 2000、106pp 図

版№ 4 向ノ原 1 号物原 8 層、№ 6 天神森窯（Ⅱ -1 期の

1610 ～ 1630 年代でも早い、1610 ～ 1620 年代）（23）。

このロクロと型打ち成形の併用は、つづくⅡ -2 期、

窯場の整理統合が行われた直後の 1640 年代の皿に顕著

にみられる。さらに、このⅡ -2 期の末には、この 1640

年代を中心に 1630 年代から 1650 年代半ばまでに進行し

ていく、高台経の広がりを技術的に補助した「ハリ支え

技法」が開発されている。ロクロ型打ち成形と高台経の

広がり、ハリ支え技法は、中国の景徳鎮磁器の意匠的な

影響である。また、1650 年代には、型打ち成形の皿の

高台を糸切する技法が出現し、糸切細工の製品はこの時

期、非常に流行している。

陶器の焼成段階にはない成形方法であるが、この形が

求められたのは、1620 ～ 1640 年代頃の崇禎期の景徳鎮

磁器皿にこのような型を用いたもの（菊花、輪花ほか、

竹型など）が多いため、その影響と考える。

こうしてみると、1620 ～ 1640 年代の崇禎期の景徳鎮

磁器の意匠的な影響はすでに磁器の焼成に成功したⅡ -1

期よりはじまっており、これが技術的な裏付けをもって

達成されたのが、1640 ～ 1650 年代半ばにかけてである。

型打ちを併用する技術は、この時期を象徴する。しかし

ながら、ロクロの技術については、それまでに達成した

技術の延長線上にあるものと考えられる。成形には、こ

の頃の伝統と、新規の意匠の影響を受けた新技術、とい

う二つの相をみることができるだろう。

ロクロ技術には当時の伝統的な部分も存在したと考え

る理由は、この先に至っても、有田では中国磁器の伝統

的な技術である、壺の胴体部での接合は肥前では基本的

に行われていないためである。ロクロ技術には、陶器か

ら連綿と続く技の継承・発展がある。このことは、手わ

ざの問題のみでなく、土づくりとその土の特性に依拠す

る技、という観点でとらえたい。目指す意匠デザインが

中国磁器にあるといっても、その具現化にあたっては、

在来技術とそれを生む材料の制約（必ずしもマイナスの

意味ではない）を受けた。

ここで、1640 年代後半から 1650 年代半ばの技術的達

成について考えておこう。

・ 土づくり：山辺田窯跡、工房跡、長吉谷窯跡、楠木谷

窯跡、などからみると、白素地をつくる脱鉄（水簸）

技術あるいは土の選択（はじめから白い）は、1640 ～

1650 年代半ばにかけて成功していると考えられる。

・ その白素地を用いて、中国磁器の意匠的影響の濃い製

品を生み出していったのであろう。

・ ただし、1640 ～ 1650 年代後半までの肥前の初期色絵

製品においては、素地の脱鉄に関しては、必ずしも完

璧さは必須ではなかった、あるいは、その技術が不完

全であった可能性がある。古九谷様式の製品の中にも、
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鉄分がのこるような素地がみられる。これが、1650 年

代後半の、南京赤絵を目指したと考えられる楠木谷製

品あたりからは、次第に、高級磁器の必要要件になっ

ていき、柿右衛門に代表される南川原製品や、鍋島な

どの段階に入ると、白素地の美しさが必須である。

・ 成形後、仕上げとして、「ミズブキ」により、埃をとっ

て器の表面を平滑にすることが、現代の伝統工芸で行

われている。この器面の平滑化は、この先の絵付けに

よる発色のために重要である（24）。染付あるいは色絵

の発色と濃みの濃淡のコントロールも、この平滑な素

地あってこそではないか。

また、この工程は、素焼きほか焼成時の化学変化にも

影響する可能性は高い。

⑤プロセスⅤ：素焼き

素焼きは、磁器焼成のための技術である。例外として、

伊万里市教育委員会の船井向洋氏によると、伊万里市で

調査された肥前陶器（唐津焼）の窯跡の中で、茅ノ谷（か

やんたに）窯跡の瓶には素焼きを確認できる、という。

素焼きは、1650 半ば頃には確認でき、1670 ～ 1680 年

代では標準的な技術になっているものと想定される。

山辺田窯跡について報告した村上伸之は、素焼き窯

の技術について、次のように述べている（25）（村上伸之

2017、以下かぎかっこ内引用。）。

「近代の例では、町内に残っていた赤絵窯を移築した

有田町歴史民俗資料館の赤絵窯（Fig.3-10）の場合、天

井のない円筒形の本体で、側面の一方に突き出た形状の

焚き口が付設される構造になっており、『陶磁器説圖』

に描かれる素焼き窯（Fig.3-11）に類似している。また、

中世以前より北九州から関西付近に分布する煙管形の土

器窯とも構造の類似が認められる。」

「有田の上絵付け技法は中国からの技術の導入により

開始されるが、実際には、日本の伝統的な技術も応用さ

れていたことが分かる。」

このように、赤絵窯と人形窯等の在来技術には一定の

関連が予想される。低下度で焼成雰囲気をコントロール

して色を発色させる技術としては、人形の彩色技術 は、

型の技術の由来とともに、重要視しても良いかもしれな

い。京焼との関係についても興味ある点である。

筆者と新免歳靖、二宮修治は、有田町教育委員会から

素焼き片の提供を受け、これらについても、調査を進め

ている途上であり、今後、本プロジェクト等で、分析結

果の報告を行って行く予定である。

焼成に伴っては、一方で、炭焼きの技術や、木材の生

育環境・生産なども重要であるものの、筆者はまだそれ

を語る力量にない。ここでは要素の確認にとどめたい。

⑥プロセスⅥ：染付

器形の成形と染付や色絵などの意匠デザインは、人為

が最も発現されるところである。デザインと意思の関係

は、縄文土器などの土器研究においても、しばしば粘土

の可逆性とデザインなどの観点で言及されてきた。

プロセスⅢ：製土、Ⅳ：成形、Ⅴ：素焼き、Ⅵ：染付、

さらに、Ⅶ：上絵付、は、一連の流れとして関連しなが

ら、一つの製品の上に帰結する。これらは個別の作業で

あるようにみえて、それぞれのしごとの精度と互いの関

係が製品の質を左右する。これらの精度を上げるために

は、後にシステム化される分業・専門化は非常に効率的

である。

　筆者は、14 代今右衛門から、分業について、それぞ

れの精度を上げる意味や、互いの関係・連携、分節化さ

れた作業の中でのお互いの存在に対する想像力の重要性

などについて、お話をうかがった。手工業における生産

活動には、現代産業における分業に対しても、非常に良

い視座を得ることができそうである。

特に、高級品の制作において、物質的にも、人的にも

これらの関係と連携は不可欠である。それは、すでに、

採掘後の陶石の選別から流れははじまっているが、特に

重要なのが、素地の仕上がりと色材の発色・濃淡の関係

である。そして、そこには意匠デザインという適切なゴー

ルの設定がはじめにある必要が出てくる。

最終的な意匠デザインは、材料と技術の連携の上にな

しえたもので、それは、現代の作陶家たちの作陶活動と

も変わらぬ部分もある。肥前磁器の窯場において、材料

の供給や職人の分業をどうコントロールしたかは、窯の、

あるいは肥前の窯場全体のグランドデザインも含めて達

成しえた。中国磁器をモデルに置いたとはいえ、いかに

それを具現するか、意匠デザインを決めたのか、という

問題は後で指摘したい。ここまでの工程は、革新的であっ

ても、需要層に「見える」、形、色、デザインの影響は

やはり大きい。

次に、Ⅵ：染付の流れをみていこう。

Ⅵ -[ ⅵ 1]：染付（絵付け）

絵付けは、線書きと濃みの作業に分けることができる。

また、染付線を入れる前に墨で骨書きを行うこともある。

同じく、「墨弾き」技法では、染付濃みの以前に墨を含

ませた筆で白く抜きたい部分の線を描く。

現代の伝統工芸の職人の技術をみると、線書き（骨書

き）と濃みで、使用する筆、筆への顔料（を解いた水）

の含ませ方、描き方は異なる。筆者は、14 代今右衛門
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氏や今右衛門窯のご厚意で今右衛門窯を見学し、また、

有田焼の伝統工芸士である山崎伸悟氏のもとで、実際に

線書きや濃みを体験した。出土陶片を考える上で参考に

した。

Ⅵ -[ ⅵ 1a] 染付「線書き」

鍋島の場合、桐や柳の軟らかい「墨」で下絵を描く。

下絵では、肥前磁器の揃いの皿の文様を描くための「仲

立ち紙」の使用が、山本文子によって裏付けられた（26）。

山本によれば、「仲立ち紙」は、肥前磁器の精華である、

鍋島焼の盛期でなされた寸分たがわぬ絵柄の揃い皿を実

現する技法である。日の字鳳凰文との共伴も指摘され、

もとは 1650 年代に有田の民窯で生まれた技、としてい

る。1650 年代に高級量産品を制作するのに生まれたも

ので、有田の内山である、楠木谷窯跡あたりから、1660

年代に南川原・窯の辻窯跡、長吉谷窯跡、中白川窯跡、

などに広がり、盛期鍋島にも取り入れられた。

染付の線書きは、顔料の調合、線書き用の細い筆、顔

料の溶き方（水か）、これらのコントロールなどの技術

が必要である。中国景徳鎮磁器の写し行われる、底裏の

圏線、文様、底裏銘は、この線書きの技術で達成される。

さて、「丸文」の輪郭線の線描きや、円を使っての文

様の割り付けを行うためには、竹製で筆を使うタイプの

コンパスが用いられる。コンパス自体は、『日葡辞書』

（1603 ～ 1604 頃）にもみられる。現代使用される竹製

のコンパスも、当初より使用された可能性がある。

丸文は、景徳鎮磁器の祥瑞文様で多用される。その影

響で1640～1650年代には肥前の祥瑞写しに丸文が多い。

Ⅵ -[ ⅵ 1b] 染付「濃み」

染付濃みは、現代の伝統工芸の技術では、濃み筆（太

い筆）に水に溶いた顔料を含ませ、器面にあてた筆先に、

これを降ろしていくように行う。筆の根本を少し絞るよ

うにしても行っており、筆運びとこの絵具を降ろす作業

のコントロールによって、濃淡をコントロールする。

染付濃みの濃淡が安定してくるのは楠木谷窯跡など、

その年代は 1650 年代後半頃であろうか。この染付濃み

の安定のためには、材料である顔料粒子の精製、濃み筆

などの道具の発達、顔料と水分の絵具として使用する際

の混合比率、濃み筆のコントロールなどの技術の発達が

背景として必要になる。また、その前提として、器面の

滑らかさや必要な硬さと乾燥具合（絵具の吸収具合）な

ども求められるだろう。

染付による顔料粒子や濃みの濃淡のコントロールは、

色絵磁器の開発初期よりも少し遅れるように思われる。

例えば、楠木谷窯跡などで開発されたのではないか。草

創期～初期鍋島では技術の進展があったようで、1650

年代頃に一定程度、南川原窯などで 1660 年代～ 1670 年

代には、染付濃みの技術は極められ、完成の域に達する、

と考えられる（27）。

Ⅵ -[ ⅵ 2]：施釉

肥前磁器では、染付に透明釉を使用する。上絵付は、

透明釉をかけて本焼きした上に行われる。透明釉の材料

は、長石、イス灰、鉛などが考えられる。 

Ⅵ -[ ⅵ 3]：本焼き（焼成）

本焼き（焼成）は、窯を築き・器を詰め・火をくべ・

とめ・器をだすという人為と、これがもたらす高温によ

る化学変化によっておこる。

焼成温度については、山崎一雄が、山辺田 2 号窯の陶

片サンプル（論文では YA13）の胎土について、鉱物成

分の X 線回折法による調査結果として、胎土の原料と

してふくまれていた石英のほかに、加熱によってムライ

ト（mullite 3Al2O3）が生成し、石英の一部がクリスト

バライトに変化したことで、焼成温度を 1100 ～ 1200℃

とした（28）。

焼成温度は、磁器化に伴う重要な問題である。肥前磁

器創始期の窯の技術の発展については、村上伸之による

検討がある（29）。村上の示した磁器と陶器の併焼の証左

（小溝窯跡出土の壺で、磁器の口に陶器の胴部が一体に

なった陶片資料）をみても、磁器と陶器の併焼期に、陶

器の方でも磁器原料であれば磁器化する程度での焼成温

度に達していることが想定可能である。さてそこで、唐

津系諸窯を分析した、佐賀大学の資料を確認してみると、

蛍光Ⅹ線分析と偏光顕微鏡観察によって、陶器の中にも、

一部、ムライトやクリストバライトを確認できるものが

あることがわかる（30）。

創始期の磁器化については、焼成温度は比較的低い

1100 ～ 1200℃でも達成していた可能性がある。ちなみ

に、ここで検討したい時期より下ると思われるが、試

みに家永敬三による、鍋島藩窯のトンバイの耐火度の

分析値を引用してみると、その値は、1610℃、1630℃、

1650℃であった（31）。窯の構築材よりも高い温度では焼

成不可能と考えるので、今後、胎土やトンバイなどに関

する焼成温度の検討する際に、本焼き焼成の温度帯にお

けるヒントになる数字であろう。

なお、本焼き焼成に関連し、窯構造は、最初期の割竹

式から連房式となって、規模の大小があるものの、筆者

の検討する肥前磁器の技術革新の詳細とはそれほど連動

しないと考えられている（29）。どちらかと言えば、高級

品の生産においては、泉山陶石を用いながら中国風の器

形を実現せしめたハマの使用、匣鉢の使用などの窯詰め

技法の改良によるところが大きい。これらは、1650 年
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代においてはなされていた、というよりも、中国風の磁

器を焼く技術体系を完成させる過程において、出現して

きたとみてよいだろう。

陶器と磁器の併焼については、陶器の焼成温度の展開

も重要なところと考える。今後、陶器の側においても、

焼成温度に関する情報を集積させていきたい。

Ⅵ -[ ⅵ 4]：完成（焼成後の選択）

焼成は、電気炉やガス窯のない前近代には、完全なコ

ントロール下にはない。温度計もなく、火の色を見極め

行われた作業である。そこには、意思だけでなく、偶然

による結果も存在する。そこで、各窯では仕上がりをみ

て、流通（窯場の外に出す）製品の取捨選択を行うが、

この選択は、窯の位置づけや最初に決めた意匠デザイン

が関係する。

二宮修治・新免歳靖らが、行ってきた肥前磁器に関す

る胎土分析は、染付製品ではこの⑥まで、上絵付製品で

はさらに⑦までのところを経た結果の胎土を評価したも

のである。これまで、かなり整合的に各窯の産地のもの

がクラスターを形成しており、意匠デザインの意図と制

作技術によるコントロールの結果、それぞれに差異が生

み出されたと考えられる。また、ここに達するまでのと

ころを、前述のとおり、作業の時間軸に落とし込むこと

を目的に、新免歳靖を中心に分析を進めている。

⑦プロセスⅦ：上絵付

上絵付の研究においては、大橋康二や村上伸之らが、

窯跡調査で出土した資料に基づいて、数多くの示唆に富

む発信を行っている（27）（29）。

大橋康二の「確証はないが、おそらくは中国の技術を

導入した色絵は素地までも中国的なのものが先出であ

り、その色絵の技術だけが急速に有田皿山内に広まり、

ロクロ成形のように長い習熟の必要なものは、短期間に

広まらずに、従来からの技術で作られた素地に新しく習

い覚えた上絵付を施して焼いたものとみられる。しかし

初期には、赤絵窯での温度の調節を習熟していないため

に、焼きすぎるなどして、色調のバラつきも生じること

がしばらく続いたと推測される。」との言及は正鵠を得

るものである（27）。顔料については、後述する。

Ⅶ -[ ⅶ 1] 絵付け a; 上絵・「線書き」

上絵には、白磁素地に行うものと、染付素地に行うも

のがある。染付製品に上絵を行う際にも、はじめから上

絵付を行うことを想定し、上絵を描く余白を残す場合と、

上絵の想定されていない器面に上絵を行う場合がある。

この上絵においては、輪郭線を引く、線書き（骨描き）

を行っておき、この線をもとに塗りを行う（濃む）場合

と、線書き（骨書き）なしで、そのままの筆運びで描く

か濃むなどの場合があるが、ここでは線書きを説明する。

輪郭線には、染付、赤絵、黒色絵具などが使用される。

黒色は、古九谷様式で寒色系の絵具を併用する製品に

使用されるなど、製品のスタイルに応じて使い分けがあ

る。このことは、線書きも含め、しっかりと効果を計算

して描いていたことを示すだろう。

赤絵で行う際に、上絵の線書きの赤色顔料を「描き赤」

と呼ぶ。上絵の線書きの赤と、濃み（花濃み）の赤では、

顔料の調整・調合、糊材の混ぜ方、水分の含ませ方など

が異なる。高級磁器の場合がそうである。顔料について

は、後述する。

Ⅶ -[ ⅶ 2] 絵付け b; 上絵・赤「濃み」「花濃み」

伝統工芸の技術では、濃みを行うには、濃み筆を用い

る。濃み筆に顔料を膠水で溶いたものを含ませて濃む。

このとき、赤色の絵具には、必要な条件が 3 つある。

1 点目は、その色である。2 点目は、器面で広がること

である。3 点目は、器面に固着することである。求める

色調の赤色が出せ、絵柄としてイメージしたとおりの形

に塗る（広げる）ことができ、絵付け時にそれをキープ

し、焼成時に流れないなど、いくつかの矛盾した条件を

クリアする必要がある。

器面に上絵を描くには、( ア ) 解膠性（固体である絵

具がコロイド分散、つまり、1mm ～数百㎚のコロイド

粒子が溶液中に分散）が重要である。それと同時に、（イ）

この状態で一定程度の時間とどまる固着性も備え、（ウ）

焼成によってガラス表面で焼結されることも可能でなけ

ればならない。このうち、（イ）が流し掛けなど流れて

も良いデザインとの違い、（ウ）が焼成プロセスを経る

陶磁器の上絵と絵画の違い、を示す。そして、最初の（ア）

の性質が、絵付け時の絵画的な完成度に関連する。

このことに関連して、筆者は、樋口智寛、二宮修治、

新免歳靖とともに、上絵の技術における糊材（膠やふの

り）の役割と影響についての科研費研究を別に行ってい

るので参照されたい（32）。

赤絵による線書き（骨書き）は、肥前の色絵で祥瑞手

の製品に、細くち密に描いたものがあり、この細い線書

きを行えるレベルには、1657 年までに達している。そ

して、祥瑞手は、岩谷川内の猿川などで開発された可能

性が高いと考えられている。赤絵で「濃む」技術は、当

初はあまり使われていない印象である。初期鍋島あたり

まで、その時期は下るかもしれない。赤絵の顔料入手や

解膠性などの問題によるかもしれない。

Ⅶ -[ ⅶ 3a]; 上絵「具濃み」

　( 淡緑、濃緑、黄緑、黄、黄土、青、紫 )
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肥前では、伝統的に、赤絵の「花濃み」に対し、「具濃み」

と呼んでいる。

伝統工芸の技術では、肥前の赤絵は、顔料を膠などの

糊材で固着させる。赤以外の色（淡緑、濃緑、黄緑、黄、

黄土、青、紫）の顔料は、粉にしたガラスであるフリッ

ト成分（有田では「唐石」と呼ぶ）を混ぜて使用する。

ガラスが器面に定着させる役割を果たすのである。

各顔料と意匠の関係について、後述したい。

Ⅶ -[ ⅶ 3b]; 黒色 

黒色は線書きにも使用され、以下の具濃みの、緑、黄、

青、紫などの寒色系の顔料と併用された。混色の可能性

があるが、このあたりは、今後、自然科学分析により確

認していきたい。

Ⅶ -[ ⅶ 3c]; 上絵 ( 金彩・銀彩 )

上絵のうち、金彩、銀彩は、緑・黄・青・紫に、遅れ

て始まる。その時期は 1658 年に近いとされている（27）。

楠木谷窯跡では、瑠璃釉の上に、金彩を施す意匠がみら

れる。初出の頃の「錦手富士山の鉢・ちょく」に近い内

容は、楠木谷窯跡の製品に、富士山を象った変形皿があ

る。上絵と金彩を併用する製品は、「錦手」とも称される。

なお、「錦手」には色絵の意味もあり、上絵付窯は「錦

窯」とも称されるので、注意が必要である。

3 代将軍家光が錦手（筆者は、色絵と考える。）を好

んだようで、17 世紀中ごろには大名間で流行したと考

えられる。ただし、染付に比べ高価なため、揃いの皿を

多用する大名の食器の中で、こればかりが使われること

はなく、染付製品に代わって主体を占める量とはならな

い。

銀彩は製品になって、黒ずむ（硫化銀か）などの問題

が生じるため、色調の変わらない、加飾方法としてはあ

まり定着しなかった可能性が指摘される。また、金につ

いては、金の色味を出すための方法も工夫（色揚げ）さ

れるため、高級に見える、見栄えがする、などの意味も

あったかと考える。

下って、18 世紀になると、上絵と金彩の組み合わせ

による「金襴手」が、富裕町人も含めて流行する。

なお、実際に、金属の金や銀を使用したかは、個別資

料に対する自然科学分析によりたい。

江戸時代は、金色の色味の実現のために、様々な工夫

が凝らされており（貨幣の色揚げ、真鍮など別の材料で

の類似の色味など）、別の色材が用いられた可能性もあ

るだろう。金属の金であれば、素材の入手や管理などの

面で、文献の俎上に上る可能性も高い。もし、そうした

文書での管理が目立たないようであれば、別の色材を使

用したことも想定することも間違いではないだろう。

Ⅶ -[ ⅶ 4]; 上絵の焼成

1640 年代～ 1650 年代の色絵磁器では、江戸城跡 ( 汐

見多聞 ) 櫓台石垣地点）などの色絵製品をみると、ある

程度の生産管理は効いていたとも思われる。一方で、素

地の調整についてはいまだ未完のところがあり、脱鉄な

どは完璧ではないように観察される。また、この時期に

おける出土陶片が、明暦大火罹災品が多く、これによっ

て時期を特定しているがゆえに、それぞれの陶片の完成

度については確認しづらいところである。今後生産地や

伝世品を含めてもう少し詰めていきたい。

低下度で、発色等のデリケートなコントロールを要す

る上絵付焼成において、赤絵町にみられる、錦窯のよう

な小規模な窯が採用された点は、意味あることに思える。

錦窯が、人形窯に類する形を持ち、人形はまた、型物の

技術を伴うことも、示唆的である。

Ⅶ -[ ⅶ 5]; 完成（焼成後の選択）

上絵付焼成後、完成した製品として認められるもの、

生産時のロスとして、処分されるもの（ないし完製品と

しては認められず窯道具等に再利用されることもある）

に分けられる。消費地遺跡の出土陶片は、ほぼ、この選

択の工程を経たものである（稀有な例として、例外はあ

る）。取捨選択のレベルは、求められる製品の質に応じて、

その規格の厳しさが異なる。

前述のように、ガス窯や電気窯のない前近代の薪や炭

による窯焚きにおいては、火力や温度は完全なコント

ロール下にはなく、歩留まりも現在よりは悪かった。窯

出し後、その仕上がり具合をみて、歪みや割れなどのほ

かにも、いわば生産ロスとして流通（窯場の外に出す）

製品を取捨選択した。取捨選択（品質管理）においては、

製品の質の高低などのはじめに意図された製品の質が、

振り分けの幅を規定したと考えられる。現代の工業製品

における、非常にち密な品質管理・制御と比較すれば緩

やかであっても、薪窯というロスの生じやすい焼成方法

をとっていても、これを非常に厳格に行った製品と、以

外にラフに江戸遺跡にまで来ている製品があることは周

知のとおりであろう。これは質の差ととらえられる。た

だし、一面では、古染付のように、好みとして「虫食い」

のあるものも珍重され、その一方で、景徳鎮磁器のち密

さが求められた。製品の管理が、最も厳密になされたの

が、大川内山移転後の鍋島藩窯である。1640 ～ 1650 年

代に行われた高級磁器の生産にあたっては、こうした管

理がなされたはずである。

ここまでをまとめると、次のようになる。

・ 1640 ～ 1650 年代にかけて、有田の色絵は、明確な製

品の意匠デザインのイメージのもとで、鉱物資源の開
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発と採掘、材料の精製、調整、成形、焼成、絵付け、

などの技術をもって成立、1660 年代以降は、窯ごとの

分業システムが成立した。素地は、粉砕、水簸、など

で求められる品質に対応した。ロクロ技術は、朝鮮半

島由来の伝統をベースに、型打ち技術を取り込んだ。

色絵技術は、中国磁器の製作技術が取り込んだ。窯場

の整理統合など、窯場全体のグランドデザインは藩（役

人）が行った。意匠デザインの主導者について、ここ

でいったん保留する。

・ この時代の技術は、複合的な技術体系（高度にコント

ロールされた化学変化の利用）と、手仕事によるごく

微小なゆらぎと自然の織りなす（偶発的な化学変化）

により、高度に完成されたものである。芸術的な価値

も高い。

・ 素地、染付技術、色絵技術は、単独の組み合わせでは

なく不分離で、体系的にみるべきである。きめ細かに

技術、材料、道具の関係を見る必要もあるだろう。

・ 求められる意匠とのギャップを技術や材料、工夫で埋

めた場合と、技術があるがゆえに生まれた意匠、の双

方があるだろう。そこで次に材料を考えることとする。

（２）顔料と釉薬
①染付色材（青色顔料）

染付に使用する青色顔料としては、呉須である。江戸

時代中は、人口コバルトによらず、天然呉須（天然のコ

バルト化合物（酸化物）を含むなる鉱石）が使われた。

②色絵具

表 1 には、色材について文献等にみられるものを中心

にして、現在の理解を一覧にした。

絵具の種類としては、1640 ～ 1650 年代前半頃には、

赤のほかに、黄色、黄緑色、緑色、紫色、青色、およ

び黒色が使用された。このほか、これらに少し遅れて、

1650 年代中頃には、楠木谷窯において金銀彩が開発さ

れた（33）。こうした製品の意匠デザインは、中国磁器の、

万暦、天啓、崇禎の各時期の製品のイメージによるもの

である。しかも、大名屋敷の出土資料や山辺田遺跡にお

ける中国製品や美濃の製品の出土から、そのイメージは、

雰囲気などというものではなく実際の製品からダイレク

トに与えられたものと考えられる。これらの実現にあっ

ては、もとの万暦→天啓→崇禎という時代順よりは、万

暦と崇禎がほとんど同時に別の場所で、そして、天啓が

最後に達成されたと考えられる。これは、材料・技術的

な問題と関連するかもしれない。

肥前磁器における初期の色絵を実現した、古九谷様式

の製品のうち、主として寒色系の色（緑、青、紫、黄）

を使用するのは、五彩手（百花手など含む）や青手である。

これらは、万暦赤絵の影響を受けたと考えられる。この

万暦赤絵系の製品については、黒牟田地区の山辺田遺跡

などでの製作が想定されている（34）。

続いて、崇禎期の古染付や祥瑞の影響を受けた、古九

谷様式の祥瑞手の製品が成立する。これらには、赤、黄

緑、黄、などの比較的明るい色味が使用された。このう

ち、黄緑色の発色は、色絵技術の発展上重要であろう。

祥瑞からみられる明るい緑色に関連し、肥前陶器（唐

津焼）で、1610 ～ 1650 年代の間に銅緑釉を用いた二彩

色唐津が製作されている。織部などでも銅緑釉の発色に

成功していたが、有田の技術については肥前陶器の緑色

との影響関係も考慮する必要はないだろうか。この点に

ついても、今後考えを進めたい。南京赤絵を写す製品に

おいて、明るい色の発色に関わっては、さらなる技術的

展開があったと考えられる。

今右衛門窯で使用されている絵具と、技法については、

最近、石崎泰之氏が 14 代今泉今右衛門氏からの聞き取

りによって次のようにまとめている（35）。

「赤絵具

　　有田の色絵磁器は、赤・黒・緑・黄・紫・群青・金」

などの顔料で上絵付される。なかでも、赤絵具の調合は

色鍋島の赤絵屋の核心であり、一子相伝の秘法であった。

まず、唐石（フリット）と呼ばれる鉛ガラスを坩堝に入

れて 600 ～ 700℃で仮焼した後細かく粉砕し、水を入れ

た乳鉢で 8 時間くらい摺って微細粉とする、これを水簸

して、上澄みの微粒子を最上等の「花浮き」、中澄みの

沈殿物を「赤浮き」、下に沈んだのを「粕」という具合

に区別する。この工程を「たてわけ」と呼ぶ。これにロー

ハ（緑礬、硫酸第一鉄）を焼いて粉末とした、ローハベ

ンガラ（酸化第二鉄）を加えて赤絵具が作られるのであ

る。

今右衛門家では、このローハベンガラを水の張った桝

に入れ、上澄みを捨てながら約一年かけて硫酸分を除い

たそうだ。そうして、「花浮き」の唐石から最上手の赤

絵具「花だみ」が、また「赤浮き」の唐石からは「かば」

と呼ばれる書き絵具ができるが、「粕」は透明性のある

黄や緑の「具だみ」に使われる。」

「一子相伝として継承した赤絵具の調合は、いまも今

右衛門家の先祖代々の仏間のある奥の部屋で行なわれ

る。盛期鍋島の上絵具の復元は、近代の今右衛門家が為

した大きな功績で、そのことに最も尽力したのが、先述

の通り、大正 5 年から十代・十一代を助けて家業に就き、

盛期鍋島を超えるほどの表現力を発揮して、昭和 23 年
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色

青色

赤色

赤色

赤色

赤色

赤色

赤色

赤色

赤色

赤色

赤色

黒色

黒色

紫色

緑色

緑色

緑色

緑色

黄緑色

黄緑色

黄緑色

青緑色

青色

黄色

黄色

黄色

黄色

茶色

こげ茶

金

銀

色の呼称
（肥前）
※引用

呉須

※村上2013

※家永１９５４

※家永１９５４

※家永１９５４

※家永１９５４

※家永１９５４

※家永１９５４

※家永１９５４

※家永１９５４

いっぺん黒
※家永１９54

※家永１９５４

※家永１９５４

緑１
※村上2013

淡青＊
※家永１９５４

濃青＊
「もよぎ」
（萌黄）
※家永１９５４

緑２
※村上2013

濃青＊
「茶もよぎ」
（茶萌黄）
※家永１９５４

黄緑１
※村上2013

黄緑２
※村上2013

青緑
※村上2013

※家永１９５４

きび（淡）＊
※家永１９５４

黄
※村上2013

きび（濃）＊
古伊万里きび
※家永１９５４

黄土
※村上2013

茶
※村上2013

こげ茶
※村上2013

金
※村上2013

銀
※村上2013

１６１０ー

1640'ｓー
1650'ｓ

1640'ｓー
1650'ｓ
中頃

◎多用

◎多用

◎多用

×未確認

◎多用

×未確認

×未確認

◎多用

◎多用

×未確認→
△多少使用

1650'ｓ
中頃ｰ
１６７０'ｓ

◎多用

△多少使用

◎多用→
△多少使用

×未確認

◎多用→
△多少使用

×未確認

×未確認→
◎多用

◎多用

◎多用

△多少使用

△多少使用

×未確認

◎多用
【楠木谷窯】

◎多用
【楠木谷窯】

16７０'ｓー
１６９０'ｓ

◎多用

△多少使用

△多少使用
→×未確認

×未確認

△多少使用
→×未確認

×未確認

◎多用

◎多用

◎多用

△多少使用
→×未確認

△多少使用

×未確認→
△多少使用

△多少使用

×未確認×未確認

×未確認

×未確認

×未確認

16９０'ｓー
１７１０'ｓ

◎多用

〇比較的多用

×未確認

◎多用

×未確認

◎多用

△多少使用

△多少使用

〇比較的多用

×未確認

？

△多少使用

〇比較的多用

×未確認

使用法

釉下彩

釉上彩

釉上彩

釉上彩

釉上彩

釉上彩

釉上彩

釉上彩

釉上彩

釉上彩

釉上彩

釉上彩

釉上彩

釉上彩

釉上彩

釉上彩

釉上彩

釉上彩

釉上彩

釉上彩

釉上彩

釉上彩

釉上彩

釉上彩

釉上彩

釉上彩

使用法２

赤

線書き
（描き赤）

線書き
（描き赤）

線書き
（描き赤）

塗り
（花濃み）

塗り
（花濃み）

塗り
（花濃み）

伊万里赤＊

伊万里黒＊

描黒

塗り
（具濃み）

塗り
（具濃み）

塗り
（具濃み）

塗り
（具濃み）

塗り
（具濃み）

塗り
（具濃み）

塗り
（具濃み）

塗り
（具濃み）

塗り
（具濃み）

塗り
（具濃み）

塗り
（具濃み）

塗り
（具濃み）

塗り
（具濃み）

塗り
（具濃み）

金彩

銀彩

色調

暗

明

黒み

赤

朱赤

透明

不透

不透

不透

不透

不透

不透

不透

不透

不透

不透

透明

透明

透明

透明

透明

透明

透明

光沢

あり

ほぼ
ない

あり

あり

あり

あり

あり

あり

あり

想定
主な材料

辰砂

鉄系

鉄系

鉄系

鉄系

鉄系

鉄系

鉄系

鉄系

銅系

銅系

銅・鉄

鉄系

鉄系

たてわけ（水簸）した唐石
（珪石・鉛丹・硝石）＊

数字はたてわけでできる割合

唐石の赤浮き・中浮き＊
２０のうち

唐石の花浮き＊
１のうち

唐石の花浮き＊
１のうち

唐石の花浮き＊
１のうち

唐石の赤浮き・中浮き＊
２０のうち

唐石の粕＊
１００のうち

唐石の粕＊
１００のうち

唐石の粕＊
１００のうち

唐石の粕＊
１００のうち

唐石の粕＊
１００のうち

唐石の粕＊
１００のうち

焼成条件
（空気雰囲気）

酸化

酸化

酸化

酸化～還元
気味あるいは
やや温度高い？

酸化

酸化

酸化

酸化

特徴

新免歳靖・二宮修治により
分析された「松ヶ谷手」の
赤色を想定

緑礬もたてわけを行う＊

黒くしずむ色・古九谷系

古九谷より明るい・柿右衛門
よりは暗い

もっとも明るい色・柿右衛門

緑礬もたてわけを行う＊

鍋島藩窯ではあまり使用され
ない色＊

鍋島藩窯ではあまり使用され
ない色＊

鍋島藩窯ではあまり使用され
ない色＊

緑色系の材料は膨張係数の
関係でひび割れしやすいので、
珪砂を入れる＊
濃青より酸化銅の割合が少
ない。

緑色系の材料は膨張係数の
関係でひび割れしやすいので、
珪砂を入れる＊
淡青より酸化銅の割合が多
い。

祥瑞手、南京赤絵写し

唐白目は硫化アンチモン、
呉須は下絵用のもの＊

新免氏の分析結果では、以下に引用したデータと異なり、「松ヶ谷手」の赤色において、鉛を使用した唐石のフリットを想定しずらいこと、この「松ヶ谷手」の赤のデータは、むしろ同時期の中国系色絵に類
似するものであることから、材料から、時代的な（あるいは製品による材料のコントロール）変遷を追える可能性もある。なお、この研究では、色絵の焼成温度は８００℃ー850℃の間と推定。＊家永敬三
1954「鍋島藩窯の科学的考察」より

表1　鍋島藩窯の研究にみる、色絵具の調合
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（1948）には十二代今右衛門を襲名した平兵衛であった。」

（中略）「これによって、昭和 47 年度に文化庁の無形文

化財保存事業として「色鍋島」の記録映画（桜映画社）

が製作された。このなかで十二代はのちに十三代今右衛

門となる長男の善（よし）昭（のり）（幼名、乕（とら）

太（た））とともに、唐石（フリット）の精製「たてわけ」

の技法の映像化を果たしている。」

今右衛門家の色絵具には、「ハナダミ（花濃み）」の赤

と、「グダミ（具濃み）」の黄・緑がある。さらに、「ハ

ナダミウキ」（これは、最近、根津美術館のお茶室の 14

代今右衛門作品の展示会でも、床の間に展示されていた

ものである。）とは、きめ細かいフリットの微粉であり、

たて分けフリットである。トウノツチとは鉛である。

唐石や、緑礬などは、「たてわけ」によって、水簸さ

れたが、この技術が、顔料粒子や質を整える上で、重要

である。比重や流水による選鉱が戦国期から江戸時代に

かけてどのように発展したのかも、赤絵顔料の色材研究

における重要な視点である。

② -1. 色絵具（赤色）＊鉄系

江戸時代、赤色の色材には、無機顔料と有機顔料の双

方があるが、焼き物で使われたのは無機顔料である。絵

画の場合、欲しい色味を実現するのに、無機顔料に有機

顔料を加えることがあった。

肥前では、主として、ローハベンガラが使用されたよ

うであるが、その赤の発色には、時代やスタイルにより

違いがあり、絵具の産地や調合法に関連すると考えられ

る。このあたりは、自然科学分析とともに考えていくべ

きところである。

肥前では、色絵を総じて「赤絵」と呼び、有田地区に

は赤絵業者の集住した赤絵町があった。ただし、赤絵町

は、本稿で主たる検討対象とした 17 世紀中葉にはまだ

存在していない。

少し古い資料の引用とはなるが、鍋島藩窯の研究にお

いて色材を研究した家永敬三によれば、赤色の材料とな

るローハベンガラ、すなわち、「緑礬とは、勿論、硫酸

鐵の謂であるが、ここでは、それを攝子六、七百度に焼

いたものを數回熱湯で、晒してから、數年乃至十數年水

洗して得られる上質の酸化鐵である。この造り方も、熟

煉と手間の掛かる仕事で、燒き過ぎると黑味がかつて來

るし、燒き足りないと發色が惡い上に、歩留まりを低下

する。水洗が十分でないと、硫酸鐵が殘つて居て、色々

の支障を來たすものである。」としている（31）。

近年の新免歳靖・二宮修治による、「松ヶ谷手」の色

絵の色材の分析調査から（36）、面白い内容がわかる。鍋

島藩窯の赤色も、「松ヶ谷手」の赤色も、呈色剤として

はローハベンガラになることが予想されるものの、調合

の際に、前者においては唐石の使用が予測され、後者の

分析値からは鉛を含む唐石の使用が予想しづらいとい

う。これらが、時代変遷を示す可能性もある。

赤色が、鉄系の呈色剤、具体的には、緑礬（ローハ）

を焙焼したローハベンガラ（第二酸化鉄 [ Hematite ]、

α鉄（Fe2O3））である可能性が想定できる。また、北野

信彦によるベンガラ塗料の研究におけるローハの加熱焼

成実験によって、緑礬（ローハ）[Melanterite]（FeSO4・

7H2O）が、ローハベンガラ（酸化第二鉄 [ Hematite ]、

α鉄（Fe2O3））となり、さらに高温になったときに黒色

を呈する四三第二鉄 [Magnetite]（Fe3O4）に変化するこ

とが確認されている（37）。この点、上記の家永の指摘を

補強しよう。なお、このときの実験では、加熱によって

硫黄成分や水分が蒸発し、さらに、鉄分の酸化作用で球

状の粒子（赤色）が形成されるという。そしてさらに、

黒色化においては還元作用が起こっているということで

ある。

緑礬（ローハ）の入手先としては、現在、すぐに思い

浮かぶ吹屋でも、18 世紀初頭頃の生産体制の整備であ

る。筆者は、吹屋ベンガラの使用は西江家の展示品の色

調から、江戸後期から明治期に下るのではないかと推測

する。14 代今右衛門氏も、明治期と考えているようで

ある。

それより以前に存在した産地、とはいずこか。となる

と、それ以前、その候補地としては、国内とともに中国

も想定できる。 また、近年では大坂城下のベンガラ製

造についても報告されている。

伝統的な技法から、この赤色顔料を描き赤と、濃み（花

濃み）で使いわけ、この 2 種の違いが、フリット等ほか

の材料との調合で生じると考えられる。

各色は酸化鉱物を呈色剤に、ガラス分と合わせてガラ

ス化して、定着させたと考えられる。ただし、調合など

で、ほかの成分も混ぜていることも十分予想される。今

後、自然科学分析を行うことで、個別に考察していきた

いが、現時点での理解を述べておこう。

② -2. 色絵具（黄色）

黄色の呈色剤には、鉄系の可能性が高いことを想定し

ている。

② -3. 色絵具（緑色、濃緑色、黄緑色、青緑色）

緑色については、銅が呈色剤である可能性が高いとを

想定する。ただし、一部において緑礬も併せられていそ
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うである。

緑色の発色は、色絵の発達史、特に 1640 ～ 1660 年代

頃の展開にとって重要である。鍋島徴古館には、佐賀

初代藩主である鍋島勝茂（1580-1657）の伝来品として、

中国磁器（色絵山水竹鳥文輪花大皿、「大明嘉靖年製」、

角枠渦福、銘。嘉靖年間は [1522-1566]）とこれを写し

た肥前磁器（色絵山水竹鳥文輪花大皿）の 2 作品が残さ

れている。2 つの作品のうち、中国磁器の緑色は暗く深

い色であると同時に器面に対して広い範囲で塗られてい

る。一方、肥前磁器では、緑色の面積は口縁の部分のみ

と狭くなっている。しかも、口縁の裏面をみると、その

緑色は、素地の部分との境目で、素地側が黒く焦げてい

る。それ以外には、とても良く中国磁器を写しており、

緑色を発色させることがこの時点ではまだ難しかったこ

とを示すのではないか。

この緑色には、淡緑、濃緑、緑、青緑など多様な色味

が存在する。五彩手、青手では、暗い発色である。祥瑞

では明るい黄緑色の発色である。 

祥瑞風の丸文を持つ色絵染付で、黄緑色の材料と発色

に成功している。その時期は、江戸城跡（汐見多聞櫓台

石垣地点）ほか、の肥前の祥瑞風色絵染付の事例から、

1657 年にはすでに存在した色と考えられる。

さて、古九谷様式の色絵に使用される緑色に新展開が

あるこの時期、佐賀藩の支藩である武雄領内においては、

二彩唐津が出現している。鈴田由紀夫は、この古武雄（肥

前陶器）の、銅呈色の緑色の出現と磁器との関係につい

て、指摘した（38）。鈴田はまた、武雄における陶器のス

タイルの変化と、朝鮮人陶工の移動や百婆仙などとの関

係にもふれている。

筆者も、鉄絵と銅呈色の緑色による 2 つの色彩を持つ

この古武雄は、磁器色絵の緑色に影響を与えたあるいは、

逆に、磁器から影響を受けたか、いずれかの可能性を考

えて良いのではないかと思う。

② -4. 色絵具（紫色）

酸化コバルトと酸化マンガンの割合を変えると青～紫

の発色をコントロールできる。呉須も、もとから使用し

た有田では、このような配合の可能性もあるだろう。こ

れも、今後の分析を待ち、検討していきたい。

② -5. 色絵具（青色）

先と同様である。

② -6. 色絵具（黒色）

混色の可能性もある。先と同様である。

さて、ここで、色絵の色材について次にまとめておく。

[1] 花濃みの赤色で、鉛を使用しない材料から、唐石に

変化した可能性を想定できる。

[2] 祥瑞や南京赤絵風の製品開発の過程で、明るい緑色

の実現がなされた、あるいは、寒色系を含めて、緑

色の発色方法（焼成関連）が変わった（新たな技術

が開発された）可能性がある。ここで、ローハを用

いた赤と、銅系の釉薬による緑の登場についてが重

要なカギとなろう。

以上の 2 点は、まず、本プロジェクト研究において取

り組みたい着眼点となるだろう。

東京大学構内遺跡においては、中国系の南京赤絵など

も確認でき、中国系の色絵磁器の明るい緑や赤色の材料

についても、検討できる余地があるだろう。ただし、こ

うした色絵具は、使用されているのが、非常に細い線で

あったり、小さなポイントへの塗りであったり、と、今

後とも、自然科学分析の知見から、二宮修治氏や新免歳

靖氏らとの手法的な模索が必要である。

③糊材の影響（32）

前述のとおり、顔料使用の際に、糊材としての膠やふ

のりの挙動が関連しそうである。これについては、別途

研究を進めており、これらを参照されたい。

④釉薬

■釉薬 1（陶器の釉薬）:肥前磁器以前に存在した、肥

前陶器の釉薬には、藁灰釉、長石釉、灰釉、透明釉、鉄

釉などがみられるが、初元期の窯である岸岳系諸窯にお

いては、藁灰、灰、長石が主体になっている（30）。なお、

朝鮮唐津系の瓶類を焼き、素焼きの技術が唐津系諸窯で

唯一認められる、茅ノ谷 1 号窯では、その狙いとする意

匠のためか藁灰釉が主体である。また、岸岳系諸窯では、

唐津焼鉄絵製品において一般的な、鉄絵と透明釉の組み

合わせはほとんど見られず、灰釉と長石釉の組み合わせ

であるという（30）。なお、透明釉は、藁灰釉から藁灰の

成分を抜いたものとされている（29）。

■釉薬 2（磁器・透明釉）:村上によると、藁灰釉、長石釉、

灰釉、透明釉の調合日はそれぞれ、表 1 のようになる（佐

賀県窯業技術センターの中野浩氏によるものとしている
（29））。また、肥前磁器の起点ともなった岸岳系の技術に

ついて、その後の朝鮮半島南部の技術意外に、北朝鮮な

ども視野に入れる必要があることも、村上は指摘してい

る。

■釉薬 3（鉄系釉薬）:透明釉は鉄絵とセットになって

扱われた技術と考えられる。器面に絵を描く、染付技術
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の展開の上では、絵唐津と透明釉の発展にも気を配る必

要があるし、意匠デザインの面においても、初期の肥前

の染付磁器との競合も想定しておくべきである。なお、

ほぼ同時期に、瀬戸美濃製品も、織部製品を制作してお

り、瀬戸美濃の志野から織部、そして、絵唐津の対象と

した消費者層は、初期の肥前磁器のそれである。

■釉薬 4（銅系釉薬）:前述の内容から、磁器の創始期

において、材料としての透明釉はすでに存在していたと

考えられる。透明釉のほかには、青磁釉、鉄釉などの製

品がみられる。肥前磁器では、この銅系（銅系の酸化鉱

物）の釉薬の使用が、技術的には少し遅くに展開してお

り、この点で、1640 年代～ 1650 年代の技術との影響関

係が気になるところである。

釉薬

藁灰釉

灰釉

長石釉

透明釉

表2　釉薬の原料（想定）
藁灰

40%

0%

0%

0%

土灰

30%

70%

20%

30%

長石

30%

30%

80%

70%

（３） ターニングポイントとしての古染付と祥
瑞

①コレクション形成の前提（時代様相）

ここでは、17 世紀中葉の陶磁器の生産地と流通につ

いて概観する。製品とスタイルや注文主の存在について

も、考えてみることにしよう。

この時期、中国では、1644 年の明から清への王朝交

代期にある。中世には中国との交易で栄えていた琉球王

国では、慶長 14 年（1609）薩摩侵攻により、奄美諸島

が薩摩の直接支配、琉球王国そのものは薩摩の属国と

なって江戸幕府の間接的な支配を受けることとなった。

また、琉球王国によってなされていた中国（明から清）

との交易についても薩摩の支配下となったが、それは、

琉球王国が薩摩藩の配下において、朝貢を継続するとい

うものであった。この年（1609）は、平戸にオランダ商

館が建設された年でもある。

この時期は、前述のとおり、明から清への王朝交代期

であるとともに、東南アジア貿易のシステムにおいても、

スペイン・ポルトガルからオランダ・イギリスの台頭に

よってその構図が大きく変容した時期でもある。

1600 年、リーフデ号が日本に漂着し、その乗組員で

あったイギリス人のウィリアム・アダムス（三浦按針）

とオランダ人のヤン・ヨーステンは家康の朱印船貿易を

指南した。1602 年に、東南アジア貿易のために創設さ

れたオランダ東インド会社（Verenigde Oost-Indische 

Compagnie）は、この地に先に進出していたポルトガル

と派遣を争い、日本において先に商館を持っていたポル

トガルの追い落としに成功し、先の商館の建設となる。

その背景に、貿易を進めつつ、キリスト教布教を抑制し

たいという江戸幕府の思惑があったと考えられる。平戸

オランダ商館は、こののち、寛永 18 年（1641）、島原の

乱の結果で渡航禁止されたポルトガルの商館の空いた出

島に移ることとなる。

寛永 14 年（1637）～同 15 年（1638）、の島原の乱が

おこり、これ以後キリシタン弾圧はより苛烈となる。

なお、オランダ東インド会社は、1624 年には台湾を

占拠してゼーランディア城を建設したが、1662 年に鄭

成功により奪還された。鄭成功は、日本の平戸で生まれ

た（父は明の臣下の鄭芝竜、母は田川マツ）で、明で

1644 年に崇禎帝（1628-1644）が自死し、清王朝が樹立

されたのちも、明の遺臣とともに臣の支配に抵抗した。

1661 年、鄭成功などの抵抗勢力の活動をおさえるため、

清は遷海令を出して、海上貿易を禁じた。鄭成功らの活

動とそれに対する清の反応は、日本との貿易にも影響を

与えていると考えられる。

貿易の構図を、少し整理すると、以下のようになる。

戦国期に並行する、いわゆる南蛮貿易の頃、スペイン

とポルトガルによって西洋の文物が日本に入ってきた

が、同時にキリスト教布教活動も盛んに行われていた。

琉球王国は、明の青磁や青花をもたらした。江戸時代初

期になると、ポルトガルも平戸に商館を持つなどしてい

たが、琉球侵攻、キリシタン禁令、台湾での攻防などを

経て、清との往来は、薩摩藩を挟む形での琉球王国の朝

貢と平戸・出島のオランダ商館を挟む形での貿易、清と

の直接的な往来、などとなった。鄭成功の活動など、こ

の時期の明の文物がどのように往来したのかについて

は、筆者のまだ理解を超えるところにある。

しかしながら、明の万暦期の景徳鎮磁器は八王子城跡

の事例など 1580 年代の関東に、また、天啓、崇禎期の

景徳鎮磁器は 1657 年段階における、江戸城下あるいは

関東近隣の譜代大名、あるいは、加賀藩などにも確実に

入ってきている。この間、これらの景徳鎮磁器を入れる

ことができたのは、薩摩藩（琉球王国）、ポルトガル（平

戸商館）、オランダ東インド会社（平戸オランダ商館、

1641 年からは出島オランダ商館）、長崎における中国船

を通じた貿易などが想定可能である。

そして、肥前磁器の色絵を含めて、意匠技術的に中国

からの影響を考えざるを得ないような、技術革新がなさ

れるのは、1640 ～ 1650 年代の間である。つまり、明の
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饗応で創出、共有されてきた「古」と「当世」
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東京大学本郷構内の遺跡・天和２年の火災一括に相当する範囲

江戸城跡（汐見多聞櫓台石垣地点）明暦の大火罹災一括
有楽町一丁目遺跡 070号遺構一括　明暦の大火出土遺物に相当する範囲

4図　江戸時代の遺跡にみる磁器の流行の変遷
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線書き・薄瑠璃（濃み）・錆絵
★白素地の脱鉄と焼成技術は不完全か？

★脱鉄・本焼き焼成の安定

青　磁

瑠璃釉

鉄　釉

辰　砂
白　磁

黄地緑彩

瑠璃釉

華南三彩
釉裏紅

丸文・輪郭線が赤・緑は明るい黄緑丸文・輪郭線が赤・緑は明るい黄緑

輪郭線が黒・寒色系（濃い緑、紫、青）

意匠

意匠

輸出用色絵

技術

崇禎（1628-1644）
技術

意匠

初期伊万里

有田内山

柿右衛門系染付

盛期鍋島

草創期鍋島

有田外山

初期鍋島

古
伊
万
里

染付古九谷

白素地の改良試行

意匠

古九谷色絵 1
意匠

祥瑞手

松ヶ谷手

南京赤絵

万暦（1573-1620）万暦（1573-1620）万暦（1573-1620）万暦（1573-1620）万暦（1573-1620）万暦（1573-1620）万暦（1573-1620）万暦（1573-1620）

意匠

△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？△大川内山（日峰社下）？

五彩手

青手

イメージの原型１イメージの原型１イメージの原型１

イメージの原型２

初期伊万里の創始期は
色絵の技術がなかった。

古武雄

京焼

二彩唐津（鉄・銅呈色）
1610-1650 年代頃

唐物茶陶

1580年代 1590 年代 1600 年代 1610 年代 1620 年代 1630 年代 1640 年代 1650 年代 1660 年代 1670 年代 1680 年代 1690 年代 1700 年代

初期鍋島

△大川内山（日峰社下）△大川内山（日峰社下）

南京赤絵
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天啓赤絵

崇禎赤絵
古染付・祥瑞

崇禎（1628-1644）崇禎（1628-1644）崇禎（1628-1644）崇禎（1628-1644）崇禎（1628-1644）崇禎（1628-1644）崇禎（1628-1644）崇禎（1628-1644）

天啓（1621-1627）天啓（1621-1627）天啓（1621-1627）天啓（1621-1627）天啓（1621-1627）天啓（1621-1627）

織部

漳洲窯

△岩谷川内地区（猿川・岩中）
△大川内山（日峰社下）？

古九谷色絵 2

古九谷色絵 3

1580 年代 1590 年代 1600 年代 1610 年代 1620 年代 1630 年代 1640 年代 1650 年代 1660 年代 1670 年代 1680 年代 1690 年代 1700 年代
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（
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唐
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流
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）
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現
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窯
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の
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素
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き

金
銀
彩
？

五彩手

青手

五彩手
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合
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石
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）
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役
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役
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銀
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？
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社
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銀
彩
？

東
大
天
和
２
年
の
火
災

阿
蘭
陀
東
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ド
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社
の
設
立

琉
球
王
国
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の
薩
摩
侵
攻

島
原
の
乱
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島
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ラ
ン
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商
館

中
国
で
明
か
ら
清
へ
の
王
朝
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代

阿
蘭
陀
東
イ
ン
ド
会
社
・
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湾
占
拠

鄭
成
功
に
よ
る
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湾
奪
還

1636 1641
16351630 年代80年代後半 -

90 年前後
1592-93
天正 20-
文禄 3

1597-98
慶長 2-3

1659 16821602 1609 1637/38 16441622 ～ 1660

【野々村仁清】寛永～万治頃 【尾形乾山】1663-1743

【古田織部】天文 12- 慶長 20（1543-1615）

【小堀遠州】天正７-正保４（1579-1647）

※村上は五彩手に含める※村上は五彩手に含める※村上は五彩手に含める
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滅亡後、清との抵抗が起こっている間に、中国の明末の

意匠の影響あるいは、一部には技術導入（すべてではな

い）が図られるような、状況をどう説明できるか。この

紙面では、筆者の力量は到底及ばないものの、今後、貿

易の枠組みもみていきたい。オランダ東インド会社をそ

のフレーム構築の立役者に推挙したいところではある

が、鄭成功らの明の遺臣、あるいはそこに管轄されてい

た職工の挙動にも着目してみていきたい。

明末と清初期の景徳鎮、福建・広東、漳洲窯、などの

挙動を、琉球、長崎、八王子城跡、大阪城跡、江戸など

と比較することで明らかにしうる可能性がある。中でも

崇禎期と福建・広東の資料の関連が重要であろう。

ちなみに、オランダ東インド会社によって、ヨーロッ

パ市場に肥前が取り込まれていく 17 世紀後半よりは、

どちらかというと中葉に、大名家においてほぼ同時代の、

崇禎期の資料が揃いの皿など饗宴のセットに、高級品と

はいえるものの、他の時代に比してさほど特別でない程

度に確認されている点、これらを同時期に移すかのよう

な肥前磁器の在り方、からしても、肥前磁器の初期の顧

客については、むしろ国内の上級武家層はメインター

ゲットである。

彼らの中国磁器への関心を把握し、これらをもたらし

たのは、誰なのか？オランダ商人たちか、あるいは、国

内の商人たちか、あるいは鄭成功のような明の遺臣たち

なのか。

ここで、1620 ～ 1640 年代の崇禎期の景徳鎮磁器や、

これらと同時期に、当時の江戸の大名家の食器として、

福建・広東系の製品もある程度の量で入ってきている点

を鑑みると、オランダ東インド会社の関与も想定可能で

ある。そこで、思い出されるのが、筆者がかつて徳川将

軍家の器を扱った際に、実見した東京国立博物館所存の

明初青花の盤の箱書きに、「紅毛渡」の文字があった点

である（39）。

そこで、ここで改めて古染付と祥瑞に着目する。

②注文と制作

前述のとおり、この 17 世紀中葉の時期は、中国磁器

と肥前磁器が、高級食器のシェアにおいて、その割合を

交代していく、ちょうど端境期にあたっている。そして、

ちょうどその間、日本からの注文品とされる、景徳鎮青

花・色絵の古染付と祥瑞が出現する。

筆者は、肥前磁器の1640～1650年代の技術革新のター

ニングポイントを古染付と祥瑞の出現におきたい。

古染付と祥瑞は、中国の明末の景徳鎮窯の中でも、民

窯で製作されたものである。近年、景徳鎮においても、

少しずつ資料が紹介されはじめた。景徳鎮民窯の採集資

料からは、明代の嘉靖年間（1522 ～ 1566）の地層から、「天

文年造」の青花楷書銘のある白瓷小皿 1 点が発見されて

いるとされ、このことから、日本の天文年間（1532 ～

1555）には景徳鎮観音閣の民窯で日本向けの輸出瓷器が

生産されていたと考察されている（40）。

16 世紀半ばから 17 世紀初頭にかけて、特に、天啓年

間（1621 ～ 1627）に古染付、祥瑞は崇禎年間（1628 ～

1644）であり、これらは日本の茶の湯で珍重されたもの

の、すべてが日本の注文品といえない、ともされる（41）。

この時期の茶人に、古田織部（天文 12[1543] ～慶長

20[1615]）や、小堀遠州（天正 7 年 [1579] ～正保 4 年 [1647]）

をあげることができる。古田織部は、豊臣秀吉の茶道、

家康・秀忠の茶道指南役である。小堀遠州は、その織部

に師事し、豊臣秀吉・秀長、徳川家康・秀忠・家光に仕

え、徳川将軍家の茶道指南役であった。遠州が関わった

品川御殿や東海寺の茶会などでは、景徳鎮民窯が家光に

より寄進されている（42）。

こうしたことからみて、天啓・崇禎年間にほぼ相当す

る寛永期に、小堀遠州の指南と、三代将軍徳川家光の好

むところによって、新たなる価値観、美意識が、幕閣や

大名に共有されていくのが、1620 ～ 1640 年代にかけて

ではないか。この価値観や美意識は、旧来の価値観にとっ

てかわる訳ではなく、その底流には唐物を置き、その上

に新たに加わる同時代性のある器を載せた。

さらに、新たな価値意識のもとで集められる明末の景

徳鎮の器を、同時代的に写したのが、同じころの肥前磁

器であった。これは少なくとも、1657 年を下限にして

いる。

また、注文品としての古染付・祥瑞には、日本におけ

る旺盛な意匠デザインへの希求を反映するものもあっ

た。こうしてみると、意匠デザインにおける、文様、形

については、当時の日本の流行は、古染付・祥瑞、肥前

磁器とともに大きな影響下にあったと考えられる。

なお、もう一つの影響の因子としては、当時の陶器の

流行などもあるだろう。織部、京焼、唐津など、がそれ

である。これらの意匠デザイン（形、色、文様）はその

技術とともに、肥前磁器の全体像に影響したとみるべき

である。

そして、これらは、この時期新たな需要層を形成して

いく新興の武家と旧来の武家（徳川政権成立以前にです

でに勃興）とその流行をリードした小堀遠州らの文化人、

これらの需要を素早くキャッチしてきた日本の商人（堺、

博多、大阪、そして長崎や江戸新興の都市）、彼らと取

引を行わんとするオランダ商人など新旧入り混じる状況
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の中でなされた。肥前磁器のうちには、明清交代期にお

いても、明代の少し遡るような、宣徳（1425 ～ 1435）、

成化 (1464 ～ 1487)、万暦 (1572 ～ 1620)、銘が採用され

る。清朝については、肥前磁器Ⅳ期（1690 ～ 1780 年代）

に雍正（1723 ～ 1735）の「雍」字が、乾隆（1736 ～

1795）の「乾」字がⅤ期（1780 ～ 1860 年代）になって

写されている。そして、清朝の影響のある江戸後期にい

たっても成化年号が写されており、肥前磁器生産におけ

る明代の文化的影響の強さをうかがわせる。ただし、こ

れは、日本に限らないことでもあり、中国清朝において

も、皇帝自ら、明代で評価の高い、永楽、宣徳の官器を

写させていることでわかるだろう（43）。なお、近年、長

崎においても、17 世紀中ごろの罹災資料には、崇禎期

の中国磁器が含まれるものが発見されている。1620 ～

1640 年代の中国磁器の流通については、①中国船（公

式の通称）、②唐船など東南アジア系を含む往来、③オ

ランダ経由、④薩摩・琉球経由の中国、⑤密貿易、など

が考えられるが、この部分については少し留保したい。

（４）古九谷様式、「当世」中国写しの複合
山辺田遺跡は、1972 ～ 1974 年（昭和 47 ～ 50）、三上

次男博士の下で、山辺田窯跡の発掘調査が行われた。9

基の登窯のうち、4 基から色絵素地（白磁、染錦とも）

と色絵片されたが、赤絵窯は発見されていない。

1998 年（平成 10）、有田町教育委員会が、山辺田窯跡

の隣接地を発掘した。この時、工房跡と推定される建物

址と色絵片を発見した。そして、『日本の色絵磁器技術

始まりの美術史的・考古学的研究』調査団と、有田町教

育委員会の合同調査が行われ、2014 年には、『山辺田遺

跡』発掘調査概要報告書がまとめられた。さらに、有田

町教育委員会で、2017 年に、『山辺田遺跡―国指定史跡

山辺田窯跡に関わる陶磁器生産工房跡の発掘調査報告書

―』が刊行され、ようやく、古九谷様式の製品の制作に

おける重要な窯場・工房の様相が少し明らかとなってき

た。

さて、前述のような磁器の状況下において、1640 ～

1650 年代にかけての技術革新が行われている。

大橋康二によれば、「肥前の色絵は 1640 年頃に始まり、

当初はいわゆる古九谷様式の色絵が作られた。1660 年

代までの古九谷様式の色絵は大別すると三時期あり、前

期は祥瑞手と五彩手、中期は五彩手と青手、後期は青手

と五彩手の新しいタイプ、金銀彩を加えたものもある」

とした。さらに、過去には 1650 ～ 60 年代にあるいわゆ

る松ヶ谷手と称されたタイプに対して、「草創期鍋島」

として再評価を行っている（44）。

なお、これらの古九谷様式の、祥瑞手、五彩手（百花

手、九角手など含む）、青手について、村上伸之（有田

町教育委員会）による 3 つの概念整理を引用しておきた

い（45）。

「古九谷は大皿類の印象が強いが、実際には、小・中

皿をはじめ多様な器種が混在する。しかも、他の様式の

色絵と比べ、製品間のスタイル差も極めて多彩である。

この要因は、生産地域の広さに加え、異質な景徳鎮の技

術が複雑に導入された上に、それらが普及する過程で、

互いに複雑に絡み合うからである。この技術は、現在で

は三系統に分類できる。」

「一つ目は、万暦（1573 ～ 1620）頃の景徳鎮風な製品

をオリジナルとする技術で（万暦赤絵系）、百花手（図

1 ＊文献ママ）」などを典型とする。万暦頃の芙蓉手な

どと同様に、内面の体部と底部の境に毬挟み文を配し、

文様で埋め尽くすものも多い。大皿など大型製品を主体

とし、素地は染付圏線入りの色絵専用品である。」

「二つ目は、天啓・崇禎（1621 ～ 1644）頃の古染付や

祥瑞風な製品をオリジナルとする技術で（古染付・祥瑞

系）、古染付（天啓赤絵）風な製品の場合、すでに染付

製品として完成した構図に色絵で加彩した例も多い。ま

た、祥瑞風な製品では、染付で地文や丸文の枠を配し、

色絵で文様を完結させる色絵専用素地が一般的である。

小型から大型のものまで、多様な製品がある。」

「三つ目は、古九谷と並行する明末・清初の南京赤絵（図

2 ＊文献ママ）に類する技術（南京赤絵系）で、五彩手

の中に含まれる（図 3 ＊文献ママ）（※筆者：この五彩

手は、大橋康二のいうところの、新しいタイプの青手と

並行するものか？）。概して暖色系の絵具を多用し、余

白を活かした構図に特徴がある。小・中皿など小型製品

が主体で、白くて薄い、良質な素地を用いる。他の系統

同様、染付入りの素地も多いが、それとは別にこの技術

の中で、質的に分化した乳白色の色絵素地が完成する。」

村上は、このように色絵の素地と器種や文様から、3

つに区分した上で、これらを「三つの窯場は、景徳鎮系

の技術を直接導入した中核系となる窯場が異なる」とし

て、それぞれ対応関係についても論じる。

「万暦赤絵系は、当時窯業地の西武に当たる黒牟田山

の山辺田窯跡であり、古染付・祥瑞系は中部の岩谷川内

山に位置する猿川窯跡、南京赤絵系は東部の年木山の楠

木谷窯跡である（図 4 ＊文献ママ）。楠木谷窯跡の発掘

などから、南京赤絵系が最後に成立したことは間違いな

い。」

なお、この最後の成立時期については、明暦大火罹

災資料中に楠木谷窯跡と思われる資料が出土しており、
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1657 年には南京赤絵系の窯で型打ちや染付濃みの技術

もほぼ整いつつあったと思われる（ただし、のちの南川

原での濃みや、柿右衛門の乳白色の素地まではいかな

い）。

青手の創始については、村上は猿川窯跡としているが、

確かに、猿川窯跡ほか岩中窯跡など、岩谷川内の製品は

のちの意匠デザインを知る筆者からすれば、かなり異質

な文様デザインを採用している。

ここでいったん古九谷様式の用語について整理してお

こう。この「古九谷」の語は、今日でも、識者それぞれ

に異なる意味を持って使用されており、大きく分けると

以下のようになる。

「古九谷」の意味は、①“江戸前期の九谷窯の製品”

の意味で、「九谷窯（石川県江沼郡山中町）」で、「色絵

も焼成するが、古九谷様式の製品とは異なる」もの。②

“古九谷様式の製品”の意味であり、「古九谷様式の製品

を焼成した窯跡（佐賀県有田町）」のもの。となる。

さらに、色絵磁器の意味で使われる場合が多いが、筆

者がここで引用した村上伸之による「古九谷様式」の整

理では、その特徴は、次のようになる。

・色絵のみではなく、染付も含む

・古九谷様式の製品の制作技術は複数の技術の複合体

・技術の核をなすのは、山辺田遺跡と楠木谷窯

・ 初期伊万里様式から古九谷様式への技術転換の 2 パ

ターン

① 中国の技術がセットで導入（山辺田遺跡・楠木谷窯）

→初期伊万里製品と古九谷様式の製品が同時に出現

② 初期伊万里様式の技術に中国の技術が加わっていく→

初期伊万里様式の製品に断片的に取り入れて変化

そして、有田における“古九谷様式”の製品の出土遺

跡と特徴としては、1640 ～ 1650 年代のものであり、窯

跡と製品（登り窯）では、外山地区の山辺田窯、多々良

の元窯、丸尾窯、外尾山窯、内山地区の猿川窯、岩中窯、

長吉谷窯、稗古場窯、谷窯、中白川窯、枳藪窯、楠木谷

窯などがあげられる。工房やその周辺の調査では、山辺

田遺跡、泉山口屋番所遺跡などが知られている。

なお、色絵の専業者が集められる赤絵町の赤絵町遺跡、

幸平遺跡の成立やその製品の時期は、古九谷様式の出現

時期よりも下るものである。

先に筆者が指摘したように、江戸遺跡では従来知られ

るよりも多数の古九谷様式を含む高級磁器が明暦大火で

罹災している。これを議論の前提にするならば、当時

は、古九谷様式の製品は一定程度、流行していたといえ

る。これによって、1-（2）- ②で指摘している偏在が顕

著である点について、これまでにその点をふまえた議論

はなかったと思われる。家光の寛永時代に相当するこの

1620 ～ 1640 年代、古九谷様式の製品は、大名家の間で

流行していた。これを踏まえて次の議論に移ろう。

３．意匠へ欲求（消費）が材料・技術の

変化を促した

（１）意匠への欲求
本稿の第 2 節で、生産プロセスについて、順を追って

考えてきた。しかしながら、初期色絵の技術革新にあっ

ては、先にあげたそれぞれのスタイル、それ以上に、個々

の製品のイメージがはじめにあったかと考えられる。

つまり、4 図に示す、先行する中国陶磁の製品イメー

ジがあって、これを実現するために、具体的な意匠デザ

インがまずなされ、さらに、その実現のための技術革新

が行われたとみるべきである。

そこで、5 図を提示したい。5 図には、消費が、生産

をリードする様子を模式化した。つまり、消費の動向が

先にあって、このイメージを実現するデザインに落とす

ということがおきているのである。

このための材料、技術の変化がこの時期に肥前でなさ

れたことである。なお、すでに 3 図で示したとおり、個々

の材料と技術はそれぞれが複雑に結びついており、例え

ば、染付の材料と技術の体系に、上絵付の材料と技術を

単純に足したのではないことは明らかである。

1640 ～ 1650 年代、肥前の窯場では、磁器生産のベー

スにはそれまでの材料と技術をおきつつも、新たに導入

した中国系の技術と、さらにこれを実現する材料を、個

別に試行錯誤をしながら、やがて高度に結びつけて、欲

しい意匠デザインを実現するものを生み出してきたので

ある。
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5 図 消費が生産をリードするイメージ
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４．人文科学は何を問うか

（１） 古九谷様式は江戸時代の間の「当世」流
行の一つ

6 図に、江戸遺跡（ここでは空間的意味も含める、江

戸時代の都市江戸の遺跡）で確認されている陶磁器・土

器の種類とその標準的な用例を示している。磁器、陶器、

土器、あるいはその器種は、それぞれに、グレードの違

いや用いられる場の違いがあった。そして、普通の暮ら

しに、とした通常用いられる器は、量産品で最も入手し

やすいものであり、江戸では、中世以来この地に来てい

る瀬戸・美濃などが主である。この部分の器種の生産地

には、地域差が反映されやすい。例えば、擂鉢や徳利な

どの貯蔵具や碗・皿類で、九州では唐津、関西では備前

や丹波などと置換される。

①大型の荘厳具（舶載品･座敷飾りなど）

②茶道具（唐物など）

③饗宴用の食膳具（舶載品）

④搬入系土器

⑤舶載磁器　碗･皿類（食膳具）

⑥高級国産陶磁器（例・京焼など）

⑦国産陶磁器（食膳具･貯蔵具･調理具）

⑧在地系土器

センスアップ・もてなし・格式に

暮らしのアップグレードに

不通の暮らしに
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土器は基本的に在地系の小規模生産。
ただし、京都系土師器皿、一部の製品を除く（関西系焙烙など）

6 図　16世紀後半～ 17世紀前半の江戸の陶磁器･土器様相

磁器や、陶器でも唐津の一部や京焼などは、これとは

違った用途になる。例えば、上層の武家が保持していた、

饗宴に使用される道具の一つが古九谷様式の器である。

需要層は、もともと、政治・経済的地位の高い人々に

向けただけに彼らの趣味嗜好が反映された可能性が高

い。この、趣味嗜好を、歴史考古学としてどのように位

置づけておくかは重要なカギである。

この高級食器の部分は、もとは、中国の景徳鎮磁器が

主体を占めていたが、1640 ～ 1650 年代後半に入って肥

前磁器がここに進出する。そして、そのための技術の系

譜は、1 セットにはならないほど、各所（窯）で、さま

ざまなトライがなされたと考えられる。

この肥前磁器は、白磁・青磁・染付・赤絵のほかに、

黄・緑・紫などの上絵技術、瑠璃、などを伴う。それは、

それ以前の中国磁器がまさしくになった部分の摸倣であ

り、肥前の色絵磁器の開発ははじめからその部分を期待

されたのだろう。

17 世紀中ごろの饗宴セットをみると、古い器物と新

しい器物が一緒になって出土しており、「古」（いにしえ）

と「当世」（とうせい）が、同時に求められ、使用され

たことがわかる。

（２）自然科学と歴史考古学（考古学側から）　
ここで、歴史考古学の立場からみた、陶磁器の自然科

学分析についてと、今後の本プロジェクトでの展望につ

いて示しておきたい。

①胎土（素地）

現在のところ、胎土分析とは、消費地遺跡出土の陶片

と、窯跡出土陶片からサンプルを得て、成分を比較して

いる。二宮修治・新免歳靖らは、主成分分析については、

非破壊分析かつ比較的簡便に計測可能な蛍光 X 線分析

を行い、多数の陶片資料の分析を行い。その上で、この

方法では確認の難しい微量元素について、一部破壊検査

を行っている。過去には中性子放射化分析（立教大学の

原子炉を利用）を用いていたが、現在では、ICP 発光分

光分析の手法を用いた微量元素の分析結果を、多変量解

析にかけることで、産地同定にあたっての良好なクラス

ターを確認している。これらによって、まず、生産地で

の窯差が、消費地遺跡の製品（消費地なので窯は不詳・

形式学的にその可能性は比定可能なものもある。）と比

較的整合することが知られる。ただし、クラスター分析

の結果は、分析するサンプルの内容によって、クラスター

が変化するので注意が必要である。

二宮修治・新免歳靖らをはじめとする研究成果から、

肥前磁器については、特に有田を中心に、胎土分析の結

果として窯差を見出すことができる。これらの違いは、

もとの原材料の違いとともに、素地の調整、焼成、など

で人為の介在によって経時的に変化した状況も反映した

結果と考えられる。有田には、泉山陶石以外にも、泉山

以前の採掘場、白川陶石、あるいは、天草陶石使用後、

などいくつかの原材料の産地があり、さらに、それぞれ

の窯焼きによって、本論でも示した諸工程における技術

的な違いがあると想定される。さらに、製品による差異

などもある。

前述のとおり、新免歳靖を中心に、この素地の調整過

程に関連して、泉山一丁目遺跡の水簸資料を含め、製土

のプロセスと併せていくことで、原材料（陶石）から、

最終製品に至る過程における化学変化を明らかにするこ

とで、より詳細な生産地同定や製品の質差にせまりうる。

このことで、色絵磁器と色絵素地の関連性もより理解で

きるだろう。
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②釉薬 1（透明釉）

釉薬については、イス灰の利用が肥前磁器特有の透明

釉の材料として重要である。

この点では、もとの李朝の技術から存在する釉薬と

17 世紀半ばのそれ、あるいは内山と外山などで、一致

するのか、は重要な観点である。

③釉薬 2（青磁釉、鉄釉など）

消費者の意匠デザインに対する欲求から、肥前磁器で

もはじめから、青磁は意図されていた。青磁は、鉄の材

料や焼成・焼成雰囲気による発色のコントロールに大き

く関係し、その技術の展開は、以下の色絵のコントロー

ルと関係づけて考えてみたい。鉄は、その状態や価数な

ども、見た目に影響するので、これらを分析可能な手法

で確認していく必要がある。

④絵具（赤、黒、緑、黄、青、紫）

色については、色材の材料による違い、色材の材料の

調合による違い、色材と溶媒の混合比、さらには、実施

の絵付け段階での合わせ方や水分を含ませる方法（濃む、

濃みの方法）による違いなど、材料と技法による多くの

差異を想定できる。自然科学分析ではこの中で色材の原

材料の元素や化合物の情報を得ることが可能である。そ

こで、各色の顔料とこれを絵具にするための溶媒に関し

ては、今後の自然科学分析によっても明らかとしていき

たい。特に、色絵の色材が中国磁器と肥前磁器、さらに

肥前磁器の中で異なるのか、あるいは、3 図に示すよう

な、スタイルによっても異なるのか、非常に興味深いと

考えている。ただし、これらは、主要な呈色剤としての

金属元素ともに、微量元素の影響、その調合、さらには、

釉薬や、酸化・還元の条件などによっても変化しよう。

これらを総合的に理解することを今後の課題の一つとし

たい。

色絵に関連して、染付と色絵、あるいは色絵の中でも

違いがあるのかについて、確認していきたい。なお、酸化・

還元状況についても、染付と色絵あるいは色別にどのよ

うな状態にあるのか、考えてみたい。この点、上絵付窯

が比較的規模が小さい点なども、低下度の火力や酸化・

還元のコントロールと関わるかもしれず、また、燃料と

そこからくる空気雰囲気の問題なども重要となろう。

⑤糊材

先にも触れたように、糊材については、筆者ら（樋口

智寛、二宮修治、新免歳靖、水本和美）は現状で、別途

科研費による研究を進めており（32）、こちらの成果によ

られたいが、各研究における成果は、今後、発展的に総

合的な理解に進むことが望ましいだろう。

⑥その他

なお、こうした材料については、その精製の程度など

も重要な要素である。例えば、「白くしたい」ための鉄

分の除去などの度合い。高級なものであれば、より精選

された材料を使用していると思われる一方で、前近代の

手工業製品は不純物が時に重要な効果を発現していると

考えられる。また、意匠に求めるところで、現在の価値

意識とは異なる志向での用法もあり得る。

このような中で、赤色の産地、あるいは、緑色の製法、

さらに、緑色の中でも 1657 年までに、肥前磁器の祥瑞

風の色絵で実現している明るい緑色について、着目して

研究を進めたい。

（３）人文科学は何を問うか
ここで本稿において確認したところを、以下にまとめる。

17 世紀以降の陶磁器生産は、消費にリードされた。

これを享受した主な消費者は、徳川将軍家とその浮沈を

共にした新興の武家を含む、武家たちであった。

江戸以前までに上位階層を形成した公家や権門寺院、

豊臣氏までに立身した武家に加わり、江戸幕府の成立に

伴って新興の武家階層を形成していく大名・武家は、従

五位下任官を経て殿上人としての身分も獲得した。この

ことが象徴するように、彼らの価値意識の中には、従来

の伝統的価値観も根強く存在した。むしろ、こうした旧

来の価値を共有するところに意義があったのかもしれな

い。中国磁器は武家にとっても必要なアイテムであり続

けた。古い器物と新規の器物の混在はこうした伝統の継

承と、当世風の価値の混在を意味するものである。

　ある意味伝統の価値観・美意識の継承と自己の伝統的

階級への編入の両側面で重要であったことであろう。こ

のためにも、大名は互いの饗宴において、ある程度の食

器を具備しておく必要があったと考える（筆者は、大名

家などの武家の持つ高級食器は、これを保有する側の立

場とともに、迎える相手に相応の、という点を重要とと

らえている。）。

そのような意味でも、明初を含む、明代陶磁器が肥前

によって、盛んに写され、特に、初期色絵については、

万暦、崇禎、天啓、といった明末の時期を摸倣したこと

とこれらが上記の上層武家に用いられたことは重要な意

味があろう。ここまでの李朝（朝鮮半島南部）の技術を

ベースにしつつもそこにない、中国の技術導入を持って

実現されたものである。ここにおいて、特に、明末のも
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のを模したところから始まった部分は、その貿易との関

連からも着目されるだろう。

ただし、この欲求の具現化においては、意匠デザイン

として、潜在的にある欲求を現実の品物に落とし込むこ

とが必要であり、はじめそれは貿易・交易において成し

遂げていたものの、次第に（中国の政治状況もあって）

商品開発などの行為にいたったと考えられる。そして、

その消費者の欲求を、具現化すべくこれをリードしたの

は誰か、と言えばそれは商人であったと思われる。

なぜならば、往時の有田の職人個々にはそれを知り得

ることはなく、ここで具体的な品を目にする・手にする

ことができたのは、商人であったことが予想される。

戦国期には、堺や博多の商人が活躍したが、17 世紀

中ごろにおいては、京坂、日本橋の商人とともに、オラ

ンダ商人も活躍をはじめていた。また、その拠点の一つ

として、長崎があり、長崎、京坂、駿府、江戸、などの

空間的な関係も貿易史としては興味深いところである。

こうした中で、本稿では、陶磁器生産とその需要を核

にみてきたが、意匠デザインが消費によって先導される

とすれば、その担い手は誰なのか。現代風に言えば、プ

ロデューサーともいえようが、これを「生産側」とする

のか、それとも需要層や需要層の先達としての茶道、さ

らには、先にあげた商人が介在したのであろうか？

さて、ここにいま少し確認すべき論点がある。それは、

筆者を含めた人文科学側の仕事である。今、筆者はくし

くも、意匠デザインを先達したものの存在をいくつかあ

げているが、2020 年現在の産業・工業デザインの世界

においては、このデザインの権利を握ることについては

はっきりとした位置づけがある。しかしながら、これま

での肥前磁器の議論において、このようなフレームワー

クを行った上で、論点が整理されてきたのかといえばこ

の部分が曖昧であったように思う。

筆者の考えは以下である。この時期の肥前磁器全般に

おいては、佐賀藩がこれらの窯場を統括したことは明ら

かである。しかしながら、窯場の整理統合 (1641) を経て

なお、少なくとも鍋島藩窯や赤絵町の成立（1660 年代）

以前には、磁器はすでに専焼されていたものの、各窯焼

きにおいては窯焼きと工房がおのおので近くに存在する

可能性がある。そして、大橋康二・村上伸之らリードし

て進める生産地遺跡の調査・研究によって、黒牟田（山

辺田窯跡・山辺田遺跡 [ 工房 ]）、岩谷川内（猿川窯跡・

岩中窯跡）、年木山（楠木谷）、といくつかの色絵開発を

リードした窯場が存在し、それぞれが中国磁器の万暦、

崇禎、天啓などの特色ある製品をモデルにし開発を進め

た。中国磁器の意匠デザインのアイデアは、山辺田遺跡

の出土資料から考察されているとおり、製品から直接的

に得られる場合もあったであろうし、当時の流行であっ

た装束・文様、あるいは他産地の陶磁器などから得られ

たものもあったであろう。これらを注文したのは、当時

のシステムを鑑みると商人あるいはもっと直接的に需要

層かもしれないが、さて、こうしたシステムそのものを

どう評価するか。筆者自身が、まだ、この部分を掘り下

げることができていない。ここにおいて、肥前の色絵磁

器の意匠デザインを手がけたのは誰か。そして、そのこ

とにどのような位置付けを与えるのか。

今後、自然科学分析の成果を得て、考えを進めて行く

上では、こうしたフレームワークも、人文科学の立場で

行って行くべき課題と考えている。

５．おわりに

陶磁器は、天然自然、時間、物理化学的変化、人為、

が相互に影響しあって成立する。それゆえに、現在でも、

偶然と必然の織りなす様が、芸術・文化の面において、

人々を魅了する。我が国では縄文時代以来、連綿とやき

ものが作られてきたが、江戸時代の間に、人為により欲

しい意匠デザインの実現する技術が大きく発展した。

こうしたなかで、有田の色絵磁器は、①自然と時間と

物理化学的変化のもたらした材料への作用、②材料のポ

テンシャルを引き出した人為、③意匠デザインの粋と需

要層の欲求のコントロール、④①～③を果たすべく総合

的な技術やシステムを達成した窯場の努力、という偶然

と必然が織りなした体系的なものであった。

人為の影響、そして、人為の集合たる市場の意思、に

ついては、流行の変化という形で考古学的にとらえるこ

とが可能である。そして、この流行の変化は、さらに、

製作とその材料・技術・道具に影響を及ぼした。

ところで、この意匠デザインに影響を与えた大名家を

含む武家では饗宴など、比較的大きな生産単位が求めら

れた。これを満たすためには、現代的な意味での作家の

「作陶」活動ではなく、「生産」行為という規模を考えざ

るを得ない。「作陶」行為であれば、一つにエネルギー

を注ぎ、あるいは一部の技術で達成できるかもしれない

が、これは一部の技術のみを切り出すことはその開発段

階においてはかなり難しいのではないかと筆者はとらえ

る。

さらに、当時開発した色絵磁器は、ここまで確認して

きたように、材料、生産プロセス、技術が個々の工程で

絡み合う複雑なものであった。これらをふまえれば、色

絵技術はその上絵付けのみならず、素地づくりからの体
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系的な技術であることは論を待たない。

なお、本論で得られた視点を含めて、個々の資料の観

察・分析結果を踏まえた研究とその成果はまだ研究途上

である。今後は、自然科学分析を含めて、総合的に資料

を解釈していきたい。自然科学分析やその手法の進展に

もさらに期待をしつつ、これらの進展を経てなお人文科

学にはその職責があることを本稿では確認できたと考え

ている。
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 ・ 高島裕之編、専修大学文学部人文・ジャーナリズム学科　

陶磁文化研究室 2014『有田・今右衛門窯のしごと』窯業

聞き取り調査概要、『職人尽くし－大学生がみた有田・今

右衛門窯－』展、展示解説書

 ・ 高島裕之編、専修大学文学部人文・ジャーナリズム学科　

陶磁文化研究室 2016『有田焼のしごと』今右衛門窯・源
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右衛門窯窯業聞き取り調査報告書

(25) 村上伸之ほか 2017『山辺田遺跡』

(26) 山本文子 2010「近世肥前磁器絵付技術の研究－肥前磁器

絵付技術における仲立ち紙使用の成立過程―」『青山史学』

28 号（相田洋教授退任記念号）、青山学院大学

(27) 大橋康二 1993「肥前の色絵磁器」『東洋陶磁』第 20・21 号、

東洋陶磁学会

(28) 山崎一雄 1993「江戸前期の色絵磁器の化学分析－東京大学

医学部付属病院地点と山辺田二号窯址付近出土の破片－」

『東洋陶磁』第 20・21 号、東洋陶磁学会

(29) 村上伸之 1993「赤絵町遺跡の調査－赤絵町成立期の問題を

中心として－」『東洋陶磁』第 20・21 号、東洋陶磁学会

(30) 村上伸之 2002「肥前磁器の源流　今、生産の視点からどこ

まで追えるのか」『国立歴史民俗博物館研究報告』第 94 集

(31) 家永敬三 1954「鍋島藩窯の科学的考察」『鍋島藩窯の研究』

鍋島藩窯調査委員会編、京都平安堂刊

(32) 樋口智寛を代表とする以下の科研費研究（JSPS 科研費

JP16K01188 および JSPS 科研費 JP25560139、共同研究者

として、二宮修治、新免歳靖、筆者）において、陶磁器の

上絵付における糊材の役割に着目した研究を進めている。

 ・ 樋口智寛、二宮修治 :「陶磁器の上絵層における有機物分

析の試み－焼成後における有機物材料残存の可能性につ

いて－」、日本文化財科学会第 31 回大会研究発表要旨集、

pp258-259(2014)

 ・ 樋口智寛、水本和美、新免歳靖、高橋佳久、伊藤鈴音、

二宮修治 :「陶磁器の上絵層における有機物分析の試み

－飛行時間型二次イオン質量分析および赤外放射光分析

による焼成に伴う膠およびふのり成分の変化に関する検

討－」、日本文化財科学会第 35 回大会研究発表要旨集、

pp172-173(2018)

 ・ 樋口智寛、水本和美、新免歳靖、二宮修治 :「陶磁器の上

絵層における有機物分析の試み－飛行時間型二次イオン

質量分析による上絵層と釉薬層との界面の成分に関する

検討－」、日本文化財科学会第 36 回大会研究発表要旨集、

pp324-325(2019)

 ・ 水本和美・新免歳靖・二宮修治・樋口智寛 2019「陶磁器

の上絵付に使用された糊材を分析する方法とその展望」

東洋陶磁学会研究発表、にて本研究の一部を紹介。

 ・ Y. Ikemoto, M. Tanaka, T. Higuchi, T. Semba, T. 

Moriwaki, E. Kawasaki, M. Okuyama, Condens. Matter, 5, 

28(2020)

(33) 村上伸之氏のご教示による。

(34) 村上伸之の以下の論考を参照した。

 ・ 村上伸之 2004「有田における古九谷の生産技術」『古九谷』

出光美術館

 ・ 村上伸之 2013「発掘資料にみる有田の古九谷」－色絵大

皿の生産動向を中心として－、『聚美』VOL.5　特集　古

九谷、青月社

(35) 石崎泰之 2017「二つの一子相伝－今泉今右衛門家の近代－」

『今右衛門の色鍋島』荒川正明編、朝日新聞社

 なお、この部分は、註 1 の水本 2018 より引用する。

(36) 新免歳靖・二宮修治 2013「コラム「松ヶ谷手」に用いられ

た色絵具」『徳川将軍家の器』千代田区立日比谷図書文化

館

(37) 北野信彦 2013「第 6 章　ローハベンガラ」『ベンガラ塗装

史の研究』、雄山閣

 なお、筆者は、吹屋について、樋口智寛代表の科研費研究

において、西江家において聞き取り調査をさせていただい

たことがあり、この時の知見によって、時代的な考察を深

めた。

(38) 鈴田由紀夫 2013「肥前陶器における古武雄の位置づけ」『古

武雄』九州国立博物館

(39) 今井敦氏のご厚意で、東京国立博物館の資料の実見が叶っ

た。

(40) 曹建文「景徳鎮窯址で近年発見された古染付及び祥瑞につ

いて」『陶説』第 701 号、小林仁訳

(41) 金沢陽「古染付と祥瑞－日本人の愛した＜青＞の茶陶」

(42) 品川区立品川歴史観 2009『品川を愛した将軍徳川家光－品

川御殿と東海寺－』

(43) 国立故宮博物院 2017『適応心　明代永楽皇帝的瓷器』

 なお、筆者は、江戸城跡（汐見多聞櫓台石垣地点）の資料

の年代比定のため、同展示に出陳された清代の写しを確認

したが、忠実に写してはいるものの、筆致に硬さがあって、

比較すれば、違いが良くわかるものであった。

(44) 大橋康二 2018「日本における色絵磁器生産の創始に関する

考古学的研究－山辺田遺跡の発掘調査成果を中心に－」『東

洋陶磁』VOL.47、東洋陶磁学会

(45) 村上伸之 2012「発掘資料にみる有田の古九谷－色絵大皿の

生産を中心として－」『聚美』VOL.5 特集 古九谷　珠玉の

色絵磁器、青月社

 古九谷様式については、村上伸之 2004「有田における古

九谷の生産技術」出光美術館編『古九谷』展示図録、出光

美術館編も参照した。
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